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「女の子が泣く姿の、どこが面おも白しろいの？　品性を疑うわ」

　怒いかりのこもった声が耳に飛び込んでくる。同時に、自分を取り囲んでいた三人の少年たちが一いっ瞬しゅんでびしょ濡ぬれになる様を、七歳のマローネは驚おどろいて見上げた。

　悲鳴を上げた彼らは「誰だれだ！」と、水をかけた犯人を振ふり返かえる。

「品性下げ劣れつな人たちに名乗る名前は、持ち合わせていないわ。──女の子を寄ってたかって泣かせるなんて、男として最低だと思わないの」

　立っていたのは、マローネよりも少しだけ年上に見える、金きん髪ぱつの女の子だった。

　幼いマローネでさえ、ハッとするほど綺き麗れいな顔をしている。

「あなたたち、この王宮庭園がなんのために開放されているのか分かってる？」

　水が入っていただろう木き桶おけを石いし畳だたみの上に置き、少女は少年たちの顔を順々に見み渡わたした。そして、細い眉まゆをつり上げる。

「王宮庭園に貴族の子どもたちが連れてこられる理由は？」

「そ、それは、将来を考えて、社交の練習を」

　少年たちのもごもごとした答えに、少女はこくりと頷うなずいた。

「そうね。それなのに、あなたたちはなにをしているの？」

「え？」

「貴族の子し息そくが寄ってたかって、か弱い令れい嬢じょうをいじめるなんて……とんだ社交術ね？」

　明らかに馬鹿にした口調になった少女に、少年たちが気け色しきばむ。

「こいつは、純じゅん粋すいな貴族じゃないんだ！」

　ここ、王宮庭園は、貴族の子どもたちが集まる小さな社交場だ。マローネも、伯はく爵しゃくである父に連れられて何度も訪おとずれているが、いつまで経たっても馴な染じめない。

　それどころか、母が旅の踊おどり子こだったという理由で、その娘むすめであるマローネは純粋な貴族ではないといじめられていた。

　マローネがこれまで社交場で見てきた反応は二通り。この、とりわけ意地の悪い三人組に同調するか、見て見ぬふりを決め込むかだ。

　しかし、少女の反応は、そのどちらでもなかった。

「自分たちの顔を、一度鏡で見てみるといいわ。品性の欠片かけらも感じられないひどい顔。笑い声も耳みみ障ざわり。せっかく綺麗な花を観賞していたのに、台無しだわ」

「お前、こいつを庇かばうのか？　踊り子の血を引いているんだぞ？　母上だって、本当に伯爵の子どもか分からないって──」

「黙だまりなさい」

　冷たい声だった。その表情も、声も、全てが突つき刺ささるように冷たい。

「今すぐここから立ち去りなさい。不ふ愉ゆ快かいだわ」

　とても強く堂々とした態度に、少年たちは圧あっ倒とうされたように黙り込む。そして、少女が一歩踏ふみ出した途と端たん、弾はじかれたように逃にげ出した。後に残ったのは、マローネだけ。

「もう大だい丈じょう夫ぶ」

　打って変わった優やさしい声こわ音ねと共に、マローネの目の前に手が差し出された。

　恐おそる恐る顔を上げると、少女が微笑ほほえんでいる。

「さあ、立って？」

　ようやく、マローネは気がついた。彼女は自分を助けてくれたのだと。

「あの子たちが戻もどってきたら嫌いやだから、向こうに行きましょう。ね？」

　おずおずと手を重ねると、彼女はマローネを立たせてくれる。そして「行こう」とそのまま手を引かれた。

「あまり知られていないのだけど、この庭園、奥にも小さな花か壇だんがあるの。昨日新種の花が咲さいたばかりだから、一いっ緒しょに見に行きましょう。ええと……？」

「……マローネ、です」

「マローネ！　うん、かわいい名前ね。あなたに似合っているわ」

　花が咲いたような笑えみだ。元々綺麗なだけに、笑うといっそう華はなやいだ雰ふん囲い気きになる。

「……さっきは、あの……ありがとうございます」

「当然のことをしただけよ。女の子を泣かせて楽しむなんて、最低だもの」

「……仕方ない、です。聞いたでしょう？　わたしのこと……」

　母が芸人一座の踊り子。それは貴族の中では馬鹿にしてもかまわない事こと柄がらに分類されているのだと、マローネはこの小さな社交場で嫌というほど思い知っていた。

　初日にあの三人に目をつけられ、以降見つかるたびに散々言われてきたのだから。

　だが、少女は眉をひそめた。

「よその家のことを侮ぶ辱じょくするなんて……最低！」

　まるで自分が悪く言われたかのように怒りを露あらわにした少女は、続ける。

「あなたも、仕方ないで終わらせるのはいけないわ。黙っていたら、ダメ」

「でも、わたしは泣き虫だから、なにを言っても馬鹿にされるし……」

「嫌なことを言われたら、悲しくて泣くのは当たり前。たとえ親が偉くても、仮に悪人であったとしても子どもには関係ない。だから言い返すのも当然。堂々としていていいの」

　一度は止まっていた涙なみだが、マローネの目から溢あふれてきた。驚いた少女が、オロオロとした表情を浮うかべる。

「ごめんなさい、怖こわがらせた？」

「違ちがうの、わたし、嬉うれしくて。そんな風に、言われたことないから、ありがとう……！」

「お礼なんて……」

　少女は照れたように、はにかんだ。それから周囲を見回し、遠えん慮りょがちに口を開く。

「マローネ、私……サフィっていうの。──お友達になれないかしら？」

　強くて綺麗で優しい彼女に、マローネはあっという間に惹ひかれた。




　サフィとの待ち合わせは、決まって庭園の奥にある秘密の場所。ガゼボと小さな花壇があるだけの静かな場所で、マローネはいつの間にか彼女を「サーちゃん」と呼ぶほど親しくなっていた。けれど、会うのはいつもふたりきり。マローネはそれが少しだけ不思議だった。サフィほど素す敵てきな女の子なら、きっと友達も大勢いるだろうと思っていたのだ。

　一度だけマローネから「他の子と話さなくてもいいの？」と尋たずねたことがあるが、大勢で過ごすのは苦手なのだと困った顔で言われてからは、大好きな友達を独ひとり占じめできることが嬉しくて、以来話題にしなくなったのだが──彼女が人目を避さけるように、ふたりきりでしか会いたがらなかった本当の理由は、ある日サフィの正体と共に明かされた。

　それは、いつも通り、ふたりだけで遊んでいた時だ。

　ガゼボの中で、サフィは薄うす紅べにの石を繫つなげていた。自らを気まぐれと語る彼女は、今日は腕うで輪わを作るのだと張り切っていたが、どこをどうすればこんな風になるのかと首をひねるほどの不器用さだ。大きい石を選びすぎたせいか、糸が千切れそうになっている。

「……これじゃあ、ダメね」

　失敗だと気付いたサフィも、渋しぶい顔になって手を止めてしまった。マローネは、慌あわてて彼女を励はげます。

「でも、選んだ石の色はとってもかわいいよ。サーちゃんに似合う！」

「……ううん、これは自分用ではなくて、人に贈おくりたいの。腕輪だったら、いつも身につけてもらえるでしょう？」

「ふーん……サーちゃん、その人のことが好きなんだね」

　少しだけ寂さびしい気持ちもあって、マローネがすねた口調になったことに気付く素そ振ぶりもなく、サフィはパッと輝かがやくような笑みを浮かべて頷いた。

「ええ、そうなの！　いつか彼にあなたのことを紹しょう介かいしたいわ。私の一番のお友達なのよって！」

　サフィの口から初めて聞く、自分以外の親しい存在に対たい抗こう心しんが湧わいたマローネだが、「一番の友達」という言葉で、すぐに気持ちが明るくなる。そして、一緒に腕輪作りをしようと誘さそってきたサフィに、笑え顔がおで頷いた。

「完成したら、マローネも大切な人に贈るといいわ！」

　しかし、そんなサフィの言葉が実現することはなかった。ふたりだけの小さな庭に、大勢の足音が踏み入ってきたことで、台無しになったのだ。

「こちらにいらっしゃったのですか、サフィニア様」

　屈くっ強きょうな騎き士しを先頭に、甲かっ冑ちゅう姿の大人たちがやってきた。

　その途端、サフィの表情が強こわばる。どうしたのかとマローネがうろたえていると、甲冑の集団をかき分けるようにして、父が姿を現した。

「マローネ！　こちらへ来なさい！」

　叱しっ責せきするような強い口調で呼ばれ、マローネは戸と惑まどったように視線を父とサフィの間でさまよわせる。

「でも、サーちゃんと……」

「なんて口を！　どうか、娘の非礼をお許し下さい！」

　友達の名前を口にしただけなのに、父に常にない強ごう引いんさで引っ張られ、サフィから引ひき離はなされてしまう。子どもの背せ丈たけでは、大人たちが壁かべとなり、その向こう側にいるサフィの姿が一いっ切さい見えなくなってしまった。

「あのお方は、サフィニア様。このストリア王国の王女様だ。お前ごときが口を利きける方ではない。弁わきまえなさい」

　父の顔色は悪く、表情には焦あせりが滲にじんでいた。そして、これ以上なにも言うなというように、口を塞ふさがれる。

「黙っていてごめんなさい、マローネ」

　人壁に阻はばまれ、マローネからはもうサフィの姿が見えない。とても悲しそうな声だけが耳に届くも、父に口を塞がれているマローネは返事ができない。そして、サフィを囲んだ甲冑姿の大人たちが動き出し──マローネは、サフィの顔を見ることも言葉を交かわすこともできずに別れ……、父から一ヶ月の外出禁止を言い渡された間、ずっと考えていた。

（サーちゃんが王女様でも、わたしたちは友達だよね？　親が偉くても関係ないって、サーちゃんが教えてくれたんだから……！）

　ようやく許しが出て、王宮庭園へ向かった時にはもう、サフィの姿はなかった。

　けれど、いつかまた必ずここで会えるはず……そう信じて、何日も待ち続けていたある日、マローネはついに花壇で待ち人を見つける。

「サーちゃん！」

　喜び勇んで駆かけ寄よると、サフィはとても暗い顔をして立っていた。

「会えてよかった、マローネ。……今日は、さようならを言いに来たの。私、もうここには来られない」

「そ、それなら、違う場所で会おうよ！　わたし、サーちゃんに会えるなら、どこにだって行くから！」

　必死の提案も、首を横に振られる。その一方的な拒きょ絶ぜつが悲しくて、マローネの目の奥が熱くなった。

　初めてできた友達と、もう会えないなんて考えたくもない。だから、マローネはどうにか引き留めたくて、必死に言葉を探した。しかし……。

「さようなら、マローネ。あなたとお友達になれて、とても楽しかったわ」

　決定的な別れの挨あい拶さつに、サフィの気持ちは変えられないと知り、マローネの目からはボロボロと涙が溢れてくる。

　不意に、サフィがマローネの手を摑つかんできた。掌てのひらに置かれたものは、腕輪だ。

　こんなことになる前、サフィが悪あく戦せん苦く闘とうして作っていた腕輪を思い出すが、石の色が違う。あの時は薄紅色で、今マローネの手元にあるのは形の良い緑色の石が連なった腕輪。

「サーちゃん、これ……どうしたの？」

　不器用なサフィが作ったとは思えない出で来き映ばえにマローネが驚いていると、サフィは静かな声で言った。

「……あげる。……私のこと、時々でいいから思い出してくれるように」

　そして、マローネが口を開くより先に、走り出してしまう。

　今の声は、一ヶ月前に突とつ然ぜん別れた時の再現のように、悲しそうだった。

　このままでは、二度と会えなくなってしまう。そんな予感に苛さいなまれ、マローネは弾かれたように叫さけんだ。

「会いに行くから！」

　サフィがどんなに高貴な身分でも、どこにいたとしても、諦あきらめない。こんな悲しい気持ちのまま終わりだなんて、絶対に嫌だ。

　その場にひとり取り残されたマローネは、決意を込めて呟つぶやいた。

「サーちゃんみたいに強くなって、会いに行くから。待っててね」




　この別れから三年後、王女サフィニアは行楽に向かった先で事故に遭あい、母と双ふた子ごの弟を失ってしまう。──サフィニア自身も心身共に大きな傷を負い、体に傷のある姫ひめでは嫁とつぎ先が限られると考えた王は、サフィニアを不要とした。父王に見限られ、なにもかもをなくしたサフィニアは、王宮の外れにある屋や敷しきに引きこもってしまう。

　マローネは人ひと伝づてにその話を聞き、決めたのだ。彼女を守れる、騎士になると。

　そして、さらに五年の月日が流れた──。
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　今日は十五年の人生で、ひときわ大切な日だ──マローネは、騎き士したちの詰つめ所しょの一階廊ろう下かにて、先ほど渡わたされた書簡を手に喜びを嚙かみしめていた。

「ついにやりました！」

「馬鹿マロ。廊下で大きな声を出すな、やかましいぞ」

　ひとり浮うかれるマローネに、水を差すような突つっ込こみが入る。振ふり返かえれば、つり目の少年が腕うでを組み立っていた。

「あれ、エスティ？」

　同期の存在に気付いたマローネに、エスティは呆あきれた表情を浮かべ鼻を鳴らした。

「お前、なにをひとりで騒さわいでいる」

「聞いてくれますか!?」

　思わずマローネが身を乗り出すと、エスティはギョッとしたように半歩後ろに下がった。それから、怒おこったのか顔を赤くして怒ど鳴なる。

「おい、近い！　離はなれろ！」

「これは失礼、つい嬉うれしくて！　実は昨日、護衛騎士になるべく申しん請せい手続きをしたのですが、先ほど無事許可が下りたのです！」

「は？　待て、正式な騎士になったばかりで、護衛騎士だと？　そんなこと、認められるはず……」

　ストリア王国の正式な騎士となった者は、高貴な方──王族の護衛に立候補する資格を手に入れられるが、立候補するだけでも幾いく重えの審しん査さを経ないとならないのだ。

　厳正な審査だけに時間がかかるのが常。新米騎士の申請が、一日で通るはずがない。

　だが、マローネは上じょう機き嫌げんで書簡を見せる。

「はい！　この通り！」

「冗じょう談だんだろう？」

「きっと、わたしのサフィニア様に対する敬愛の念が、伝わった結果でしょう！」

「……なんだ。新米の申請がよく通ったなと思えば、相手は《隠かくれ姫ひめ》か。本気なのか？　お前だって、あの方がどういう立場か分かっているだろう？」

「その呼び方はやめて下さい、エスティ。不敬です」

　敬愛する姫を嘲あざけるような呼び方に不快感を示すマローネだったが、エスティは「本当のことだろう」と言ってのける。だが、後半はさすがに周りを気にして、声を潜ひそめた。

「不幸な事故は気の毒だったが、それで王族が引きこもりになるなんて、ご自分の立場を分かっていない。──それに、あの方は陛へい下かや王おう妃ひ様に疎うとまれている。護衛騎士になったところで利益はない」

　マローネは、自分の持つ書簡に視線を落とす。これは、再会のための必要な鍵かぎだ。

「エスティ、あなたは時々不思議なことを言いますね。騎士の剣けんは心であり命、溢あふれんばかりの忠誠心と敬愛を示すために捧ささげるものでしょう。利益など、邪じゃ道どうです」

「今時、そんな古くさい精神論を持ち出すな、馬鹿マロ」

　返答が気に食わなかったのか、エスティは顔をしかめると大げさに肩かたをすくめた。

「《隠れ姫》信者には、言っても無む駄だだということを失念していた僕が馬鹿だった」

「自分から声をかけてきたくせに」

「なっ!?　お前のニヤけ面づらが見るに堪たえなかっただけだ！」

「？　はあ、そうですか」

「このっ……ああ、もういい！　分からず屋の馬鹿マロは、さっさと《隠れ姫》のところに行け！　主君の許可が出て初めて正式な護衛騎士になれるんだぞ」

「あなたに言われずとも、今行くところです！　待っていて下さいね、サフィニア様、あなたの騎士が参ります！」

　浮き立つマローネは、見送る同期の呆れた視線に気付かなかった。

「あの様子だと、知らないんだろうな。たまに騎士道精神を掲かかげる物好きが《隠れ姫》の護衛を申し出て、即そく追おい払はらわれていることを。……どこか抜ぬけているからな、アイツ」

　知っていれば、どういうことか子し細さいを聞き、対策を立てたに違ちがいない。なにせ、この日はマローネにとって、絶対に失敗できない日だったのだから。だが、同期はわざわざ追いかけて教えてやるほど、親切な性格ではなかった。







　ストリア王国の第一王女サフィニアの屋や敷しきは、広大な敷しき地ちを誇ほこる城の片かた隅すみにある。

　高い塀へいで囲まれた小さな屋敷は、隠れるようにひっそりとしており、一歩敷地内へ足を踏ふみ入れたマローネは、人ひと気けのなさに眉まゆを寄せた。

（門番がいない……？　庭は最低限の手入れをしてありますが、寂さびしいものですね）

　屋敷には、見苦しくない程度に手入れされた草木しか見当たらない。

（サーちゃんは、花が好きでしたね。小さな花の根っこが薬になることや、花か瓶びんに生けるなら色しき彩さいはこの組み合わせがいいとか。会うたびに色んなことを教えてくれました）

　学者のような着眼点を持っていながら、どうやって飾かざればより部屋が映はえるか気を配る、お洒しゃ落れな女の子としての一面も見せた。きっと、花が大好きだったのだろうサフィニアは、マローネに惜おしみなく花についての知識を披ひ露ろうしてくれた。好きなものを語る時の彼女は、いつもキラキラと輝かがやいていた。

　だから、この閑かん散さんとした庭が、ひどく寂しい。大好きなものを愛めでる余よ裕ゆうもないほど、心に大きな傷を負ったということなのだろう。

　──今から五年前、サフィニアは母ソニアと双ふた子ごの弟サイネリアと共に、行楽に向かった帰り道、大きな事故に遭あってしまったのだ。サフィニアは一命を取り留めたものの、怪け我がをしたことはもちろん、母と弟を同時に亡なくした衝しょう撃げきが大きく、しばらく臥ふせっていたという。

　以来二度と公おおやけの場に姿を現すこともなく、母や弟と暮らしていた奥の屋敷に引きこもるようになり、ただ時間だけが過ぎ……次し第だいに人はサフィニアを《隠れ姫》と呼び、嘲ちょう笑しょうするようになった。王女とはいえ、まだ庇ひ護ごされるべき少女だったのに、彼女を守る大人は存在しなかったのだ。サフィニアの母が、側室だったばかりに。

（現王妃様は、この国の混乱を抑おさえるため陛下に力ちから添ぞえして下さった大国の姫。片やサフィニア様のお母様は地方貴族のご令れい嬢じょう。太た刀ち打うちできる立場ではないからと人は言いますが、だからってここまで放っておくなんて……！）

　サフィニアが冷れい遇ぐうされるのは、王妃と折り合いが悪いだけでなく、国王が、一生残る傷を作ってしまった娘むすめを不要扱あつかいしたからだという噂うわさもある。味方もおらず、孤こ独どくな日々を過ごしていただろう恩人の姿を想像し、マローネはいつも心を痛めていた。

（でも、そんな日々は終わりです！　サフィニア様、マローネがおそばに参ります！）

　これから先はずっと、自分が彼女を守る。

　騎士になると決めてから、何百回と繰くり返してきた己おのれの誓ちかいを胸に、マローネはずんずんと前進し、屋敷の扉とびらの前に立つとノッカーに手を伸のばす。大きく深呼吸した後、それを鳴らした。

　少しの間の後、人の足音が近づいてきて、ゆっくりと扉が開かれる。

「どちらさまでございますか？」

　半開きの扉から顔を出したのは、不安そうな表情の老ろう婆ばだった。

「突とつ然ぜんの訪問、失礼いたします。わたしは、マローネ・ツェンラッドと申す騎士であります！　サフィニア様の護衛騎士に志願したく、ただいま馳はせ参さんじました！」

「お帰り下さい」

　挨あい拶さつもそこそこに、扉は閉じられた。

　マローネは、自分が手に持ったままの書簡と扉を見比べて、首を傾かしげる。

「これは……？　門前払い、というやつでしょうか!?」

　こめかみを冷ひや汗あせが伝う。

（失敗です！　大切な日なのに、初手で大失敗してしまいました！）

　あの老婆の、問答無用の態度。きっと、不ふ審しん者しゃと思われたに違いない。

（サフィニア様は身辺を警けい戒かいせねばならぬようなお立場に置かれている!?）

　捨て置かれた姫と目されているが、王妃との折り合いの悪さは人の噂に上るほどだ。それが、警戒の要因かもしれない。

（王妃様の周りには大勢人が集まると聞きます。その中に、よからぬことを考える輩やからがいないとも──）

　五年前の事件の後、不幸にも事故で命を落としたサイネリア王子にかわり、後あと継つぎとなる王子を産んだ王妃の力は、もはや大国出身という後うしろ盾だてがなくとも強く、多数の取り巻きが侍はべっている。

（お守りしなければ！　大だい丈じょう夫ぶ、この書簡を渡せば誤解は解けます！）

　きっと老婆はサフィニアを思うあまり、早とちりしただけ。話せば分かってくれる。

（わたしの熱意は伝わるはず！）

　マローネは、鼻息も荒あらくノッカーを摑つかむと、今度は強めに叩たたいた。

　先ほどより遅おくれたものの、再び扉が開いて老婆が半分だけ顔を見せる。完全に不審者扱いされているが、マローネは笑え顔がおで書簡を差し出した。

「こちら、わたしの身分と目的を」

　バタン。

「ぐぬぬっ」

　話半分で閉ざされた扉を見つめ、マローネは唸うなった。話を通すのに、これほど難航するとは思わなかったのだ。

（サフィニア様の心の傷は、それほどまでに！）

　主（予定）の心情を思うと、マローネはいても立ってもいられない。懲こりずにノッカーに手を伸ばすが、今度はもう人が近づいてくる気配がない。

　仕方ないと、マローネは大きく息を吸うと──。

「たのもーうっ!!」

　腹から声を出した。驚おどろいたのか近くにいた小鳥たちがバタバタと飛んでいく。

「どなたかお取り次ぎ願えませんか〜！　もしも〜し!!」

「声がデカイよ！　うるさいな！」

　バンと大きな音を立てて、ようやく扉が開かれた。

「ばーちゃんは結構な年なんだから、何度も呼びつけて困らせるの、やめてくれない？」

　現れたのは、茶色い髪かみと目をした背の高い若者だった。自分より少し上で、二は十た歳ちくらいだろうかと、マローネは当たりをつける。

「それは大変申し訳ないことを！　ですが、わたしは、この書簡をお受け取りいただきたいだけなのです！　サフィニア様の騎士になるため、ぜひお取り次ぎをお願いしたく！」

　青年はマローネを見下ろすと、困ったように後ろ頭をかいた。

「無理だね。きつく言われてるんだ、誰だれも通すなって」

「え？」

「もうひとつ、おまけに教えてあげよう。サフィニア様は、うるさいのが大だい嫌きらいなんだ」

　青年は愛想あいそのいい笑顔を浮かべ、マローネに釘くぎを刺さしてきた。

「それじゃあ」

「ま、待って下さい！　せめて、この書簡を！」

　扉を閉められそうになったマローネは、書簡を青年に押しつけようとしたが、身をかわされる。勢い余って前のめりになったところで足を引っかけられ、慌あわてて体勢を整えた。

「へぇ。中々の身のこなしだ。騎士って言葉は、噓うそじゃなさそうだ」

「無論、噓などつきません！　わたしはサフィニア様にお仕えしたいだけなのです！」

「誰も通すな、取り次ぐなって言いつけを破ったら、オレが怒られる。怒ると怖こわいんだよ、あの人」

　親しみのこもった口調だったため、マローネの反応が一いっ瞬しゅん遅れた。

「だから、騎士団に帰って『ダメでした』って言うといい。はい、回れ右して歩こうか」

　くるりと体を反転させられたマローネは、ぐいぐいと強ごう引いんに背中を押され門の外へと追い出される。

「門前払いを食らったのは、君以外にもいるから全然気にしなくて大丈夫。これからも騎士道に邁まい進しんしな。それじゃあ」

　軽口と共に、青年は開いていた格こう子しの門をしっかりと閉じて、内側から手を振った。ハッと我に返ったマローネは、慌てて格子にすがりつく。

「書簡だけでも、サフィニア様に！」

「──必要ないよ」

　背を向けて屋敷に戻もどろうとしていた青年は、肩かた越ごしに振り返るとマローネの言葉を遮さえぎり、勝ち誇ったような笑えみを浮かべた。

「じゃあ、サフィニア様を待たせてるんで、オレは失礼するよ」

　ここでサフィニアの名前を出すなんて性格が悪い。得意げな様子も腹が立つ。鉄製の格子にしがみついたまま、マローネはギリギリと歯嚙みした。

「おのれぇ〜っ！　その顔、覚えましたからね！」

　物語の悪役のような捨すて台詞ぜりふしか吐はけない自分が情けない。しかし、敷地内へ続く道は鉄製の格子門で閉ざされてしまった。マローネは屋敷の中へ消えていく青年の後ろ姿を、恨うらめしげに見ていることしかできない。

（悔くやしい！　……でも、少し安心しました）

　サフィニアのことを大切に思う人が、彼女のそばにいたという事実が。

　別れた友人は、ずっとひとりで苦しんでいるのではないかと思っていたけれど、少なくとも先ほどの老婆や青年がそばにいたのだ。きっと、サフィニアから信しん頼らいされている者たちなのだろう。

（いいなぁ……）

　けれど、ただ羨うらやむだけでは前に進まない。自分はまだ、再会すら果たしてないのだ。

「わたしは諦あきらめません！　壁かべが高いのならば、乗のり越こえるまでです！」

　拳こぶしを握にぎったマローネは、ひとまず屋敷の前から立ち去った。




　ごそごそ、もそもそ。マローネは、腹ばいで壁の穴を潜もぐろうとしていた。つまみ出された後、突とっ破ぱ口こうはないかと塀の周りをウロウロしていたところ、偶ぐう然ぜんにも穴が空いている箇か所しょを発見したのだ。大人が通るにはキツいが、小こ柄がらなマローネならば通とおり抜けられそうな大きさであったため──つい、魔まが差した。

　見回りの兵士に見つかればすぐさま捕つかまりそうな状態だが、この屋敷は警備の順路から外れている。王女が住まう屋敷なのにおかしな話だが、おかげで誰にも見み咎とがめられず、怪あやしい行動をとれた。

　完全に壁を抜けると、目の前に広がったのは庭だった。中央に、大きな木が一本生えている。枝葉のおかげで日ひ陰かげになっている木の根元には椅い子すが置かれていて、そこに誰かが腰こし掛かけていた。

　背中に流したままの絹糸のような長い髪に、首元から足先までを隠す、ゆったりとしたドレス。膝ひざの上に置かれているのは、読みかけの本だろう。そよ風によってパラパラとページがめくられていくのを気にもとめず、その人は驚きょう愕がくの表情でマローネを見ていた。

　淡あわい金色の髪に、新緑を思わせる双そう眸ぼう。瞬まばたきするのも惜しいほどに整った美び貌ぼう。記き憶おくよりも大人びているが、彼女こそが長年会いたかった相手──サフィニアだと確信したマローネは、パッと顔を輝かせた。

「サフィニア様！」
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　呼びかけに、相手が弾はじかれたように椅子から立ち上がり、その拍ひょう子しに本が滑すべり落ちる。

「どうして、あなたがここに？」

　どこか怯おびえているような姿に、マローネは自分の状態を思い出す。不審者丸出しだ。

「お待ちを！　わたしは、怪しい者ではありません！」

　マローネは慌てて立ち上がると、懐ふところにしまっていた書簡を取り出す。

「わたしは、サフィニア様に剣を捧げたい騎士であります！」

「……騎士……？」

「はい！　マローネ・ツェンラッドと申します！　実は、以前サフィニア様に……」

　子どもの頃ころ助けていただいたのですと話そうとした。だが、サフィニアが僅わずかに先に、掠かすれた声で叫さけんだ。

「ヨハン、曲くせ者ものです……！　今すぐつまみ出しなさい……！」

「え、違います！　わたしです！　昔、あなたに遊んでいただいた──ぎゃっ!?」

　突然首根っこを摑まれ、引っ張られる。首をひねれば、薄うす紅べに色いろの石を繫つないだ、不格好な腕うで輪わが見えた。さらに視線を上げれば、先ほど体ていよく自分を追い払った、若い男の顔を確かく認にんできる。

「まったく……！　一体どこから入ったんですかね、門は閉めたのに」

「塀の一部が崩くずれていたようです。すぐに塞ふさいで下さい」

「はい、サフィニア様。その前に、この子を外に放り出してきますね」

「……お任せします」

　マローネの頭上で、会話は進む。

「待って下さい！　わたしは、サフィニア様に剣を捧げたいのです！　あなたの騎士にして下さい！」

「…………」

　サフィニアが、マローネを見た。

　幼い頃のキラキラ輝いた笑顔はどこにもなく、空っぽの表情がそこにあった。

「騎士、だなんて。馬鹿なことを」

　冷たい声こわ音ねで呟つぶやいたサフィニアは、すっとマローネから視線を外すとそのまま屋敷の方へ歩いて行く。

「はい、時間切れ」

「──っ」

　相手は、さぞや勝ち誇った顔をしているだろうと思ったマローネが悔しく見上げれば、ヨハンと呼ばれた青年はなぜか苦笑いを浮かべていた。

「粘ねばりは認めるけど、無駄だよ。サフィニア様は、誰も必要としていない」

「勝手に決めないで下さい」

「これは、親切心からの忠告。あの人の心には誰も入り込めない。五年間、ずっとだ」

　五年という数字がなにを意味するのか分かり、マローネは食い下がるのをやめた。

「いつか、君に似合いの主が見つかるさ。そう気を落とさないで、他を当たりな」

　門の前で解放されたマローネは、慰なぐさめるような言葉をかけてきたヨハンを見上げる。

「わたしの主は、サフィニア様ただおひとりです。ずっと前から決めていました」

「だから、無理だって」

　格子の門を開きながら答えるヨハンの返答は、やはり容よう赦しゃない。

「諦めません。そしてあなたにも負けません！」

「──オレ？」

「あなたはサフィニア様に信を置かれている方だと判断いたしました。よって、あなたこそわたしの目標であり、乗り越えるべき壁……！　本日は、これで失礼いたします！　サフィニア様には、マローネが非礼を詫わびていたとお伝え下さい！　では、また明日！」

　一礼し、マローネは走り出す。

「またって……二度と屋敷には入れないから、来るだけ無駄だよ！」

　脅おどし文句ではないだろう。明日、門は閉ざされているだろうし、見つけた穴も塞がれているに違いない。だからといって、泣いて諦めて、終わりにはしない。

（わたし、変わりましたよ、サフィニア様。昔のように、泣いているだけの子どもではありません。わたしは、あなたを守ることができる騎士になったんです！）

　マローネは、今のサフィニアに、どうしてもそう伝えたかった。







　翌日。マローネは背中に木箱を背負って、屋敷の外そと塀べいの前にいた。当然、門は閉ざされていたし、空いていた穴も中から塞がれている。

（ですが、この程度で諦めるわたしではありません！）

　いつでも全力を掲げるマローネは、視線を上へ向けた。

「壁とは、乗り越えるべきもの」

　不敵な笑みを浮かべ木箱を下ろす。

「サフィニア様！　再び、あなたの騎士が参ります！」

　そして木箱を足場に、必死に塀をよじ登って上に到とう達たつした。昨日見た大木のある中庭が見渡せる。大木を挟はさんで向こう側には屋敷が見え、ちょうど人が出てくるところだった。

「あっ！」

「──なっ」

「サフィニア様!!」

　目が合い、マローネは思わず弾はずんだ声で名前を呼ぶ。相手は一瞬驚いたものの、すぐに渋じゅう面めんを浮かべた。

「……あなた、性しょう懲こりもなく……」

「昨日は大変失礼いたしました！　本日は改めて──おっと……!?」

「馬鹿！　手を離したりしたら……！」

　一礼しようとしたマローネだが、不意に風が吹ふき、体が揺ゆれた。サフィニアを見つけた嬉しさで身を乗り出していたのが悪かったのか、そのまま塀の上から落下してしまう。

「危ない！」

「──わ、わあっ!?」

　騎士たるもの、受け身がとれて当然。慌てる事態ではない。芝しば生ふの上に落下したマローネは、騎士学校で学んだ通りに完かん璧ぺきな受け身をとったため、なんの問題もなかったのだが、サフィニアはそんなことまで気が回らなかったようで、慌てて駆かけ寄よってきた。

「大丈夫ですか……!?」

　昨日は細く小さな声で話していたというのに、マローネのことを心配してか大きな声で呼びかけてくれる。とても格好悪い姿を見せてしまったが、再会した友達の変わらない優やさしさを目にすることができて、マローネは思わず口元を緩ゆるめてしまった。

「はぁ〜サフィニア様、やはり女め神がみ……!!」

「…………。怪我はしていないようですね。人騒がせな」

　すぐ近くまで来てくれたサフィニアに、締しまりのない笑みを見られてしまったらしい。頭上から聞こえた声は、再び静かで冷たいものに戻っている。

「いつまでそうしているつもりです？　さっさと起きて、出て行ってくれませんか？」

　仰あお向むけに転がったまま、マローネは自分を見下ろすサフィニアに見み惚ほれていた。

　キラキラと輝く淡い金色の髪。長いまつげに縁ふち取どられた緑色の瞳ひとみ。繊せん細さいな美貌には女神のような微笑ほほえみがよく似合うが、残念なことに今のサフィニアは見る者を凍こおりつかせるような冷ややかさをまとっている。

「聞いているのですか？　……もしかして、打ちどころが……？」

　サフィニアが眉をひそめたところで、マローネは我に返り、慌てて起き上がった。

「い、いえ、大丈夫です！　ご覧の通り、問題ありません！」

　マローネがぴょんぴょんと軽く飛とび跳はねてみせると、サフィニアは一歩下がり距きょ離りをとった。そして、視線をそらしてしまう。

「怪我がないのでしたら、今すぐ帰っていただけませんか？」

　素っ気なく言われて、マローネは慌てて懐から書簡を取り出す。

「え？　お待ち下さい！　それはできかねます！　こちらの書簡にお目通しいただき、あなたに剣を捧げるまでは！」

　これ以上相手をするのが面めん倒どうだったのか、しぶしぶサフィニアは受け取ってくれた。

　彼女が自分の目の前で書簡を読む姿を、マローネは緊きん張ちょうしつつ見守る。

「……なるほど。たしかに、正式なものですね。……伯はく爵しゃく家けの一人娘ですか。《隠れ姫》の騎士になりたいなんて、反対されそうなものですが？」

「はい！　ですので、父とは数年間会っていません！」

　父は、マローネがサフィニアを追いかけることをよく思っていなかったので、五年前に騎士としてサフィニアのそばに行くと打ち明けた時は揉もめた。とうとう勘かん当どうするとまで言われてしまい衝しょう動どう的てきに家を飛び出して騎士学校に入って以降、連れん絡らくも取らずにいる──マローネが話し終えると、ため息をついたサフィニアから、折りたたんだ書類を突っ返された。

「早く家に戻りなさい。あなたのお父様も、勘当など本意ではないでしょう」

「でも、わたしはあなたの騎士に……！」

「どうしても騎士ごっこがしたいのならばよそでどうぞ、悪戯いたずらが過ぎるおちびさん」

　拒きょ絶ぜつされ、呆ぼう然ぜんとしているマローネをよそに、サフィニアは屋敷の方に向かって叫ぶ。

「ヨハン！」

「大声出して、どうしま……──え、昨日の？　噓だろ!?」

　屋敷から顔を出したヨハンは、すぐにギョッとした表情を浮かべ足早に近づいてくる。

「つまみ出しなさい」

「仰おおせのままに。しつこいね、君は。ほら、行くよ」

　辟へき易えきした様子のヨハンが、今日も似合いもしない薄紅色の腕輪をはめた腕を伸ばしてくる。作り手の不器用さが分かる腕輪に、マローネは見覚えがあった。──結局、完成品を目にすることはなかったが、大好きな友達が悪あく戦せん苦く闘とうして作っていたあの腕輪だ。

　サフィの大好きな人はこの青年だったのだと、マローネは納なっ得とくとともに対たい抗こう心しんを覚えた。

　だが、別れから五年。贈おくられた腕輪を肌はだ身み離はなさず身につけているのは、彼だけではない。マローネはヨハンに摑まれながらも片腕をまくる。

「サフィニア様──この腕輪の約束を、守らせて下さい！」

　マローネの手首には、別わかれ際ぎわにサフィがくれた緑色の石を連ねた腕輪がある。

　ほんの一瞬だったが、サフィニアの両目が見開かれた。

　その隙すきに、マローネはたたみかける。

「泣き虫だったわたしを変えてくれたのは、あなたです！　子どもの頃の恩返しをさせて下さい！」

　必死のマローネと、反応しないサフィニアを見比べて、ヨハンが戸と惑まどった声を上げた。

「約束？　恩返し？　え、知り合いですか？　オレ、そんな話聞いたことないけど」

「ヨハン、あなたが気にとめることではありません。早く、連れ出して下さい」

　ハッと我に返ったようにサフィニアはヨハンを急せかすが、そうはいくかと足を踏ん張り、マローネは昨日の仕返しのようにヨハンに向かって叫んだ。

「サフィニア様とわたしは、秘密の友達だったのですから、誰も知らなくて当然です！」

「秘密の？」

　ヨハンの拘こう束そくが弱まり、マローネの言葉に食いついてくる。対してサフィニアは、心底不ふ愉ゆ快かいそうに言い捨てた。

「あなたのようなうるさい方など、私は知りません」

「わたしは恩人であるあなたを、一日たりとも忘れたことはありません。わたしが変わる切っ掛けをくれた、大切な友達です」

「…………」

　緑の瞳が、再びマローネの方を向く。視線は、気落ちして引きこもっている王女とは思えないほど鋭するどい。けれど、ここでそらしたら真しん剣けんさが伝わらないと考え、マローネも、じっと見つめ返す──続く沈ちん黙もくに耐たえかねたのは、ヨハンだった。

「あの、サフィニア様。ここまで言うんです、話くらい聞いてやったらどうでしょう？」

「ヨハン、あなたは黙だまっていて下さい」

　取りなすようなヨハンの物言いを不快に感じたのか、サフィニアはにべもなく切り捨てる。しかし、マローネが好敵手ライバルと目した相手は、堪こたえた様子もなく続けた。

「この子のしつこさ、見たでしょう？　ここで追い出しても、絶対明日も来ますよ。賭かけてもいいです」

　ヨハンの言葉に、マローネは激しく首を縦に振る。すると、サフィニアから疎ましそうに見下ろされた。

「どこから忍しのび込むつもりですか？　今回は無傷でも、次も無事とは限りませんよ」

「え、心配して下さるのですか!?　大丈夫です！　わたし、とても頑がん丈じょうなので、ちょっとやそっとじゃ、ビクともしません！　お許しがいただけるまでは、嵐あらしが来ようが槍やりが降ろうが日参いたしますので、どうぞご安心を！」

　マローネの発言に、サフィニアが遠い目をした。ヨハンが頭上で「それは安心どころか、嫌いやがらせだよ」と呟いている。

「……なんて迷めい惑わくな」

　毎日押しかける宣言したマローネを、サフィニアはいい加減持て余したようだった。

　だが、ここで行動を起こさなければ、いつまでも彼女の護衛騎士になれない。マローネは、さらに自分を売り込む。

「サフィニア様！　わたし、護衛だけでなく、下働きでもお使いでも、なんでもいたします！　どうかおそばに置いて下さい！」

「…………────分かりました。あなたを、一時預かりといたしましょう」

「え？」

「あいにく、私にはヨハンがおります。正式な騎士でなくとも、ヨハンほど頼たよりになる者はおりません。……おちびさん、あなたは半月以内に自身の有用性を私に示して下さい。ヨハンより秀ひいでているものが、あなたにあれば……の話ですが」

　サフィニアは笑った。ただ、それはとても冷たい笑みだ。

「もちろん、期日前に逃にげ帰ってもらっても結構です」

　あとはマローネに目を向けることなく屋敷の中へ戻っていく。

「サフィニア様！」

　その真まっ直すぐ伸びた背中に、マローネは呼びかけた。彼女はもちろん振り返らないが、今はそれでもかまわない。短期間でも、近くにいることを許してくれたのだから。

「ありがとうございます！」

　──一瞬だけ止まったサフィニアの足と、震ふるえた背中。それは拒絶か、別の感情があったのか、今のマローネはまだ分からなかった。




『というわけで、一時サフィニア様預かりになった、マローネちゃんだ。メアリばーちゃんは知ってるよね？　隣となりにいるのが、ジョンじーちゃんと、料理人のセイルさん。マローネちゃんは、しばらくこの屋敷で寝ね泊とまりするから。ばーちゃん、あと頼たのむね』

　一時預かりという立場になったマローネは、その日のうちに屋敷の使用人と顔合わせを果たした。だが、なんと紹しょう介かいしてくれたヨハンを含ふくめ、たった四人しかいなかったのだ。

　ヨハンの祖母であるメアリ、祖父のジョン。そして料理人のセイル。彼らは皆みな、サフィニアの母の代から仕えている古株で、現在も四人だけで屋敷を回しているのだという。

　紹介を受けた三人は、表立ってマローネを拒絶したりはしなかったが、誰もが微び妙みょうな表情を浮かべていた。サフィニアが騎士を必要としていないことを、みんな知っているのだろう。ヨハンに向けられる、物言いたげな視線が証明だ。

　しかし、マローネにくじけている時間はなかった。

『それじゃあマローネちゃん、さっそく屋敷の窓まど拭ふき掃そう除じからお願いしましょうか』

　有う無むを言わさぬ勢いでメアリが差し出したのは、雑ぞう巾きんの入った木き桶おけ。井戸で水をくんできて屋敷全ての窓を拭ふくことが、マローネに与あたえられた最初の仕事だった。

　その後も、与えられる仕事は延々雑用ばかり。部屋はメアリと同室だが、ヨハンたち男手が急きゅう遽きょ物置から運んできた木の長椅子がマローネの寝しん台だいだった。

　そのまま寝るには体が痛いからと、メアリがクッションを用意してくれたが、寝ね心ごこ地ちの悪さはいかんともしがたい。

　当然、目覚めは最悪──かと思いきや、マローネ自身はサフィニアのそばにいられる嬉しさから、毎日とても元気だった。メアリより早く起きては庭で素す振ぶりをし、その後は掃除、洗せん濯たく、野菜の皮むき等々、率そっ先せんして仕事をこなしていく。

　そして四日も過ぎれば、マローネもだいたい察するようになっていた。

　この屋敷は、圧あっ倒とう的てきに人手が足りない。そもそもサフィニアは王女であるのに、自分で身み支じ度たくを調ととのえている。ならば自分が働いて、少しでもこの屋敷の役に立とう！

　そう心に決め、早朝から水くみ作業をしていたマローネに、メアリが声をかけてきた。

「ねえ、マローネちゃん。こんな仕事ばかりで、嫌にならないかい？」

「え？」

「本当は騎士様のすることではないだろう？」

「でも、やらねば困る仕事でしょう？」

「それは、そうだけどねぇ」

「わたしの仕事が、サフィニア様の快適な生活に繫つながるのなら、どんなことでも嬉しいです！」

　こうして目の前の仕事に向き合い、役に立つことを示せばきっと認めてもらえるはずと伝えれば、メアリは困った顔をする。

「出て行こうとは思わないのかい？」

　老婆の率そっ直ちょくな問いに、マローネは条件反射で叫んだ。

「そんな、もったいない！　せっかくサフィニア様の下に留まることが許されたのです！　お気き遣づかいは嬉しいのですが、わたしの望みはサフィニア様の騎士になることなので、主から与えられた試練には全力で臨のぞみ、必ず乗り越えてみせます！　では、まだ窓拭きが残っておりますので、失礼します！」

　メアリに一礼すると、マローネは走り出した。

　その後ろ姿を見送ったメアリは、そっとため息をつく。

「だ、そうでございます、サフィニア様」

　振り返り呼びかけると、壁の陰かげからサフィニアがしかめ面つらをのぞかせた。

「あなた様のお役に立てることが嬉しいだなんて、いい子でございますね」

「……──知っています」

「でしたら、なぜこのような意地の悪い真ま似ねを？」

「私の目の前から、いなくなって欲ほしいからです」

　地面に視線を落とし、サフィニアが呟くとメアリは眉を下げた。

「一度、向き合ってみてはいかがでしょうか？　年寄りの目から見ると、あの騎士は本当にあなた様を思っている、素す直なおな心根の方ですよ」

　諭さとすような言葉に、サフィニアはどこか寂しそうに呟いた。

「……それも、よく知っていることです」
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　ピカピカになった窓を見つめ、マローネは満面の笑みを浮かべる。

（これで完璧！　鏡の代用もできるくらい綺き麗れいになりました！）

　騎士学校では剣や乗馬だけでなく、こうした生活術も学ぶ。新人は掃除、洗濯、料理を分担するので、マローネも一通りはこなせるのだ。学校時代の教えに感謝していると、サフィニアが廊下を通りかかった。

「あ、サフィニア様！」

　いつもなら、マローネが思わず名前を呼んでも無視して通り過ぎていくサフィニアだが、今日はなにを思ったか足を止め、磨みがかれた窓を見つめる。ドキドキしながらマローネが反応を待っていると、サフィニアが口を開く。

「……伯爵家の令嬢なのに、掃除が上手ですね」

「お褒ほめにあずかり光栄です！」

　サフィニアは普ふ段だんは小さな声で話す。だが、元々が良く通る声なのだろう。聞き取りにくかったことはない。今もしっかりと褒め言葉が聞こえたため、マローネは素直に喜んだ。だが、サフィニアはたちまち渋しぶい顔になる。

「……皮肉だったのですが？」

「え!?　失礼いたしました！」

　言葉の意図も分からない間ま抜ぬけな騎士と思われたかと焦あせったマローネだったが、サフィニアはつまらなそうに窓をながめたまま続けた。

「私の顔色をうかがって雑用ばかりの現状を、嘆なげかわしいとは思わないのですか？」

　マローネは、その質問を困こん惑わくしながらも受け止め、考えた。

「わたしは、サフィニア様の暮らしに微び力りょくながら貢こう献けんできるだけで、嬉しいです」

「……質問を変えます。あなたは鈍どん感かんそうですが、いくらなんでも、そろそろ理解できたでしょう？　自分は歓かん迎げいされていない存在だと」

　問いただすサフィニアの口調は、怒っているようだった。マローネは慌てて答える。

「その上で、半月の間に認めてもらえるよう、精せい一いっ杯ぱい努力いたします！」

「無駄な努力ですね。あなたがヨハンより秀でているなんて、ありえませんから」

　また、ヨハンだ。屋敷の人々は、サフィニアが辛つらい時も支えてきたのだろう。中でもヨハンは、親しさが格段に違うとマローネでも理解できた。

「ま、負けません！　絶対に、ヨハン殿どのには負けません！」

　だからこそ、引き合いに出されるとムキになってしまう。サフィニアもマローネの対抗心を見み透すかしているのだろう、呆れたとばかりにため息をつかれた。

「なぜ、そこまで必死なのです。今すぐ出て行ってくれるなら、私から騎士団へ口くち添ぞえし、あなたの経歴に傷がつかないよう取りなします。悪い話ではないでしょう？」

「……わたしは、サフィニア様以外の主にお仕えするつもりはありません」

　マローネはサフィニアの緑の目を見て、はっきりと伝える。自分が剣を捧げる相手は、あなただけなのだと、知って欲しかった。

「……堂どう々どう巡めぐりですね。私は騎士を持つつもりはないと言っているのに……」

　ほんの少しだけ、サフィニアが表情を変えた。困ったような苦笑いだが、どことなく寂しげな色が混じっているように思えて、マローネは動どう揺ようする。昔の彼女からは、考えられないような力のない笑い方だったからだ。

　マローネの視線があまりに不ぶ躾しつけだったのだろう、サフィニアは煩わずらわしいとばかりに顔を背そむけてしまう。

「……ここまで食い下がるなんて……。おちびさんは一体、なにが目的なのですか？」

　素っ気ない口調での問いかけに、マローネは今のサフィニアを見て、自分の胸に湧わき上がってきた望みを口にした。

「わたしは……あなたの、笑った顔が見たいのです」

　予想外の答えだったのか、サフィニアが大きく動揺を見せた。

「なにを、馬鹿なことを……」

「いいえ！　わたしには、とても大切なことです！」

「──くだらない」

　だが次の瞬しゅん間かんには、いつもの冷たいサフィニアに戻り、大きなため息をつかれる。

「よく分かりました。あなたには手加減無用ということですね」

「……え？」

　マローネは意味が分からなかった。しかし、サフィニアはマローネに背を向け会話を打ち切ると、振り返ることなく遠ざかってしまった。

　素っ気ないのはいつものことだが、突然関心が失うせたように振ふる舞まわれるのは、やはり心に刺さるものがある。

　マローネはサフィニアの後ろ姿を見つめ、両手で顔をぴしゃりと叩いて気合いを入れる。

（わたしは、諦めません！　そして、ヨハン殿にも決して負けません！）

　サフィニアを慕したう気持ちは、誰にも負けやしない。

　そして、サフィニアには冷たい顔ではなく、輝くような笑顔がよく似合う。

（取り戻し、守り抜いてみせます！　それが、わたしの望み！）

　メラメラと闘とう志しを燃やし、マローネは拳を握った。
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　月も出ていない、真っ暗な夜。燭しょく台だいの灯ひがゆらゆら揺れるのをぼんやりと見つめていたサフィニアは、自室の扉が開く音を聞いて視線を向けた。

「サフィニア様。紅茶を持ってきました」

「ノックくらいしなさい、ヨハン」

「しましたよ。呆ほうけてたのは、あなたです。原因は、あの新米ちゃんですか？」

　小さなテーブルに運んできたティーセットを置き、手て際ぎわよく準備するヨハンだが、その声は気遣わしげだ。

「はい、どうぞ。特別濃こいめに入れておきましたよ」

「ありがとうございます」

　手を伸ばすと、カップがひょいと持ち上げられる。どういうつもりだとサフィニアがヨハンを睨にらむと、彼はにっこりと笑顔を浮かべた。

「お茶の前に、質問に答えて下さい。あの騎士とのご関係は？　オレに、いつまでも話してくれない理由は？」

　ヨハンの質問に、サフィニアは首を横に振る。

「取るに足らない存在だから、あえて説明する必要もないと思っていただけです。ほんの少しの間、友達ごっこをしただけの相手ですから」

「……昔、ずいぶんと気落ちしていた時期がありましたね。もしかして、その時の？」

「さあ？　忘れました」

　素っ気ないサフィニアに、ヨハンはカップを手渡しつつ苦く笑しょうした。

「でも、あの子……あなたの腕輪をつけてましたよ。取るに足らない相手に贈るような代しろ物ものとは思えませんけど？」

「だから、昔のことなんて忘れたと言っているでしょう。それより、騎士団に連絡は？」

「え？　ああ……伝つ手てがあるのでバッチリです。ああ見えて将来有望な子みたいで、騎士団に送り返してくれてかまわないって言われましたよ？」

　サフィニアは、ヨハンにひとつ頷うなずいてみせる。

「でしたら、安心して次の手が使えますね」

　サフィニアが不敵に笑うと、ヨハンが大げさに怯えた仕草をする。

「笑い方、怖っ！　……別にこのまま放っておいてもよくないですか？　どっちみち期限が来ていなくなるでしょう」

「半月も、あのうるさいのに耐えろと？」

「うるさくても、将来有望視されている騎士ですよ？　なんなら、うまく利用するのも手だと思いますけど？　あなたの身を守る盾には最適だ」

　そう言ったヨハンを、サフィニアの目が捉とらえた。

「ダメです」

　件くだんの少女騎士には冷たい態度をとっていたはずのサフィニアが、まるで彼女を守るかのように、はっきりと拒絶の意を示す。

「それだけは、絶対にダメです」

　予想外に強く拒きょ否ひされたヨハンは、苦笑を浮かべ肩をすくめた。それから、芝しば居いがかった仕草で一礼する。

「仰せのままに、サフィニア様。万ばん事じ、オレにお任せ下さい」
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　サフィニアと話すことができた日を境に、マローネは暇ひまになった。あれこれ雑用を与あたえられていたのが噓うそのように、びっしりと詰め込まれていた仕事がなくなってしまったのだ。

　メアリたちに聞いても「サフィニア様のご意向」としか返ってこない。ヨハンなど「ちょうどいい休養だと思えばいいじゃないか。騎き士し団だんに戻もどったら忙いそがしいだろうし！」と、マローネが去ることを前提にした物言いで笑う始末だ。

　そして、使用人たちに命令を出しているサフィニアは、部屋から出て来ない……いや、マローネが巧こう妙みょうに避さけられているのだ。

　約束の半月は近づくのに、サフィニアとの距きょ離りは縮まるどころか、ぐんっと開いてしまった。このままでは、ヨハンの皮肉が現実に──。

「こうしてはいられません！」

　嫌いやな想像を振ふり払はらうように、首を左右に振ったマローネはグッと拳こぶしを握にぎると、ある場所を目指した。ヨハン以外は決して立ち入りを許されない──すなわち、サフィニア王女本人の部屋である。




　サフィニアの部屋を訪ねると、ちょうど扉とびらが開き、彼女が出てくるところだった。数日ぶりに主あるじの姿を目にできて、マローネはたちまち笑え顔がおになる。

「サフィニア様！」

「……なぜ、ここに」

　対してサフィニアの表情は真逆で、険しい顔をしていた。

「私に任されていた仕事が突とつ然ぜん他の皆みなさんに割り振られてしまったので、直接ご用を伺うかがいに参りました！」

「……ああ」

　顔にかかった長い髪かみをうるさげに払うと、サフィニアは面めん倒どうそうな声で続けた。

「あなたには、もう仕事はありません」

「え!?　あ、あの、それは、なぜでしょう？」

　マローネの脳内は疑ぎ問もん符ふでいっぱいだったが、サフィニアの答えはさらに不思議なものだった。

「あなたが、喜ぶからです」

「は？」

　マローネの口から間ま抜ぬけな声がついて出るが、サフィニアは意に介かいさず、そのまま険しい顔で黙だまりこくっている。

　沈ちん黙もくするサフィニアに、マローネは「もしや」と口を開いた。

「ご気分が優すぐれないのですか!?」

「……は？　なぜ、そういう解かい釈しゃくになるのですか……」

　僅わずかに瞳ひとみが見開かれ、呆あきれたように聞き返された。

「だって、険しいお顔をなさってます！　本当は、起きているのも辛つらいのでは!?」

「あなたが来てから、気分がよかった日などありません」

「そんなに前から!?　では、ずっとご無理をなさって……！　それなのに、わたしの体調まで気にかけて下さるなんて、サフィニア様はなんて慈じ悲ひ深ぶかい!!」

「ちょっと待ちなさい。一体誰だれが、いつ、あなたのことを気にかけましたか？　仕事を取り上げたのは労いたわるためではなく、出て行ってもらいたくて……」

　マローネは感激した。もちろん、サフィニアの言い分は聞こえているが、それすらも自分が気に病やまないようにとの配はい慮りょだと思い、敬愛の念はどんどん高まっていく。

「サフィニア様、どうかご無理をなさらず、今すぐお休み下さい！　あっ、寝しん台だいまでわたしがお運びいたしましょうか？」

「冗じょう談だんでしょう。あなたと私に、どれほど身長差があると思っているのです？」

　マローネは同年代の中でも小こ柄がらで、サフィニアは女性としては背が高い。しかし、マローネはまったく怯ひるまず、問題ないと両手を広げた。

「横よこ抱だきにすれば、身長差などあってないようなもの！　どうぞ、わたしの腕うでへ！」

　サフィニアは、困こん惑わくした表情を浮うかべる。

「本気、ですか？」

「無論、わたしはいつでも本気です、サフィニア様！」

「……余計に質たちが悪い。結構です。自分で歩けますから」

　げんなりとした口調で断られ、マローネは落らく胆たんした。頭上からは、サフィニアのため息が聞こえる。話はこれで終わってしまうのかとマローネが名残なごり惜おしく思っていると、思い出したように呼びかけられた。

「ああ、おちびさん──」

「!?　はい、なんでしょうか!?」

　慌あわてて顔を上げ命令を待つマローネに、また困ったようにサフィニアがため息をつく。

「……そんなキラキラした目で見ないで下さい」

　元より聞かせるつもりはなかったのだろう呟つぶやきだったので、マローネは部分的にしか拾えなかった。

「目？　わたしの目が、なにか？」

　問い返すと、首を横に振られた。

「いいえ。なんでも。……それより、あなたはもう必要ないので、今すぐヨハンを呼んできて下さい」

　つれない命令だけを残し、サフィニアは自室に戻ってしまった。

　そばにいられるかもと期待したマローネは、予想が外れてしょんぼりと肩かたを落とす。

　それでも主の望みを叶かなえるべくヨハンの姿を探すと、ちょうど外に出ようとしていた彼を見つけた。

「……ヨハン殿どの」

「あ、探してたんだよ、マローネちゃん！」

「……そうですか。……そんなことよりも、サフィニア様が、あなたをお呼びです……」

「うわ、暗い。……さてはサフィニア様にちょっかいかけて、追い払われたんだろ」

　失礼な、とマローネが恨うらめしげに見上げれば、ヨハンは笑っている。

「人は、しつこく追いかけられると逃にげたくなる生き物なんだよ。押すだけじゃなくて、たまには引いてみないと」

「今引いたら、それで終わりになってしまいそうなので、嫌です」

「……どっちにしろ、結果は同じだけどね」

「はい？」

「いや、こっちの話。……じゃあ、オレはサフィニア様のところに行くよ。そのかわり、マローネちゃんに、届け物をお願いしたいんだ。騎士団のジェフリーさんに、これを渡わたしてきてくれないかい？　オレはサフィニア様に呼ばれてるし、他の仕事があったりで忙しいからさ」

　ヨハンは、やけに白々しい口調で語りながら、手にしていた包みをマローネの前に突つき出す。マローネは、そのわざとらしさよりも、出された名前に驚おどろいた。

「ジェフリー……？　もしや副団長と、お知り合いなのですか？」

「本の貸し借りをするくらいには、仲がいいよ。……あの人って面倒見いいから、オレが騎士を諦あきらめてからも気にかけてくれるんだ」

「……騎士を、諦めた？」

「オレも昔、ちょっとだけ騎士団にいたんだよ。でも五年前にやめて、この屋や敷しきに戻ってきたんだ。本当は、もっと手柄を立てて箔はくをつけてから、サフィ様の護衛騎士に……なんて思ってたんだけど──そんなこと言ってる場合じゃなかったからな、あの時は」

「……だから、サフィニア様はヨハン殿を、頼たよりにしているのですね」

　いちばん辛い時、全てを捨てて駆かけつけてくれた存在ならば、サフィニアが彼にだけ心を許しているのも分かる。

「本当にそうだったら、嬉うれしいけどね。当時のあの方は、ひどいものだったから……」

　語るヨハンの顔に、騎士への未練は見当たらない。

（たしかに、これではかないませんね……）

　今日まで支えてきてくれた存在を、サフィニアはとても大切に思っているだろうし、ヨハンの思いもまた明白だ。

　腕うで輪わを大切にしている点もそうだが、思わず口に出してしまったのだろう「サフィ様」という呼び方には、特別な感情がこもっていた。

（サフィ様って呼んだ時、ヨハン殿、とても優やさしい顔をしていました）

　相思相愛。そんな言葉がマローネの頭の中で躍おどる。自分はそこに割って入ろうとしていたのだと思うと、なんておこがましいと頭を抱かかえたくなった。

（サフィニア様の一番は、ヨハン殿──だから、騎士はいらないと仰おっしゃった）

　ヨハンはできる男だ。マローネが先日までやっていた仕事はもちろん、サフィニアの部屋にだって立ち入れる。

　それに比べて、自分はどうだとマローネは己おのれの姿を顧かえりみた。

　騎士にしてくれと騒さわぎ立てるだけ。そもそも拒きょ否ひされたのを無理にと頼たのみ込んでの試用期間だったのに、仕事は与えられて当然と命令を待つだけの日々。

　今の自分は、ヨハンのようにサフィニアの気持ちを考えていただろうか？

（わたしがしてきたことは、ヨハン殿の真ま似ね事ごと──必要ないと言われて、当然です）

　ヨハンはマローネの沈黙をなんと受け取ったのか、気まずそうに声を上げた。

「あー、変なこと話しちゃったね。忘れてよ」

「とんでもありません、ヨハン殿。……大変ありがたいお話でした」

「え？　どこが？」

「目が覚めました！　わたしは、自身のことばかりで、本当の意味で騎士たり得ませんでした！　情けないことばかり考えて、お恥はずかしい限りです！」

「──はい？」

「マローネ・ツェンラッドは、自己研けん鑽さんに励はげみます！」

「いや、あの……」

「ヨハン殿はサフィニア様のところへお急ぎ下さい。預かったものは、きちんとジェフリー副団長へお渡ししますので！」

「あ、うん、よろしく頼むよ。それにしても、君──恐おそろしいほど前向きだなぁ」

　ヨハンが苦く笑しょうを浮かべる。

「……あとはあの人の説得にかかってるけど……無む駄だに終わりそうだな……」

「説得？　一体、どういうことです？」

「実はオレの届け物ついでに、サフィニア様からジェフリーさん宛あての手紙もあるんだよ」

「なんと!?　サフィニア様は、ジェフリー副団長ともそれほどまでに親しいのですか!?」

「サフィニア様は全然。むしろ、距離を置いてるよ。だから、こういうのは珍めずらしいんだ」

「でしたら、責任重大ですね！」

「そうそう。包みに一いっ緒しょに入ってるから、ジェフリーさんにそのまま渡せばいいよ──それじゃあ、よろしく頼んだよ、マローネちゃん」

「はい！　行って参ります！」

　ヨハンはこの後、サフィニアの部屋に行くのだろう。ふたりの間には強い絆きずながあるのだと分かっていても、やはりマローネは少しだけ羨うらやましかった。







「マローネちゃん、待ってたわよぉ〜」

　騎士団の本部に足を踏ふみ入いれると、独特な口調の重低音に名前を呼ばれた。

「ジェフリー副団長!?」

「お届け物、ご苦労さまぁ〜」
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　近づいてくるのは、短く刈かり上げた灰色の髪と切れ長の目をした偉い丈じょう夫ふ。口調は間延びした女言葉──見た目と中身が釣つり合わないこの人物こそ、副騎士団長その人だ。

「わざわざ、待っていて下さったのですか？」

「ええ。あなたが来るのを、首をなが〜くして待ってたわぁ」

　副騎士団長自ら出で迎むかえるなんて、破格の扱あつかいだ。同時に、不可解でもある。

「わたしは、ヨハン殿のかわりに届け物を持ってきただけなのに……なぜ来ると知っていたのですか」

「あら、怖こわい顔〜。じゃあ、アタシの執しつ務む室しつに行きましょうか？　色々、教えてあげるわ。せっかくだから、新米護衛騎士ちゃんの報告も聞きたいし〜」

　ぐいぐい背中を押されて、マローネはジェフリーの執務室に連れて行かれた。

　バタンと扉が閉まると、ジェフリーは椅い子すに腰こし掛かけ「さてと」と口を開く。

「改めて、マローネちゃんの質問に答えようかしら？　どうして、アタシが見計らったかのようにあなたを出迎えたか聞きたいんでしょ？」

「はい、直接お部屋にお届けするつもりだったので。こちら、お預かりしたものです」

　マローネから包みを受け取りながら、ジェフリーは含ふくみ笑いで答える。

「アタシのお気に入りだからよぉ〜。あ、もうすぐ到とう着ちゃくしそうってビビッときたの〜」

　やはり不可解だ。ジェフリー副団長は面倒見がいい。よく差し入れを持って訓練場に激げき励れいに来てくれたが、それは全員に分わけ隔へだてなく配られていた。

「ジェフリー副団長は、皆に平等に接してくれる公正な方ではありませんか」

　性別も身分も年ねん齢れいも関係なく、騎士学校の訓練生の面倒を見てくれたジェフリーだ。お気に入りだと言われてもピンとこない。逆に不自然だとマローネがかしこまった口調で言うと、ジェフリーは「きゃっ」と乙女おとめのような悲鳴を上げた。

「もうヤだぁ！　真顔でそんなに褒ほめないでよぉ〜！　ちょっとした冗談だったのにぃ」

「なんと……!?　不ぶ躾しつけな物言い、申し訳ありませんでした！」

「真顔で謝るのも、や・め・て！　マローネちゃんは、ちょーっと天然さんよねぇ。向こうで、うまくやれてるの？」

　軽口の中に探さぐるような意図を感じ、マローネは閉口してしまう。

　ジェフリーはその間にも包みを開かい封ふうする。中身は一冊の本、そして、手紙だ。ジェフリーは迷わず手紙の方を手に取り、素す早ばやく視線を落とす。

　そして、閉口したままのマローネに向かって、「やっぱりね」とため息をついた。

「アタシがあなたを出迎えて、わざわざ部屋に引っ張ってきたのはね、あなたをどうにかして欲ほしいって相談を受けていたからよ」

「相談、ですか？」

「ヨハンくんからね。今日の手紙には、もっと直接的に書いてあるわよ。迷めい惑わくだから早く引き取ってくれって。マローネちゃんも、誰の意思でヨハンくんが動いていたか、この手紙で分かるわよね？」

　サフィニアの意図を汲くみヨハンが動いていたのだ。ジェフリーの様子では、話はすでに内々でまとまっていたのだろう。自分がここに来たのは、予想外の出来事ではなく、そうなるように仕向けられた結果だったのだと、さすがのマローネにも分かった。だが……。

「──わたしは、ヨハン殿から預かった荷物をお届けに来ただけです。早さっ急きゅうにサフィニア様の下へ戻るつもりですので」

　マローネが断言すると、ジェフリーは苦笑した。

「マローネちゃんはまだ、続ける気なのね？」

　護衛騎士のことだと気付いたマローネは、もちろんだと力強く頷うなずく。

「だと思った。アタシは、あなたはそんな柔やわな性格じゃないから、外野がとやかく言っても無駄じゃないかって言ったのよ〜。……これは内ない緒しょだけどね、手紙には続きがあるの。あくまで試用期間で預かっただけだから、王女の護衛を希望した記録は残さず即そく日じつ騎士団へ戻して欲しい……ですって。追い出そうとしているのに、あなたの今後を心配しているように読めるわよね」

　ジェフリーは茶目っ気たっぷりに笑った。

「心配？　サフィニア様が、わたしを……？」

「王女様が騎士の心配なんて、意外かしら？　でも、あのお方の立場を考えれば、自分の周りから人を遠ざけるのは、当然じゃな〜い？」

「……それは、その……王おう妃ひ様と折り合いが悪いから、でしょうか？」

「ええ、それもあるわ。けれど一番は、陛下が不要と断じた王女だからよ」

　だから、人は王女を軽かろんじるのだとジェフリーが改まった表情で言った。

「マローネちゃんだって、噂うわさで聞いたことくらいあるでしょう」

　ためらいがちに、マローネは頷く。ひどい噂を流す者がいると腹を立てたことがあるが、真に受けてはいなかった。

　あんなに優しくて強かったサーちゃんが不要なはずがない。質たちの悪い噂を流され迷惑しているだろうと思っていたが、事実だったら──サフィニアを取り巻く状じょう況きょうは、マローネが想像していたよりも、ずっと厳しいのではないか？

「マローネちゃん、腕はいいけど思い込んだら突っ走っちゃうところが、玉に瑕きずねぇ」

　マローネの表情のこわばりに気付いたのだろう、ジェフリーがやれやれといった口調で話しかけてくる。

　そういえば、騎士学校時代もエスティに似たようなことを言われたとマローネは思い出す。サフィニアの護衛騎士になるのだと語る自分を馬鹿にしつつも、彼は最後に言っていた。周りを見る癖くせをつけろと。

　つまり、これは誰の目にも明らかな己の欠点なのだ。

　短所をようやく自覚したマローネの胸に、後こう悔かいと自己嫌けん悪おが一気に広がった。

「……わたしは最悪です。主の心情を蔑ないがしろにしておいて気付かないなんて、騎士としてあるまじき失態……！」

　マローネの心情を察したのか、ジェフリーから肩を叩たたかれた。

「まあ、自覚できただけマシじゃない。まだ期限は残ってるんでしょう？　サフィニア様に認めてもらえるように、がんばりなさいマローネちゃん。落ち込んでるようだけど、気にかけてもらえるってことは、少なくとも嫌きらわれているわけじゃないんだから」

「……──!!　そ、そうですか!?」

　慰なぐさめの言葉。だが、そこに希望を見いだしたマローネはパッと顔を上げる。

　ジェフリーが、見守るような笑顔を浮かべていた。

「直接お会いしたわけじゃないから、あくまでも想像だけどね。サフィニア様はあなたが嫌いじゃないから、扱いに困っているように思えるわ。少なくとも、アタシには。……さて、マローネちゃんが諦めてないなら、ヨハンくんの追い出し作戦は失敗だけど……どうするの、マローネちゃん？」

「……もちろん、サフィニア様のお屋敷に戻ります、ジェフリー副団長！」

　しっかりと頷くと、ジェフリーも満足そうに頷きを返してくれた。







　期日まで、残り一週間。

　自分の気持ちを押しつけるよりも、サフィニアに迷惑をかけず、それでいて主君の役に立てる仕事をしたい。

　罪つみ滅ほろぼしではないが、それが散々彼女に迷惑をかけた自分にできる恩返しではないかとマローネは考えたのだ。もちろん、最終的には護衛騎士にしてもらいたいというのが本音だが、まずは今のサフィニアと信しん頼らい関係を築かねばならない。

（半月の期日がきて……たとえ今回はダメでも、諦めません。そして、……サフィニア様をご不快にさせたまま期日を迎えるのも、絶対に嫌です）

　なにかひとつでいい。彼女の負担を減らすことはできないか。貢こう献けんできることはないだろうかと考えている間に、屋敷の前にたどり着いてしまう。

　相変わらず、門を守る者すらいない静かな屋敷周りを見て、マローネはあることを思いついた。

（そうだ！　これなら、わたしでもお役に立てます！）

　さっそく今夜から実行しようと、ウキウキ屋敷に入ったマローネは、戻ったことを報告するためにサフィニアの部屋へ向かった。

　部屋の前に立ちノックすると、名乗る前にまさかの入室許可が出る。

　喜び勇んで扉を開くと、椅子に腰掛けていたサフィニアがぎょっと目を見開いた。

「ただいま戻りました、サフィニア様」

「どうしてあなたが……！」

「え？　今、サフィニア様が入ってもいいと仰ったので」

「それは、ヨハンだと思って……」

　マローネも首を傾かしげる。

「ご一緒ではなかったのですか？」

　先ほど自分と入れ替かわりに彼を呼んでいたので、ヨハンはずっとサフィニアのそばに控ひかえていると思っていたのだ。

「ヨハン殿も、こちらにいるとばかり……。届け物を終えたご報告に上がったのですが……あっ！　探しに行きましょうか!?」

　この気き遣づかいは逆に主の反感を買ったようで、サフィニアの細い眉まゆがグッと寄せられた。

「いいえ、必要ありません」

「でも……」

「彼は、出かけたのでしょう……よくあることです。戻ってきたら、届け物の件も伝えておきます。……それよりも、もっと他に言うべきことがあるでしょう？」

　サフィニアから促うながされた言葉に、マローネはハッとした──。またひとつ、できることを思いついたのだ。

「よろしければ、ヨハン殿が戻るまで、お部屋の前に控えさせて下さい……！」

　サフィニアは面食らったようにマローネを見た。

「い、いかがでしょう!?」

　ヨハンがいなくて心細いのだとしたら……部屋の中に居座るのは拒こばまれるだろうが、扉の前くらいなら人のいる安心感もあるし受け入れてもらえるかもと、ドキドキしながらマローネは主の反応を待つ。すると、サフィニアは「ええと……」と言いい淀よどんだ。

「ちょっと待ちなさい、おちびさん。騎士団へ行ったのですよね？　どうしてそんな発言になるのですか？」

「あ、ヨハン殿のいない心細さを、微び力りょくですが軽減できればと思いまして……！」

「だから、私のことを心配している場合ではないでしょう。騎士団に帰る機会を与えたのですよ？　それなのに、まだ私のそばにいようとするなんて……」

「ええと、せめて半月の期限が終わるまでは、このお屋敷に置いていただければ……！」

　うろたえつつも、ここに残りたいと訴うったえるマローネに、サフィニアは顔を曇くもらせた。

「──お願いだから、さっさと逃げ出して下さい」

　どこか苦しそうな一言に、マローネは思わず主の顔を凝ぎょう視しする。

　サフィニアの辛そうな顔に、昔の自分が重なった。

　いじめられて、泣くだけだった過去のマローネは、なにを言われても言い返すことができず、どうせ誰も助けてくれないと自分の殻からに閉じこもっていたのだ。

　今目の前にいるサフィニアも、どうしてか自身の殻に閉じこもり、そこから出ないようにしているように見える。

　幼いサフィニアは、かつての自分に手を差さし伸のべてくれた。だから、今度は自分の番だと、マローネは口を開いた。

「サフィニア様……わたしは、決して逃げません」

　泣いてもいいから堂々としていろと、かつてサフィニアはマローネに言った。

　その言葉を支えに、マローネはこれまで辛くて悔くやしくて泣いたとしても、決して卑ひ屈くつにならず堂々としてきた。開き直りと揶や揄ゆされることもあったが、それはそのままマローネにとっての強さとなったのだ。

「あなたが教えてくれたことです、サフィニア様」

　サフィニアは顔を歪ゆがめた。いつもの冷ややかな拒きょ絶ぜつとは違ちがう、まるでひどく打ちひしがれたかのような表情で、サフィニアはマローネに向かって小さく呟いた。

「……昔のことなど、もう忘れました」

　マローネは、自分が発した言葉が、サフィニアの心を傷つけたのだと気付いた。

　しかし、サフィニアは顔を見られることを嫌がるように、マローネに背を向けてしまう。その背は、もはやどんな言葉も聞きたくないと拒絶を物語っていた。

「……申し訳ありません、サフィニア様、言葉が過ぎたようです。……失礼します」

　返事がないことは予想していたので、マローネは一礼して部屋を後にした。

　扉が閉まる直前──。

「……もう、昔とは違うんです」

　寂さびしそうな声が聞こえた。サフィニアが自身に言い聞かせるような、小さな声だった。







　その日の夜。マローネは陰かげながらできることをしようと、騎士団から帰ってくる際に思いついたこと──夜間の見回りを実行することにした。

　屋敷は城の敷しき地ち内だ。巡じゅん回かい経路から外れていたとしても、まず滅めっ多たなことは起こらないだろう。だが、マローネが忍しのび込めたように、塀へいの一部に穴が空いていたりもする。

　夜に見回ることで、陽があるうちには気付かなかったことにも目が行くかもしれない。それにこの行動は、日々のサフィニアの安全に繫つながるはず。

　そう考えて、メアリが熟じゅく睡すいしているのを見計らい抜ぬけ出してきたのだが、月明かりの下で最初にマローネがしたことは──反省だった。

（うう、どうしてわたしはこう……この大馬鹿者！）

　サフィニアは謝罪を受け取る気はおろか、マローネの顔を見ることすら拒絶していた。

　部屋での言動は、完全に悪あく手しゅだったと今になって痛感する。

（サフィニア様にとっては、過去の思い出話ですら酷こくなことだったんですね……）

　傷ついたような表情が、寂しげな呟きが、マローネの頭から離はなれない。

（あんなお顔、させたくなかったのに……！）

　笑顔でいて欲しいのに、自分が彼女からそれを奪うばってどうするのだと、マローネは自身の軽けい率そつさを責めていた。

　そうやって、思おもい悩なやんで歩いていたのが悪かったのだろう。

　不意に屋敷の窓が開かれ、マローネは驚いてビクッと肩をはねさせた。

　なぜ窓が開いたのか、自分が今いる場所は屋敷内だとどこら辺だったかと考え──青ざめた。失念していたが、ここはちょうど、サフィニアの部屋の前だ。

　案の定、窓の向こうに立っていたのはサフィニアだった。燭しょく台だいの灯あかりを向けられ、冷ややかな声が投げかけられる。

「こんな夜よ更ふけに、なにをしているのです」

　無表情のサフィニアに見下ろされ、マローネは正直に答える。

「よ、夜の見回りです……」

「……命じた覚えはありませんが？」

「はい、その……わたし個人の判断です……！」

　ばつが悪くマローネが苦笑いで答えると、サフィニアは片手を額に当てた。

「……なぜ、あなたはそう……」

「え？」

「いい加減にもう、出て行く準備をしているかと思っていました」

　サフィニアは珍しく困った顔をしていた。困り果てて、どうしていいか分からない……そんな表情を見て、マローネは不ふ謹きん慎しんだが嬉しいと思ってしまった。

　まだ自分を気にかけてくれているのだ。マローネは主の器うつわの大きさに感動する。

「心配して下さったのですか？　わたし、サフィニア様を傷つけたのに……」

「は？　別に、あなたの図太さに呆れているだけです。それに……おちびさんの言葉ごときが、私になにか影えい響きょうを及およぼすとでも？」

　気まずそうにそらされる視線と、矢や継つぎ早ばやな皮肉。そんな不器用な誤ご魔ま化かし方から、マローネはサフィニアの変わらない部分を見つけた。

　口調も、雰ふん囲い気きも、浮かべる表情すらも変わってしまったけれど──奥おく底そこには、優しさが隠かくれている。

「えへへ」

「なにを笑っているのです。人が真しん剣けんな話をしているのに」

　マローネが思わず笑い声をもらすと、サフィニアはムッとした表情を浮かべた。だが、やがて眉まゆ尻じりを下げる。

「だから、そんな風に笑っている場合ではないと……」

「申し訳ありません！　その、気にかけていただけたことが嬉しくて、つい……」

　マローネが答えると、サフィニアは「そうですか」と嘆たん息そく交じりに呟いた。

　だが、浮かれてばかりはいられない。今の自分にできることを期日まで続けるのだと決めているマローネは、一礼して見回りに戻ろうとしたところでサフィニアに止められた。

「おちびさん。見回りの必要はありません。ウロウロしてないで、早く休みなさい」

「寝ねずの番は得意ですから、わたしのことは、どうかご心配なく！」

　胸を張るマローネに、サフィニアは引っかかりを覚えたらしい。

「……まさか、夜明けまで外にいるつもりですか？」

「はい！　わたしが、外敵からお屋敷をお守りするので、どうぞご安心下さい！」

「寝なさい」

「え？　いいえ、サフィニア様、わたしはこれから夜間の番を……」

「ダメです、寝なさい。仮にも王城の敷地内ですよ？　夜の見回りなど必要ありません」

「でも、お屋敷の周りは巡回路から外れております。念には念を入れ、わたしが……！」

「そこまでする必要ないでしょう」

「少しでも、サフィニア様のためにできることをしたいんです！」

「…………」

　サフィニアは一いっ瞬しゅん沈黙し──。

「……もう休みなさい、おちびさん」

　その呟きは、突き放すでもなく、ただただ穏おだやかだった。

「子どもは、眠ねむる時間です」

「子どもではありません！　あなたに剣けんを捧ささげたい、ひとりの騎士です」

「往おう生じょう際ぎわの悪い人ですね。本当に、扱いに困ります」

　サフィニアが目を伏ふせる。

「サフィニア様？」

「……あなたの努力は分かりました。けれど、それで昼間に差し支つかえが出ては困ります。──主の頼み事を聞くのも、騎士の勤めではありませんか？」

　まさかそう返されるとは思わなくて、マローネは言葉に詰つまる。

　サフィニアは、さらに続けた。

「私のお願いです。今夜はもう、休みなさい。言うことを聞いてくれなければ、即そっ刻こく屋敷から追い出します」

　それは嫌だと首を横に振れば、サフィニアは「よろしい」と頷く。

「では、部屋に。……メアリを起こさないようにして下さいね」

「心得ております」

　なにせ、夜間の見回りは誰にも秘密である。戻る時も、メアリを起こすようなヘマはしないとマローネは自信満々で答える。

「今日は、このまま就しゅう寝しんいたします！」

「……今日は？」

　訝いぶかしむサフィニアの声に、マローネは誤魔化すように笑って言った。

「おやすみなさい、サフィニア様！」

「…………」

　少々疑いの眼まな差ざしを向けられたが、今はこれ以上問答する気はないとばかりに、サフィニアはため息をついて──小さな声で、答えてくれた。

「…………──おやすみなさい、おちびさん。いい夢を」

　そして、窓がパタンと閉じられる。もうサフィニアは顔を出さないと分かっているのに、マローネはしばらくそこから動けなかった。

（お……おやすみなさいって、言ってもらえた……！　よし！　明日はサフィニア様の邪じゃ魔まにならないよう、灯りなしで見回りしよう！　ふふ、がんばるぞ〜！）







　翌朝、誰よりも早く起きたマローネは、庭で大きく伸びをする。

「うーん、今日も気持ちのいい朝です」

　早朝は、空気が澄すんでいる。頭も冴さえる気がするので、考える時間としても最適だ。

（今日は、まず水くみと……それから、薪まき割わりをしましょうか！　あと、運ばれてくる食材を保存庫に運んで……）

　黙っていれば、仕事は回ってこない。ならば、自分で見つけるまでと今日一日の予定を組み立て動こうとしたところで、マローネは背の高い人ひと影かげを門の前で見つけた。

「あれ……ヨハン殿？」

　マローネが思わず名前を呼ぶと、向こうも気がついたのか片手を上げて近づいてくる。

「おはようマローネちゃん。今日はまた、いちだんと早起きだね」

「おはようございます、ヨハン殿！　自然と目が覚めてしまうんです！」

「ああ、そうなんだ？　元気がよくて羨ましい限りだよ……。オレは、もう眠くて……」

　言っている途と中ちゅうで、ヨハンはあくびをかみ殺した。本当に眠そうで、マローネは思わず聞いてしまった。

「あの、もしかして寝ていないのですか？」

「ん？　ああ、まあね」

「なんと……！」

　あっさりと頷かれ、マローネは青ざめた。

「──もしや、ヨハン殿はすでに見回りを含めた、寝ずの番を果たしていたのですか!?」

　自分にできる唯ゆい一いつのことだと喜んでいたが、もしもヨハンがすでに勤めとしているのなら、またもや真似事になってしまう。だから、サフィニアにしきりに寝るようにすすめられたのかとマローネが落ち込んでいると、ヨハンは不思議そうに首を傾げた。

「オレはただの朝帰りだけど……寝ずの番だって？　まさか、マローネちゃん、この期ごに及んでまだなにかやるつもり？」

「はい、もちろんです！　昨日はうっかりサフィニア様のお邪魔をしてしまい、寝るようにとお気遣いいただきましたが、今日こそは騎士として働いてみせます！」

　ヨハンは面食らった後、苦笑を浮かべた。

「いや、君……ジェフリーさんにも釘くぎを刺さされただろう？　自分の扱いに腹を立てたりしないの？」

「己の不ふ甲が斐いなさを反省し、よりよい働きができるように日々精しょう進じんする所存です！」

「……マローネちゃんって、本当にサフィニア様が好きなんだね」

　ヨハンの表情が、苦笑いから微笑ほほえましげなものに変わっていく。

　マローネは頷いた。

「大好きです！　できるなら、ずっとおそばにお仕えし、お守りしたいです！」

「うんうん」

「ヨハン殿も、そうなんですよね！」

　マローネが満面の笑えみで見上げると、ヨハンは「え？」と戸と惑まどうように呟いた。

「今さら隠さずとも大だい丈じょう夫ぶ、決して他言はいたしません！　……ヨハン殿は、サフィニア様の特別な方であると、わたしはすでに承知しております！」

「は？　盛り上がっているところ悪いんだけど、別にそういうわけじゃ……」

　困惑したヨハンの否定を、照てれ隠しと受け取ったマローネは、笑顔で続けた。

「だってヨハン殿、腕輪を持っているでしょう？　あれは、サフィニア様がご幼少の折、大好きな人に贈おくるのだと仰っていたものです」

　ヨハンがたちまち目を見開いた。マローネは特別驚くようなことを言った覚えなどない。なにせ、件くだんの腕輪を常時身につけているのだ。サフィニアの想いはヨハンに届き、ふたりは密ひそやかな恋こい仲なかなのだと、マローネは解釈していた。

　だが、ヨハンは信じられないものを見聞きした時のように過か剰じょうな反応を示す。

「……な、んで、それを？」

「実は、わたしもサフィニア様の腕輪を持っているんです。……こちらは、お別れの時にいただいたものですが」

　マローネが片腕をめくれば、お守りとして常に身につけている緑の腕輪がのぞく。

「緑……。君はやっぱり……」

　ヨハンは、なんだか今にも泣き出しそうな顔になってマローネを見た。
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「ヨハン殿？　どうかしましたか？」

「……いや、ちょっと驚いただけ……。サフィ様、君にそんなこと言ってたのかって」

　懐なつかしそうに呟いたヨハンは、ぐいっと自分の服の袖そでをまくる。そこには不格好な出で来き映ばえの薄うす紅べに色いろの腕輪が見えた。

「はい。失敗しても諦めないで、一いっ生しょう懸けん命めい作っていたんですよ？」

「サフィ様は不器用だったからな〜。……手伝おうとしたら、追い払われたっけ……」

　完成品を本人から手渡された時は感動したと、ヨハンは目を細め優しげに微笑む。

「その時、オレはサフィ様と約束したんだ」

「お約束ですか？　一体、どんな？」

「──必ず守るって……」

　語るヨハンの声に、僅かな寂しさが混じった。だが、マローネの気遣わしげな視線に気付くと「まあ、身の回りの世話くらいしかできないけど」と誤魔化すように笑う。

「そういうわけで、この腕輪はオレの誓ちかいの証あかしで……替えのきかない宝物なんだ」

　その言葉に、マローネは大きく頷いて同意を示した。

「わたしにとっても、宝物です！　つまり、我々はサフィニア様をとても大好きな者同士になりますね！　だから、あの方を共にお守りできればいいと、わたしは思っています」

「…………」

　袖を下ろしたヨハンは、なんとも言えない顔で黙っている。けれど、彼の視線はマローネの腕輪に注がれていた。

「……オレさ、ずっと思ってたんだ。君を追い払おうとするわりに、やり方が生ぬるいんだよなって」

　その理由がようやく分かったと、ヨハンが唸うなった。

「──なにが友達ごっこだ。どっぷりハマってたんじゃないか」

「ヨハン殿？　なんて言ったんです？」

　聞こえないとマローネが尋たずねると、彼はなんでもないと首を横に振った。

「謎なぞが解けて、オレはすっきりした気分だよ！」

「それならいいのですが……あ！　サフィニア様には、今の内緒にして下さいね？」

「は？」

「ヨハン殿の腕輪のことです！　本人に知られたら、恥ずかしいに決まっています！」

　照れるサフィニアはきっとかわいらしいだろう。だが、それでサフィニアに嫌われたら、マローネは悲しい。だから、黙っていてくれと頼めば、ヨハンはあっさりと頷いた。

「ああ。それは大丈夫。……言えないから」

　ヨハンの返事に、マローネは少し違い和わ感かんを覚えた。だがすぐに、ヨハンでも照れるのだろうと思い直す。照れくさいから、言えないのかもしれない。

（サフィニア様の笑顔のためには、ヨハン殿の存在は必要不可欠！）

　ならば自分は、サフィニアを守るヨハンの背中を守る、そんな騎士になりたいとマローネは思った。

「よし！」

「今度はどうした、マローネちゃん」

「わたしは、やり遂とげてみせます！」

　ヨハンは、ゆるゆると苦笑を浮かべる。

「君は、本当にめげないな。オレの主人はサフィニア様だから、君の手助けはできない。けど、個人的には応おう援えんしてるよ。……期日ギリギリまで、がんばりな」

「はい！」

　ヨハンを見上げ、マローネは元気よく頷いた。

　張り切るマローネに対し、ヨハンは「それじゃあ」と屋敷の方を見た。

「がんばる君を応援しつつ、オレはひと眠りするよ〜」

「あ、おやすみなさい」

　そういえば、朝帰りだと言っていたのを思い出したマローネは、ヨハンを見送ろうとした。だが彼が体を反転させた時、甘い匂においが香ってきたことで、思考が一瞬停止する。

（え？　これ、女性物の……）

　微かすかな匂いは、すぐに風に流され分からなくなる。気のせいかどうか確かめようにも、ヨハンはすでに屋敷の中に消えていて、マローネは難しい顔でしばし立ち尽つくしていた。




　今朝方の香こう水すいの匂い。あれが気になって、マローネはヨハンに懐かい疑ぎ的てきな視線を向けてしまう。だが、ヨハンはいつもと特に変わらない。ニコニコしており、サフィニアに呼ばれれば素早く部屋に駆けつける忠臣っぷりだ。

（う〜ん、いつも通りです。わたしの勘かん違ちがい？）

　段々、自分の嗅きゅう覚かくに自信が持てなくなってきたマローネは、庭掃そう除じをしながら考える。

（そうですよね、ヨハン殿はサフィニア様の特別な方。サフィニア様を放って他の女性と過ごすなんて、そんな不誠実なことしませんよね？）

　きっと、気にするほどのことではないのだ。もしも本当に別の女性と恋仲になっていれば、ヨハンは腕輪の話題で、あんな顔はしなかっただろう。

（では、どこに行っていたんでしょうか）

　考えながら手を動かしていると、あっという間に掃除が終わってしまい、マローネは釈しゃく然ぜんとしない気持ちを抱えつつも屋敷の中へ戻った。

　すると、なぜか使用人一同が広間に集合しており、緊きん迫ぱくした空気が漂ただよっている。

「皆さん、どうしたんですか？」

「あ、マローネちゃん」

　ヨハンが気まずそうに指で頰ほおをかく。

「なにかあったんですか？」

「実は、サフィニア様に」

「サフィニア様が、どうかなさったんですか!?」

　思わずマローネは大きな声を出してしまった。

「どうもしません」

　感情を抑おさえた声の方を向けば、サフィニアが広間に入ってくるところだった。

「皆も、いちいち慌てることではないでしょう。各自、持ち場に戻って下さい」

　手を叩くサフィニアにメアリたちはしぶしぶ動き出そうとするが、ヨハンが止めた。

「お言葉ですけどサフィニア様、王妃様のお呼び出しは騒ぐべきことですよ」

「……ヨハン。誰が今、この場でそれを口にすることを許しました」

　余計なことを言うなとサフィニアはヨハンを睨にらむが、彼は止まらない。

「お叱しかりは後でいくらでも受けます。だから、心配くらいさせて下さい」

「心配なんて、大げさな。あの方が私を呼び出すのは、よくあることでしょう」

「申し遅おくれましたが、王妃様は今回、サフィニア様と護衛騎士をお呼びなのです」

　ヨハンの固い声が、サフィニアの言葉を遮さえぎった。

　一瞬の間の後、サフィニアの緑の瞳がゆるゆると見開かれる。

「護衛騎士を？　なぜ、王妃が無名の騎士に興味を示すのです」

「無名の新米でも、この屋敷に居座っている騎士です。王妃様の耳に入るのも時間の問題だったと、あなたも分かっているでしょう」

　ヨハンが、苛いら立だつサフィニアに諭さとすような言葉をかけた。

「分かりました。ですが──おちびさんは置いていきます」

「王妃様の不興を買いますよ!?」

「かまいません。別に今さらどう思われようと、同じでしょう」

　サフィニアの答えが予想外だったのか、ヨハンの顔に焦あせりが浮かんだ。

「王妃に逆らうなんて、ダメに決まってる！　今まで耐たえてきたのに！」

　マローネは、常にないふたりの様子に、慌てて口を開く。

「わたしは、サフィニア様が行かれる場所ならば、どこへなりともお供する所存ですが」

　ふたりの視線が一いっ斉せいにマローネに向けられた。

「ほら、マローネちゃんもこう言ってるじゃないですか！」

「あなたは黙っていなさい」

　援えん護ごを得られ少しだが余よ裕ゆうを取り戻したヨハンとは逆に、サフィニアは咎とがめるような視線と声こわ音ねでマローネを制す。

「おちびさんは、正式な護衛騎士ではないので、連れて行く必要もありません」

「そんな屁へ理り屈くつで王妃様に納なっ得とくしてもらえると思ってるんですか？　向こうは常にあなたの粗あらを探しているんですよ？」

「今さらです。いい加減しつこいですよ、ヨハン」

　頑かたくななサフィニアの返答に、ヨハンは一瞬押し黙った。

　その表情が、悲しげなものに変わる。

「あなたこそ、どうして分かってくれないんです！　オレは、これ以上サフィ様が軽んじられるなんて、我が慢まんならないのに……！」

　吐はき出されたヨハンの言葉を聞くと、サフィニアは顔を強こわばらせる。

　口を挟はさめず見守っていたマローネだが、その小さな変化は見み逃のがさなかった。

（サフィニア様が申し訳なさそうな顔を？）

　まるで心配されたことに、罪悪感を抱いているような表情だ。

　普ふ通つうなら、恋人の心配は嬉しいものでは？　と疑問に感じたマローネだが、サフィニアにいつまでもそんな顔をさせていたくはない。

（そもそもの原因は、王妃様のお呼び出しですよね？　だとすれば、やはりここは、わたしが動かなくては！）

　主の憂うれいを晴らしてこそ騎士だと、マローネは決めた。

「サフィニア様！」

　沈黙を破るように声を上げると、びくりと、サフィニアの肩がはねる。

「わたしがお供します！　あなたをお守りするために騎士になったのですから、今こそ、わたしをお使い下さい！」

「……──私は、ひとりで行きます」

　言い捨てて、サフィニアはぎゅっと唇くちびるを嚙かむと、足早に広間から出て行く。

　マローネは、慌てて彼女の後を追いかけた。

「待って下さい、サフィニア様！」

「あなたの顔は見たくありません」

「でしたら、顔は伏せていますので！」

　慌ててサフィニアの目に入らないように下を向き走ると、なにかにぶつかった。

「……前が見えなくて危ないでしょう」

　声が頭上から降ってきて、マローネは青ざめる。

「も、申し訳ありません！　ぶつかるつもりは、毛頭なく！　あ、顔……！」

　謝ろうとすれば今度は、見たくないと言われた顔をさらしてしまう。どうしたらと上を向き下を向き慌てていると、サフィニアから心底呆れたような声をかけられた。

「……あなたは、本当にしつこい……」

　それでもぶつかった拍ひょう子しにマローネが転ばないようにと気遣ってくれたのか、両肩にはサフィニアの手が添そえられている。

　この優しい人を、ひとりで不仲な王妃の下へ行かせたくない。嫌なことを言われるとわかっているのなら、なおのことだとマローネは息を吸った。

「サフィニア様に剣を捧げると決めた騎士ですから！　憂い顔をなさるような場所へ向かうのならば、不要と言われようと、しがみついてでもお供いたします！」

「……っ……」

　決意と共に顔を上げ肩に置かれた手をにぎると、サフィニアと視線が交わった。不意に、真意の見えない緑の双そう眸ぼうが伏せられる。

　なにかを諦めたようにも、開き直ったようにも見える、そんな仕草をマローネがただ見つめていると、やがて目を開いたサフィニアから告げられた。

「それで？　あなたはいつまで私にしがみついているつもりなのですか？　いくら私でも、騎士にしがみつかれたまま登城したなどという噂が流る布ふするのは避けたいのですが」

　いつも冷たい表情を浮かべていたサフィニア。その引き結ばれていた唇が、ほんの少しだけ綻ほころんで、目元が和やわらいだ。

（──笑った……）

　満面の笑みにはまだ遠いが、サフィニアは今、間ま違ちがいなく微笑んでくれたのだ。

　マローネは感動に打ち震ふるえながら、パッと素早く身を離した。

「それでは──」

　今の言葉が聞き間違いではないか確かく認にんするため、マローネがサフィニアの真意をうかがうと、彼女は真剣な表情でマローネを見下ろす。

「マローネ・ツェンラッド、このサフィニアの供を許します」

「ありがとうございます！」

　元気よくマローネが答えたところで、ヨハンが廊ろう下かに顔をのぞかせた。

　ふたりの様子が険悪ではないのを確認し、安心したのか近づいてくる。

「話はまとまりました？　って、マローネちゃんの顔を見れば、聞くまでもないか」

　満面の笑みを浮かべるマローネの姿から事の成り行きを察したヨハンは、ポンっとマローネの肩を叩く。

「サフィニア様を頼んだよ、マローネちゃん」

「はい！　わたしが全ぜん身しん全ぜん霊れいでお守りするので、ご心配なく！」

「……王妃様は、サフィニア様を嫌っているんだ。オレは立場上ついていけないから、王城でサフィニア様が頼れるのは君しかいない。だから……本当に頼む」

　真剣な顔をしたヨハンに頼まれたマローネは、先ほどのサフィニアとヨハンのやり取りを思い出す。

　サフィニアは、たいしたことではないように言っていたが、ヨハンがここまでマローネに頼み込んでくるのだ、実際は軽いお招きなどではないのだろう。

　そんな場所へ、ひとりで行こうとしていたサフィニアの本音はどうだったのだろう。

　やはり、不安や恐きょう怖ふがあったのではないか？

　全て自分の想像に過ぎないと思いながらも、マローネは心配だった。もしかしたら、思い合っているヨハンにすら、サフィニアは弱音を吐かないのかもしれない。だから、ヨハンはあれこれ気を回す──そうしないと、サフィニアはひとりで無理をしてしまうから。

　あながち間違った想像ではない気がしたマローネは、今は自分が支えると胸中で呟き、サフィニアを見上げる。

　マローネの内心の決意など知るはずもないサフィニアは、いつもの冷たい表情に戻り、素っ気ない口調で「行きますよ」と言った。

「え？　迎えを待たないのですか？」

　戸惑ったのは、マローネだけだった。サフィニアはもちろん、ヨハンも動じていない。

「そんなもの、来ません」

「ええ!?」

「大きな声を出さない」

　サフィニアから衝しょう撃げき的てき事実を告げられ叫さけんだのも、もちろんマローネだけだ。注意されて慌てて口を閉じたが、どうにも納得できない。

　説明を求めてヨハンの方を見ると、彼は苦々しい表情で教えてくれた。

「呼んだのは向こうだけど、迎えはいつも来ないんだ。そういう扱いをしてもいいと思われてるんだよ」

　いいわけがない。サフィニアはストリアの王女だ。こんな扱いは許されるべきではない。ましてや、王妃が率そっ先せんして行っているだなんて──。

「人々の手本になるべき方が、なんてことを！　許せません！」

　マローネの怒いかりはそのままヨハンの怒りだったようで、彼は「まったくだ」と大きく頷く。だが、サフィニアだけは違った。

「王族批判はそこまでです。……供を許したその日のうちに不敬罪で突き出すなんて、笑い話にもなりません」

　たしかに、いくら相手が理り不ふ尽じんでも、声こわ高だかに言っていいことではなかったとマローネは項垂うなだれた。

「申し訳ありません、浅せん慮りょでした」

「気をつけて下さい。特に城内では、一切口を開かず、後ろで黙っていて下さいね。私では、あなたになにかあっても庇かばいきれません」

　供の許しはもらえたが、黙っていろとは……。

　サフィニアに関することでは、どうしてもムキになってしまうと自覚したマローネは、注意せねばと己を戒いましめる。

「心得ました！　決してサフィニア様に、恥はじをかかせるような真似はいたしません！」

「言ったそばから、うるさいのですが？」

　声高に宣言したマローネだったが、サフィニアの冷たい視線で再び項垂れた。

「……声量に関しても、善処いたします」

「そうして下さい」

　また、少しだけサフィニアの口元が緩ゆるむ。

　マローネの胸に、やるせない気持ちがこみ上げてきた。サフィニアは、王女という立場にありながら軽んじられている自分自身を、なんとも思っていないかのように振ふる舞まっている。それはつまり──。

（ずっと前から、これが当たり前だったんですね）

　王妃は、側室の娘むすめであるサフィニアを疎うとんじている。王が娘であるサフィニアに無関心という噂は聞いていたが、王妃がサフィニアをたびたび呼びつけていたとは知らなかった。

（どうして、わざわざ？）

　これから向かう場所は楽しい場所ではない。それでも、サフィニアの背筋はピンと伸びており、美しかった。







　城の一室で待たされること数十分、侍じ女じょふたりを伴ともないやってきた王妃は、華はなやかなドレスを身にまとい、頭のてっぺんからつま先まで着き飾かざっていた。

　反対に、サフィニアはいつも通り首元から足先までを隠す、ゆったりとしたドレスだ。落ち着いた色合いだが、若い娘が着るには地味すぎる──そんな誰かの失しっ笑しょうが聞こえた。王妃か、侍女のどちらなのかは分からないが……マローネは嫌な気分になる。

　だが、そんなものは序の口だった。呼び出した側であるはずの王妃が、なぜかとても迷惑そうな顔をしていたのだ。

「サフィニア、自由気ままに訪おとずれるお前と違い、わたくしにはやらねばならぬことがたくさんあるのよ。どうしても会いたいというのなら、せめて数日前に言ってくれないと」

　まるで、サフィニアが突然王妃に会いに来たような口ぶりに、マローネは戸惑った。

　ちらりと侍女たちを見れば、彼女たちの目は一様にサフィニアを非難している。

　サフィニアが呼び出されたはずなのに、話が食い違っていないか？

　──マローネが疑問を顔に浮かべたところで、王妃は侍女ふたりに下がるよう命じた。

「サフィニアは、人に慣れていないの。こうして隠れるように、わたくしに会いに来た姿を見れば、分かるでしょう？」

　渋しぶる侍女たちを、王妃は諭すような口調でそう言ってわざわざ追い出したのだ。

　そして、室内には三人だけが残る。

「サフィニア、あの者たちの顔を見た？　お前を見下していたわ。最低限の礼すらとらないんだもの。当然ね。多た忙ぼうなわたくしの予定を乱したと思えば、腹も立つでしょう」

　楽しそうに話す王妃に、サフィニアは淡たん々たんと答えを返した。

「私は呼び出しに応じただけですので、お忙しいとは存じませんでした」

「お前は屋敷に隠れているだけですものね。わたくしがどれだけ多忙であるかなんて、想像できないでしょう。いい？　わたくしはこの後、陛下と王子と共に、音楽鑑かん賞しょう。そして、昼食をとる予定なの」

「そうですか」

「あら、言うことはそれだけなの？　まだ四歳の王子が、王族として相応ふさわしく立ち振る舞っているというのに、我が身が恥ずかしくないの？」

　サフィニアが答えないで俯うつむくと、王妃は笑みを濃こくする。

「《隠れ姫ひめ》なんて不ふ名めい誉よな呼び名をつけられたお前より、サイネリアが生きていればよかったのに──そうすれば、今頃陛下のお力になれていたでしょうにね」

　取り繕つくろうことすらやめ、悪意まみれの言葉をぶつけてくる王妃。

「お前たちが似ているのは顔だけだもの。……顔だけは、ふたりとも、あの忌いま忌ましいソニアにそっくりだったわ。でも……よりにもよって、役に立たない方が生き残るなんて、本当に運がないこと」

　五年前、事故のせいで家族を失い、その傷が未いまだ癒いえないサフィニアに対して、あんまりな物言いだ。マローネは思わず掌てのひらを握りしめた。

　だが──。

「王妃様は、心にもないことを仰いますね」

　サフィニアは、悪意に表情を曇らせることなく、冷れい笑しょうで応じた。

「お忘れになりました？　我が国の王位継けい承しょう権けんは、母親がどんな身分であろうと、生まれた順だと」

「────」

　王妃の顔から、たちまち笑みが消える。

「我が弟、サイネリアが生きていれば、あなたの王子は王位継承者になれなかった。私の父が王位についた時のような、不測の事態でも起きない限り」

「──言葉が過ぎてよ、サフィニア。人目を避けて隠れていると、心根も歪むのね。城を離れたらいいのではなくて？　遠いところで、療りょう養ように専念したらいかがかしら？　俗ぞく世せいと関わりたくないのであれば、修道院に入ることもできるでしょう。《隠れ姫》に、華やかな場所は似合わないわ」

「ご案じ下さり、ありがとうございます。ですが、このように至らぬ身でも、ついてきてくれる者がおります」

　冷たい笑顔を浮かべ、サフィニアは続けた。

「特に、ヨハンなどは、献けん身しん的てきに尽くしてくれますから」

　なぜ、ここでヨハンの名前が出るのだろう？

　不思議に思ったマローネは、咎められない程度に顔を上げてギョッとした。

　王妃がサフィニアに手を振り上げていたのだ。

（危ない！）

　そう思うと同時に、体が動いた。パシンと乾かわいた音がして、マローネの左頰にジワリと熱が広がる。

　王妃もサフィニアも、自分たちの間に飛び込んできた小柄な影を見て驚きに目を見開き、束つかの間ま、室内は静まりかえった。

「……まあ」

　最初に口を開いたのは、王妃だった。

「主の盾たてになるなんて、忠義な騎士だこと」

　悪意まみれの言葉を嬉き々きとしてぶつけていたのが錯さっ覚かくかと思うような品のある笑みを浮かべ、王妃がマローネを見ている。
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　何事もなかったかのように下ろされた右手。

　その動きに合わせて、ふわりと、甘い匂いが香った。

（あれ？　この匂い……）

　記き憶おくに新しい匂いだった。だが、共通点が皆かい無むのふたりから同じ匂いがするなんてありえないはず……。脳のう裏りをかすめた疑問に答えを出せないマローネをよそに、覚えのある香りをまとった王妃は、微笑みを浮かべ続けた。

「でも、そなたはサフィニアの真の騎士ではないと聞いていますよ」

　痛いところを突かれたマローネは、同時に屋敷の人間しか知らないことを把は握あくしている王妃に驚いた。

（な、なぜそれを……）

　動どう揺ようする姿がおかしかったのか、王妃はくすりと笑い声をこぼす。

「わたくしが世話をしてあげましょうか？　《隠れ姫》に拒まれ続けるより、よほど有意義でしょう？」

　甘い匂いと誘さそい。

「ねえ、サフィニア。この騎士を扱いかねているのなら、引き取って差し上げてよ？　お前が、人を使えるとは思えないもの」

「……決めるのは、私ではありません」

　サフィニアの静かな答えに、王妃はマローネに視線を戻す。答えを促されていると気付いたマローネは、ハッキリと告げた。

「わたしが剣を捧げるお方は、サフィニア王女殿下だけにございます」

「ふぅん……」

　一度は下ろされた王妃の右手が、再び持ち上げられた。手入れされた指が、マローネの赤くなった頰に触ふれ、ガリッと長い爪つめが立てられる。

「────」

　襲おそってくる痛みを、マローネは奥歯を嚙んでやり過ごす。悲鳴どころか、うめき声ひとつ上げないマローネにかわり、サフィニアがいつになく焦った声で叫んだ。

「おやめ下さい！」

「大げさね。本当にお前の騎士になりたいのかどうか、確かめてあげただけでしょう。──よく躾しつけられた犬だこと」

　鼻白んだ王妃は、マローネの頰から手を離すと、すっと距離をとった。

「時間ね。陛下をお待たせするわけにはいかないわ。わたくしはもう行きます。……サフィニア、せいぜい自じ慢まんの飼い犬に手を嚙まれないようにね」

　王妃が部屋を出て行くと、さっと横から伸びてきた手により、マローネは強ごう引いんに顔を上げられた。

「顔を見せなさい！」

「え？　サフィニア様？　──っ」

　主の綺き麗れいすぎる顔が、すぐ近くまで迫せまっていた。

　だが、喜んでもいられない。繊せん細さいな美び貌ぼうは悲しみで曇っている。

「あれほど、大人しくしているように言ったのに！」

「主の危機を見過ごすなんて、わたしにはできません」

「どうして、そこまで」

「泣き虫だったわたしに、変わる切っ掛けをくれたのはあなたです。今度はわたしが、どんなものからもあなたを守るのです」

　それは、マローネにとっての誇ほこりだ。胸を張って言えることなのに、サフィニアの顔はますます悲しげになっていく。

「……わざと王妃を怒らせました。そうすれば、あなたには関心を向けないと思って」

「そんな……！　わたしが一歩でも遅れれば、サフィニア様が叩かれていたんですよ!?」

「いつものことです。どうとも思いません」

「なっ……!!」

　いつも、こんな暴力がまかり通っていたのか。誰も止めず知らないふりをして、こんな風にサフィニアが思うまで、放っておいたのか──マローネの頭に血が上る。

「思って下さい！」

　サフィニアは、マローネの顔の傷をとても心配してくれるのに、自分自身にはまるで頓とん着ちゃくしない。そのことが、とても悔しかった。

「下へ手たをすれば、サフィニア様のお顔に傷がついていたかもしれないのに……！」

「この顔など、どうでもいいと言っているのです」

「よくありません！　もっとご自分を大切にして下さい！」

　自身を粗そ末まつに扱うサフィニアに腹が立ち、マローネはつい声を荒あららげてしまう。

　すると、サフィニアは目を丸くして黙ってしまった。

「あ、あの、サフィニア様？」

「まさか、あなたに怒られる日が来るなんて、思いませんでした」

　ため息交じりに吐き出された声は、力の抜けたものだった。

「私はただ、《隠れ姫》の現実を知ってくれたらいいと……そして今度こそ私に見切りをつけてくれたらいいと思ったのに、まさか庇うなんて……」

　自分を伴ったのは、追い払うため。──サフィニアの真意を知り、受け入れてもらえたと思っていたマローネは、自分の甘さを呪のろった。《隠れ姫》と呼ばれる今のサフィニアにとって、誰かを受け入れることは並なみ大たい抵ていのことではないのだ。

　だが、それでもマローネには、どうしても伝えておきたいことがある。

「申し訳ございません!!　サフィニア様のお気持ちに気付かず、出過ぎた真似を！　ですがご安心下さい。わたしは騎士──あなたをお守りできる人間です」

　だから、自分だけで背せ負おい込まず頼って欲しいと胸を張る。

「本当に……あなたって人は……。それで、こんな傷を負うなんて……」

「この程度、かすり傷です！　舐なめておけば治りますから、ご心配なく！　あっ、でも自分で舐めるには舌の長さが足りませんね！　わたしとしたことが、不覚です！」

　冗談めかして明るく言ったマローネに、サフィニアは、くしゃりと表情を崩くずした。泣き出す一歩手前のような顔に、マローネはドキリとする。

「ありがとうございます、マローネ。……私を守ってくれて」

　感謝の言葉にマローネが感激していると、徐じょ々じょにサフィニアの顔が近づいてきた。あまりに近い距離に固まったマローネの頰。ヒリつく傷を、サフィニアが突然舐めた。

「ひゃいっ!?」

「──っ！」

　驚きから奇き声せいを発したマローネだったが、サフィニアもまた自分のしたことに驚いている様子だった。

「ササササフィニア様！　一体、なにを……!?」

「え、私はただ、あなたが舐めれば治ると言うから、それならと、思って……」

　呆ぼう然ぜんとしていたサフィニアの顔がどんどん赤くなっていき、いつも淀みなく話す彼女にしては珍しく、尻しりすぼみになっていった。

「ご、ご心配は嬉しいのですが、あの、他人の傷口を舐めるのは、あまり、よくないと思います、はい」

「他人になんて、しません。相手があなただから……っ……！」

　途中で、サフィニアは言葉を切って口元を押さえてしまう。

「わたし、ですか？」

　マローネがじっと見つめると、サフィニアは気まずそうに目をそらす。

「……いいえ、なんでもありません。──もう、戻りましょう」

　マローネは一瞬だけ漂ったおかしな空気を一いっ掃そうするかのように、はつらつと頷いた。

「かしこまりました！　お帰りの際も、サフィニア様のことは、わたしが全身全霊を懸かけてお守りいたします！」

　こうして、マローネはサフィニアと共に屋敷に戻った。







「あっ、帰ってきた」

　門の前で待っていたヨハンが、連れ立って帰ってきたふたりの姿を目にするとホッとしたように目尻を下げる。

「お帰りなさい、サフィニア様と……マローネちゃん!?」

　穏やかに出迎えていたのに、ヨハンはマローネに視線を移した途と端たんギョッとした。

「どうしたんだい、その顔!?」

「名誉の負傷です！」

　胸を張るマローネに、ヨハンは「いやいや」と首を横に振る。

「早く中へ入って！　マローネちゃんは、ばーちゃんに手当てしてもらいな。オレがサフィニア様をお部屋にお連れするから……」

　慌てているヨハンに、サフィニアが淡々とした口調で言った。

「ヨハン、薬箱を私の部屋へ持ってきて下さい。おちびさんは、ついてきなさい」

「え？」

「聞こえなかったのですか？　私についてきなさいと言ったのです」

「お部屋に、お供してもよろしいのですか？」

　サフィニアは相変わらず淡々とした態度を崩さない。喜ぶマローネにひとつ頷くと、ポカンと口を開けているヨハンに催さい促そくした。

「ヨハンは薬箱を。私は、おちびさんの手当てをしなければならないので」

「手当てって、サフィニア様が？」

「ええ」

　サフィニアが頷くと、ヨハンは「でも、女の子の顔にできた傷だし……」と困惑したように呟いた。

「やっぱり、慣れてるメアリばーちゃんに頼んだ方がよくないですか？」

「いいえ！　傷の処置ならば、自分でできます！　どうぞお気遣いなく！　サフィニア様はお疲つかれでしょうし、お部屋でお休み下さい！」

　マローネもサフィニアの手を煩わずらわせるのは本意ではない。メアリの仕事を中断させるのも心苦しい。なので自分でできると申し出たのだが、思いがけずサフィニアによって却きゃっ下かされた。

「マローネ、あなたの傷は、私のために負ったものです。せめて、労ねぎらうくらいさせてください。……お願いします」

　サフィニアの口調が、柔らかく変化した。ヨハンが困った顔のまま押し黙ったが、マローネは自分も似たような表情を浮かべているのだろうなと思う。結局、サフィニアのお願いに負けたヨハンが動いた。

「分かりました。取ってきますよ、薬箱。……マローネちゃんも、観念しな。どうせ、サフィニア様には勝てないんだから」

　やれやれと肩をすくめつつ薬箱を取りに行くヨハン。マローネは、そんな彼の後ろ姿とサフィニアを見比べた。歩き出していたサフィニアが首を傾げる。

「どうしました？　なぜ、そんなに私とヨハンを見るのです？」

「え、いえ、あの……ヨハン殿はサフィニア様に弱いのですね」

　ちらりと見えたヨハンの顔は、仕方なしに聞こえた口調と真逆で、嬉しそうだった。

「そうですね……。昔から」

　サフィニアは、なぜか懐かしそうに目を細めた。どこか遠くを見るような仕草に、僅かに寂しさが混じっているように見える。

　なんだか、複雑な気分だ。今にも叫び出したいような、なんともいえない衝しょう動どうに駆られ、マローネは足を止め、口を押さえた。

「傷が痛むのですか？　早く部屋に行きましょう」

　奇き行こうが痛みに耐えているように映ったのか、サフィニアが案じてくれる。なんとか誤魔化そうとした結果、マローネは引きつったような笑顔を返してしまったのだった。




　マローネが、サフィニアの部屋に入るのは二回目だ。だが、今回は部屋の主が招き入れてくれたという、前回とは大きな違いがある。緊きん張ちょうしつつ、マローネは足を踏み入れた。

「さあ、そこの椅子にかけて下さい」

「し、失礼します」

「大丈夫ですよ？　わざと痛くしたりはしないので。……あなたがうるさくしなければ」

　サフィニアなりの冗談なのだろうか。

　いや、本気に違いない。なにせ、彼女は静せい寂じゃくを好む姫君だ。

（多少痛かろうが、わたしは耐えます！　しみる薬だろうと、なんのその！）

　情けないところは見せないぞ、とマローネは気合いを入れた。

「よし！　それでは、どこからでもどうぞ！」

「傷口しか触さわりません」

　呆れたように言われて、軽く額を押さえられる。身長の差があるからか、こうして見るとサフィニアの手は自分よりも大きい。新しい発見だとマローネは支し度たくをするサフィニアの手を目で追いかける。

　一本足の丸テーブル。その上に薬箱の中身を広げたサフィニアは、軟なん膏こうの蓋ふたを開け、長い指で中身をすくった。

「顔に傷をつくるなんて、私の落ち度です……」

　指が長くて綺麗だな、なんて吞のん気きなことを考えていたマローネだったが、サフィニアが暗い声でそんなことを言い出すものだから、慌てて顔を上げた。

　サフィニアの繊細な容よう貌ぼうが憂いに染まっている。

「わたしは平気です！　サフィニア様が痛い思いをする方が、耐えられません！」

「そんなことを言って……傷きず痕あとが残ったらどうするのです」

　べたりと軟膏を塗ぬられる。ピリピリと傷口にしみるが、それよりもサフィニアの言葉の方が気になっていたマローネは、噂を思い出した。

　あくまで噂だが、サフィニアは五年前の事故で体に傷痕が残ったと言われているのだ。顔に傷痕はないが、どこに傷があるか本人に確認できるはずがないので、真相は分からない。だが、自分の経験からマローネの傷を気に病んでいるのだとすれば……。

「本当に、誇らしいのですよ、サフィニア様。……わたしが、あなたのお役に立てたという証ですから」

「……強い人ですね」

　サフィニアの指が頰から離れた。その後も、テキパキ手を動かしながら、サフィニアはマローネを見て呟く。

「……あなたは、本当に強くなりました」

「？　サフィニア様──」

　そして手当てを終えたサフィニアは、じっとマローネの顔を見つめてきた。

　どうしてか、緊張する。目を合わせる機会は、多くはないがあった。だが、その時はこんな風に言い表しようのない緊張を感じたりはしなかった。

「なにか、言いたいことでも？」

　マローネが途中で言葉を切ったのが不思議だったのか、サフィニアが首を傾げた。迷った末に、マローネはサフィニアの手て際ぎわを褒める。

「えっと、とても手当てがお上手なのですね」

　噓ではない。感心したのも本当だ。幼少時のサフィニアの壊かい滅めつ的てきな不器用さを知っていたから。

　すると、サフィニアは至し極ごくあっさりと理由を明かしてくれた。

「子どもの頃ころ、ある程度のことは自分でできるようにと躾けられたのですよ」

「王女というお立場にあるのに、ですか？」

「ええ。母の教えで。現にこうして今、役に立っています」

　ということは、庭園で会えなくなった後で練習したのか。あの状態からここまで成長するのに、どれほどの努力を重ねたのかと想像したマローネは、それを自分のために……という申し訳なさに縮こまった。

「……お手を煩わせてしまい、申し訳ありません」

「責めているわけではありません。誤解しないで下さい。あなたには、感謝していますよ。ありがとうございます」

　そしてまた、沈黙が訪れた。

　再会してからというもの、マローネがいつもやかましくしていただけで、サフィニアは基本的に物静かだった。だから、こうして改めてふたりきりになると、彼女はまったく苦に思っていないだろう沈黙に、マローネはやたらと緊張して心臓がうるさい。

　これは、きっと──。

（サフィニア様が綺麗で心優しくて、あらゆる褒め言葉をかき集めてきても足りないくらい、すばらしい方だからに違いありません！）

　そのせいで、己の忠誠心が騒ぎ立てているのだ。マローネは、そう思うことにした。

　だが、顔がどんどん赤くなっていくのはどうしようもない。

　じっと見ていたサフィニアが、それに気付かないはずもない。

「……あなたは、全部顔に出ますね」

　サフィニアに指し摘てきされ、マローネは慌てた。

「変な顔をしていましたか!?」

「いいえ。かわいいなと思って見ていました」

「なっ、かわっ──ええと、ええと、サ、サフィニア様は、とってもお綺麗です！」

　素す直なおに喜びたい。けれど、どうしてか気き恥はずかしい。結果月並みな賞賛が口をつく。

「そう、ですか……。……驚きました、あなたでも照れるのですね」

　妙みょうなところで感心されて、マローネは落ち着きなく目を泳がせた。

「だって、かっ……かわいいとか、そんなこと初めて言われたので」

　子どもの頃に両親が言ってくれたくらいだと伝えると、サフィニアが首を傾げた。

「記憶違いでしょうか。昔、泣き虫の女の子に、かわいいと言った覚えがあるのですが」

「……え……？」

　──かわいい名前ね。

　初めて会った時、マローネにそう言ってくれたのは他でもない、目の前にいる人だ。サフィニアの方から、ふたりだけの思い出を話してくれたのだ。

「サフィニア様、やっぱり、わたしのことを覚えていて下さったのですか？」

　再会して半月が経たとうというのに、今ようやく彼女と向き合えた気がして、マローネは声を震わせる。目の奥が熱くなってきた。

「泣き虫おちびさんが、ずいぶんと強くなったと思ったのに……今度は泣きそうな顔をして……本当に、よく分からない方ですね、あなたは」

　サフィニアが穏やかな表情を浮かべる。淡々としていた口調も、ひどく優しい声音に変わっていて、マローネはたまらない気持ちになった。

「だって、嬉しくて……！　でも、強くなったんだから、もう泣きません……！」

「──知らないふりを続けたことを、怒らないのですか？」

「そんなことはいいのです！　なにか、ご事情があったのでしょう？」

　これまでのサフィニアの態度は、全て自分を遠ざけるためだったとすでにマローネも理解している。その上で、マローネは言うのだ。

「安心して下さい。強くなって会いに来ましたから！」

「あなたはあの時も、そう言ってくれましたね。……マローネ」

　別れの日のことを思い出すように目を細めたサフィニアに、静かに名前を呼ばれた。

「あなたにもう一度会うことができて、嬉しかったですよ」

「わたしもです！」

「でも、どうか無茶はしないで下さい」

　サフィニアの視線は、マローネの左頰に注がれている。

「私を守ると、あなたは言う。その真まっ直すぐさが、とても恐ろしい」

　きゅっと眉み間けんにしわを寄せたサフィニアは、辛そうに呟いた。

「恐ろしい、ですか？」

「五年前、どうして私だけが生き残ったと思います？　……守られたから、ですよ」

「え？　事故から……？」

「──賊ぞくからです」

「ぞっ……!?　五年前に賊なんて、そんな話……」

　マローネが絶句すると、サフィニアは寂しそうに笑う。

「五年前、母は私たちを庇って殺され──弟も、私を守ろうと賊の前に立ち塞ふさがって、殺されました」

　続けて語られたのは、当時事故と公表されていた内容とは違う状況だった。

「その襲しゅう撃げき犯はんは、どうなったのですか？」

「捕つかまっていません」

「そんな……！」

　だとすれば、サフィニアがこうして人との関わりを避けている理由は、家族の死から立ち直れないからだけではないだろう。今も命を狙ねらわれている可能性が高い。

「あなたも、ふたりと同じ道を辿たどってしまうのではないかと、怖くなるのです」

「わたしは、そんなつもりでは！」

「聞いて下さい、マローネ。あなたは、私にとって幸せだった頃の象しょう徴ちょうなのです。あの日……塀からのぞいた顔を見て、すぐに気付きました。赤い髪に、大きな青い目の友達を、忘れたことなどありませんでしたから。けれど……いいえ、違いますね。──だからこそ、あなたを遠ざけなければいけないと思いました。正直に告白すれば、今も思っています。私の立場を見たでしょう？」

　サフィニアが苦く呟く。

　表に出せない優しさ。それが、冷れい淡たんな態度や、王妃への露ろ骨こつな挑ちょう発はつの原因だったのだ。

「わたしはもう充じゅう分ぶんサフィニア様に助けていただきました。今度は、わたしの番です」

　マローネの言葉に、サフィニアが眉尻を下げる。

「あなたが言う恩人は、思い出として美化されたサフィでしょう。……私は、違います。隠れて過ごしている卑ひ怯きょう者ものです。今だって、あなたを利用するために、同情を誘う話をしているのかもしれませんよ？」

　脅おどすような口ぶりで、またマローネを守ろうとしてくれているのだと気付く。

　サフィニアは、優しすぎるのだ。

　自分を悪者にしてまでも、かつての友人の身を案じてくれている。

「サフィニア様は、変わっていません。幼い頃と優しさの表し方が違うだけです！　だからこそ余計に、今の優しすぎるサフィニア様が心配です。優しすぎて、ご自分を全然守ろうとなさらないから、わたしがそばでお守りしたいと思うのです！」

　マローネの断言に、サフィニアはため息をつくと苦笑した。

「なんて頑がん固こな。……でも……正直、あなたに嫌われなかったことに、安心しています」

「嫌いになるなんて、ありえません！　わたしは、ずっとずっとサーちゃんを思ってきたのです！　これから先だって、ずーっと大好きに決まってます！」

　力説するマローネに、サフィニアは目を瞬しばたたいた。それから、ほんのり頰を紅こう潮ちょうさせる。

「……なんだか、口く説どかれている気分です」

「くどっ!?　申し訳ありません、ご不快でしたか!?　決してそのようなつもりでは！」

　慌てるマローネがおかしかったのか、サフィニアが微笑む。

「違うんですか？　……残念」

「え……？」

　今度は、マローネが目をぱちくりする番だった。しかし、サフィニアはなにかを誤魔化すように続けた。

「窮きゅう地ちを助けてくれる騎士だなんて、まるで物語のようだと思っただけです。……本当に、あのおちびさんが騎士だなんて、今でも不思議な気がしますね」

「ご安心下さい、サフィニア様！　小さかろうと、しっかり鍛きたえていますから！　見て下さい、この腹筋！」

「──は？　……っ、ばっ……！」

　マローネは主の不安を払ふっ拭しょくするためにがばっと服をまくり、腹から胸むな元もとまで一気に見せた。腹筋は、鍛え抜いた証。だが、サフィニアは目を丸くしたかと思うと、急に真っ赤になり、なにか言いかけて言葉に詰まると、とうとう横を向いて叫んだ。

「どうして脱ぬぐんですか！　はしたない！」

「え？　論より証しょう拠こをお見せしようと思ったのですが」

「だからって……！　あなたには、女性としての慎つつしみが欠けています！」

　伸びてきた手が、たくし上げていた衣服を強引に下げる。

　そして、くっきりと眉間にしわを寄せた顔が、すぐ近くに迫っていた。

「サフィニア様、もしかして怒っているのですか？」

「当たり前でしょう！　他人の前で、女性がみだりに肌はだをさらしてはいけません！」

「え？　騎士団ではみんなやっていることですよ？」

「……はぁ？」

　騎士団あるあるだと言った途端、サフィニアの目が据すわった。

「今後は禁じます。断固として許可できません」

「でも、ごく普通の……」

　怒っていても綺麗な顔が、至近距離で悲しげなものに変わる。

「私のお願いよりも、大事なことなのですか？」

「分かりました、やめます！　二度と腹筋は見せません！」

　即刻降参すると、サフィニアは満足そうに頷いて離れた。でも、とマローネの口から言い訳がこぼれる。

「本当によくあることなんですよ？　女同士、着き替がえの時とかに」

「──女同士？　そ、それならそうと、早く言って下さい。いらぬ心配をしました」

「どんな心配ですか？」

　サフィニアは再び赤くなると、気まずそうに目をそらした。

「……絶対に、言いたくありません」

「そ、そうですか。分かりました、無理に聞きません。ですが、わたしが鍛たん錬れんに励んできた騎士だということは、ご理解いただけましたか!?」

「え？　ええ、それは……」

「ありがとうございます！　では、わたしの剣を受け取っていただけたりは……!?」

　すると、サフィニアは「ああ……」と思い出したように呟いた。

「そういえば、試用期間は半月でしたね。……私が許可しなければどうするのです？」

「いずれにせよ、わたしの気持ちは変わりませんので……サフィニア様に認めていただけるまで、諦めないつもりです」

　だけど、もう自分の気持ちだけを押しつけたりしませんと、マローネは小さく付け加えた。サフィニアがクスッと笑い声をこぼす。

「自覚があったのですか」

「……遅おそまきながら、ですが……。サフィニア様には、大変なご迷惑をおかけしました」

「ええ、本当に。──ですから、あなたを正式な護衛騎士にしたくありません」

「……っ！」

　分かっていた結果ではあるが、敬愛する主君に、面と向かって言われると重みが違う。立ち直れる気がしない。だがそう言い切った後、サフィニアは「でも……」と続けた。

「マローネ・ツェンラッド、それでもあなたが私の護衛騎士という立場を望むのであれば……護衛騎士見習いとして、受け入れましょう」

「……は？　あの……見習い、ですか？」

　マローネが思わず呆あっ気けにとられると、サフィニアがムッとした。

「なんです、その顔。不満なのですか？」

「不満というか……質問なのですが、試用期間との違いは？」

　有あり体ていに言ってしまえば、これまでと同じではないかと思ってしまったマローネだが、サフィニアからは否定された。

「大きく違います。まず、見習いには期限がありません」

「なんと!?」

「そして、私のそばにいることを許します」

「なんとぉっ!?　──申し訳ありません、わたしの理解力不足でした！　見習いという立場は、試用期間と全然違いますね、サフィニア様！」

　興奮するマローネに、サフィニアはひとつ頷いて続けた。

「……これから先、あなたが『もう嫌だ』と言うまでは、ずっと私の護衛騎士見習いです」

「────っ」

　その重い一言で、これが《隠れ姫》と呼ばれている今のサフィニアができる最大の譲じょう歩ほなのだと、マローネにも伝わってきた。

（急いだら、ダメ）

　今、ようやくサフィニアが心を開き始めてくれたのだ。大切にしなければいけない。

　マローネは、この想おもいが伝わるようにと大きく頷いた。

「光栄です、サフィニア様！　いずれあなたに認めていただけるその日まで、マローネ・ツェンラッドは精進いたします！」

　この人が、ずっとこんな風に気を張らずにいられるように守っていくのだと、マローネは胸中で決意する。

「あなたは本当に、物好きで……困った人です、マローネ」

　ほんのりと頰を赤くし笑うサフィニアに、マローネもつられるようにして笑う。和なごやかな空気が、室内に漂った。

　──コンコン。ノックと同時に、部屋の扉が開いた。

「サフィニア様、手当ては終わりました？」

　ひょっこりと顔をのぞかせたのは、ヨハンだ。

「ヨハン……せめて、返事を待ってから扉を開けて下さい」

　サフィニアは笑顔を消し、咎めるような視線をヨハンに向ける。だが、ヨハンは動じた様子もなく笑顔を見せた。

「あ、すみません。でも、上手にできたみたいですね。うん、さすが。器用なもんだ」

　さりげなく薬箱に薬をしまうあたりに気遣いがうかがえて、マローネは参考にしようと心の中に書き留める。

　一方ヨハンは、薬箱を持ち上げたまま、なぜかマローネとサフィニア、ふたりを見比べて動かない。うーんと唸ると「やっぱり、気になる」とサフィニアの方を向いた。

「なにが気になるのです？」

　訝しむサフィニアに、ヨハンはマローネを指さした。

「マローネちゃんが、こんなニコニコしてるんですよ!?　絶対、なにか喜ばせるようなこと言いましたよね？」

　半月経って去る人間の顔ではないと言うヨハンは、鋭するどい。だが、サフィニアはうるさそうに顔をしかめると、普ふ段だん通どおりの口調で告げた。

「別に……試用期間を終しゅう了りょうし、見習いとして採用しただけです」

「……は？　正式な護衛騎士じゃなくて、ですか？　マローネちゃん、いいの？」

　思ってもみなかったとばかりにヨハンが目を丸くして振り返る。

「はい！」

「うーん……本人が納得してるなら、いいか。じゃあ、護衛騎士見習いさんは、オレについてきてもらおうかな！　お疲れのサフィニア様にお茶を入れて、お持ちするんだ」

　サフィニア様の好む葉を教えてあげようと言われ、マローネは「ぜひとも！」とすぐさま飛びついた。

「急がないので、こぼさないようにして下さい」

　サフィニアからは、子どもにするような注意をされつつ一時部屋を退出する。そしてヨハンの後に続くと、再度尋ねられた。

「あんなにこだわってたのに、本当に見習いなんてわけの分かんない扱いでいいの？」

　主の前では言えないと思ったのか、部屋を出てから真意を確認してくれるが、マローネの答えに迷いはない。

「サフィニア様の、護衛騎士見習いがいいのです！　……いずれは正式な護衛騎士として、剣を捧げたいとは思いますが……。それは、サフィニア様がわたしという存在を本当に受け入れてくれた時です」

　サフィニアを急せかすように「騎士にしてくれ」と迫るマローネを見ていた彼も、だいぶヤキモキしていたことだろう。

「ヨハン殿にご指摘いただいたおかげで、わたしは自分の所業を顧みることができました。……無神経さを反省するばかりです」

「いや、言うほどひどくはなかったよ？　……少し、うっとうしいかな〜ってだけで」

「うっとうしい……」

　笑いながら先を行くヨハンは、肩かた越ごしにマローネを見た。

「オレは正直嬉しいよ。君がサフィニア様のそばにいてくれると」

「ありがとうございます！　これからも、よろしくお願いします！」

「うん、よろしく」

　ヨハンは人好きのする笑顔で答えると前を向いた。

「──……でもさ、見習いでいいなんて……あんまり悠ゆう長ちょうでも、こっちが困るんだよね」

「……え？」

　不ふ穏おんな声音にマローネが声を上げると、振り返ったヨハンは見たことのない冷たい目をしていた。

「君は、ずっとあの方のそばにいてくれよ？」

「もちろんです。……ヨハン殿、なぜ、急にそんなことを？」

「言っただろう、君のことは個人的に応援してるって。……オレは、君があの方に必要な存在だって思ってる。だから、見習いで満足して欲しくない」

　もっと、絶対的な関係が必要だというヨハンは、どこか焦っているように見えた。

「ですが、わたしはサフィニア様の心を大切にしたいのです」

「──そっか。……君ならきっと、それができるんだろうな」

　マローネの答えにハッとした顔になったヨハンは、苦笑とともにそう締しめくくった。

「変な話をしたね。君は、オレとは違うのに。せっかくできた後こう輩はいだから、ついつい熱くなっちゃったよ」

　これ以上は追及しないでくれと言いたげに笑い、ヨハンは背を向けて歩き出す。背せ丈たけが大おお幅はばに違うため、ぼーっとしていると置いて行かれると、慌てて追いかけたマローネだったが、──胸の中に、まるで小石を投げ込まれたかのように小さな波は紋もんが広がった。
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　マローネが護ご衛えい騎き士し見習いという立場になり、さらに半月が過ぎた。

　その間に、サフィニアの態度はもちろん、使用人たちの態度も柔やわらかくなり、ついにはマローネの部屋が準備されるまでに至った。

　もっとも大きく嬉うれしい変化は、サフィニアのそばに呼ばれるようになったことだ。今日も、マローネが主あるじの部屋の扉とびらをノックすると、扉の向こうから「どうぞ」と許可が出る。

「失礼します、サフィニア様」

「待っていましたよ、マローネ。今から城に向かいます」

　主の言葉に、マローネは顔を青くした。

　顔の傷は徐じょ々じょに薄うすれてきたものの、あの日の王おう妃ひの態度は忘れられるはずがなく、マローネは勢いきおい込んでサフィニアに尋たずねる。

「また、王妃様からのお呼び出しですか!?」

「いいえ。別件です。ついてきて下さい」

　言いながら、サフィニアはおもむろに部屋に備えつけてあるクローゼットを開けた。

　ドレスをかき分けるようにして左右に寄せると、露あらわになった奥の板をぐっと押す。普ふ通つうならばそれはびくともしないはずなのに、板は重い音を立てて後ろへと倒たおれていく。

「え？　サ、サフィニア様、なにを……？　──ええっ!?　動いた!?」

「マローネ、静かに。そこにある灯あかりを持って来て下さい」

「は、はい……？」

　マローネは言われるままテーブルの上に置いてあった小さな燭しょく台だいを手にする。サフィニアはすでにクローゼットの中に入っていた。慌あわてて駆かけ寄よると、下へ続く階段が見え、マローネも後を追う。

「来ましたね」

　待ち構えていたサフィニアの背には空くう洞どうが広がり、ずっと奥まで続いていた。

「ここ……通路、ですか？」

　降りてしまえば、想像よりもずっと広く、ふたりが横に並んでも道みち幅はばに余よ裕ゆうがある上、天てん井じょうも高い。

「屋や敷しきの地下にこんなものがあるなんて、知りませんでした」

「代々伝えられてきた隠かくし通路です。王城から、様々な場所へ道が張はり巡めぐらされているのですよ」

「ということは、本日はここを通ってお城に行くのですね」

「そうです。さあ、行きましょう」

「はい！　では、サフィニア様はわたしの後ろに──」

　護衛として当たり前のことを言っている途と中ちゅうで、マローネはひょいと手元の灯りを取り上げられた。

「あなたは道が分からないでしょう。今日は、大人しく私についてきて下さい」

　言って、サフィニアは手を差し出してきた。だが、意図が分からないマローネは首を傾かしげる。すると、サフィニアが小さく笑えみをこぼした。

「こういう時は、エスコートが必要でしょう？　お手をどうぞ、おちびさん」

　誘さそい文句の後、綺き麗れいな緑色の瞳ひとみに見つめられたマローネはドキリとした。灯りのせいだろうか、サフィニアの雰ふん囲い気きがいつもと違ちがって見える。

「手を取ってはくれないのですか？」

　少し掠かすれた声に、マローネの心臓はさらにドキドキする。

　差し出された手を取れというのが主の望みだが、今サフィニアの手に触ふれたら、うるさい心臓が余計激しく暴れそうで、マローネは両手を挙げた。

「無理です！　な、なんだか恥はずかしくて──ご容よう赦しゃ下さい！」

「──……なるほど」

　せっかくの気き遣づかいを拒きょ否ひしたのに、サフィニアは気分を害したりはしなかった。むしろ、満足げに頷うなずいている。

「いいことを聞いたので、ここは引きましょう。では、きちんと私について来て下さい」

「そ、それはもちろん！　ご安心下さい、サフィニア様の背中は、わたしが守ります！」

「心強いですね」

　言いながら、サフィニアは歩き出す。その後を追いかけつつ、マローネは主に尋ねた。

「サフィニア様、この通路は城のどこに出るものなのですか？」

「書庫です」

「なにか、調べ物でも？」

「……いいえ、あなたに伝えておきたいことがあります」

　前を歩くサフィニアの顔は見えない。だが、声が少し沈しずんだものへと変わった。

「屋敷ではダメなのですか……？」

「実際に見た方が早いと思うので。それに、この話は誰だれにも邪じゃ魔まされたくないのです」

　一体、なにを伝えたいのか考えたマローネは、サフィニアがあまり語りたがらないことと考えて、思い当たった。

「もしかして……五年前の？」

　言葉を濁にごしつつ尋ねると「そうです」と肯こう定ていされる。サフィニアが、事故ではなく事件だったと語った、あの件だ。

「ずっと、おひとりで調べていたのですか？」

「ただ、知りたかったことを整理するために来ているだけです」

　サフィニアは「ひとり」という部分を否定しなかった。それが不思議で、マローネは「ヨハン殿は？」と尋ねてみる。すると、しばしの沈ちん黙もくの後「誰にも秘密です」と返された。

「この通路もですが……ヨハンには、なにも教えていないのです。負担になるので」

「えっ!?」

　こういうことをしていれば、ヨハンが真っ先に手を貸しそうだが、サフィニアは彼にすら黙だまっているというのだ。

（ヨハン殿どのにも頼たよれないなにかがあるから、わたしをお供に選んだんでしょうか？）

　もしそうなら、なんとしてでも力になりたい。

　そう思いながら、マローネはサフィニアに続いた。

「──止まって下さい」

　制止の声を上げたサフィニアが行き止まりの壁へき面めんを触さわると、ガコンと音がして、壁かべが動いた。

「着きました」

　サフィニアが中へと入っていくので、マローネも続く。すると、そこはたしかに壁一面に本ほん棚だなが並ぶ部屋だった。が、書庫と呼ぶにはあまりに狭せますぎる。

「ここが、書庫ですか？」

「はい。書庫の最さい奥おうにある厳重保管庫です」

　それは、王の許しがなければ立ち入れないと言われている場所だ。自分が入ってもいいのかと慌てたマローネに、サフィニアは「かまいません」と落ち着いて答えた。

「部屋の様子を見れば、ここがどういう場所か分かるでしょう？　父上は、不特定多数に立ち入られては面めん倒どうだからと、許可制にしただけです」

　雑然とした室内だがサフィニアは、どこになにがあるのか把は握あくしているようで、迷いなく棚たなから一冊の書物を取り出した。

「これを見てもらえますか？」

　開かれたページにマローネが目を通すと、それは王族の行楽記録だった。

　日付は──五年前。

　忌いまわしい事件が起きた日の記録だと気付いてマローネは顔を青くしたが、サフィニアは続きを読むようにと促うながしてくる。

　──側室であるソニアと、その子どもであるサフィニア王女とサイネリア王子が行楽に出かけた旨むねが記されて……最後は、事故死という文字で締しめくくられていた。

「次は、これです」

　差し出されたのは、もっと前……現王、サフィニアの父が即そく位いした頃ころの記録だった。

　上の兄王子を続けて亡なくし、当時のこの国は混乱していたと分かる。

「……父は、元々は学者になりたかった、政まつりごとには無む縁えんな第三王子。本人に王になる意思はなく、周囲もまたそのような野心を求めていませんでした。けれど、兄ふたりが相次いで亡くなり、末の第三王子に順番が回ってきてしまった」

　兄王子ふたりが亡くなれば第三王子が王になるのは順当に聞こえる。

　しかし、当時の実情はもっと複雑で、軟なん弱じゃくで口下手な第三王子など王に相応ふさわしくないと叫さけぶ反対派が多く、国は内乱一歩手前であったとサフィニアが教えてくれた。

「そんな逆境の中で、父は大国の助力を得た」

　大国レンドン──この大陸でもっとも長い歴史と、強大な力、そして広大な領地を持つ国であり、現王妃の出身国でもある。

「自国平定のために力を貸してもらった結果、父は即位し、進められるがままレンドンの末すえ姫ひめを妻にした。そして、我が国はレンドンの干かん渉しょうを許すことになりました」

　そもそも、なぜ大陸きっての大国が、さして関わりのない小国の内乱防止に力を貸し、自国の姫まで嫁とつがせたのか？　──それは、ストリアの風土だ。鉱石の産出国であるため、財源として押さえておいて損はない。その上、温暖な気候と肥ひ沃よくな地で作物が育てやすく、港も持っている──レンドンが大陸を越こえて領地拡大を狙ねらっているとすれば、立地的にも都合がいい。だからこそ、庇ひ護ごという言葉を盾たてに干渉を続けたのだ。

　そんな思おも惑わくがあれども、ストリアとしては助かったはずだとサフィニアは語る。

　ここは小さな国だ。混乱している間に外から攻せめ込まれれば、あっという間に陥かん落らくしただろう。事実、続く記録にはレンドンからたびたび援えん助じょがあったと記き載さいされている。

　だからこそ、レンドンとストリアを繫つなぐ王妃は、なによりも重要だったので丁てい重ちょうに扱あつかわれ、一方で使節団と称しょうした大国の人間が我が物顔で闊かっ歩ぽするようになったのだ。

「ですが、五年前を境に使節団の訪おとずれは断たたれています」

　書物が閉じられ、サフィニアの声が固くなった。

「王妃の力を借り、体制を立て直した我が国ですが、安定すればさっさと掌てのひらを返し、今度は大国の庇護からの脱だっ却きゃくという声が大きくなっていきました」

　レンドンは過干渉だと愚ぐ痴ちを言う大人たちを見たのも、一度や二度ではないとサフィニアは難しい顔で語る。

「そこまで大だい胆たんに考えが転てん換かんできたのは、サイネリアがいたからです。側室とはいえ、自国の貴族の娘むすめが産んだ王子がいれば、後こう継けい者しゃの憂うれいはない。もはや大国から口出しされるいわれはないと強気に出ることができたのでしょう」

　それが間ま違ちがいだった──サフィニアは、はっきりとは口にしなかったが、暗い表情が答えを物語っている。

「レンドンが黙っているはずがない。それくらい、予想できたはずです」

「え……!?」

「五年前のあの日、私たちは王妃様の嫌いやがらせで、いつもの馬車を使えなかったのです」

　当時、サフィニアの母に対する王妃の嫌がらせは日常的に行われていて、矛ほこ先さきは子どもであるサフィニアたちにも向けられていたという。それほど王妃の側室母子おやこに対する怒いかりは強かった。

　事件当日も、せっかく母子でのんびり過ごせると思ったのに王妃に絡からまれ、お前たちには似合いだと古びた馬車を押しつけられた。

　内装はボロボロだったが、乗れるのならばかまわないと言ったのは双子だった。サフィニアの母ソニアは、この馬車では護衛をつけるとかえって悪目立ちするからと辞退しようとしたのだ。そんなソニアを、王妃は「好意を無下にするのか」と詰なじった。

　これ以上責められる母の姿を見たくなかった双子は、護衛が付かなくてもいいからと半ば強ごう引いんに母の手を引いて馬車に乗り、行楽に向かい楽しい時間を過ごす。

　そうして、その帰り道、襲しゅう撃げきされたのだ。

「襲撃犯は、レンドンの人間に間違いありません。発したのは、ほんの二、三言でしたが、訛なまりがありました。王族が乗っているとは思えない馬車に、戸と惑まどったのでしょうね、この馬車で間違いないかと確かく認にんし合っていました」

　自分たちが馬車で通る場所、時間、全てを把握していたのではないかとサフィニアは言った。当時乗っていた馬車はお世辞にも立派とは言いがたいものだったから、金目当てというのはありえない。

「それじゃあ……目的は、暗殺!?」

　強こわばったマローネを真まっ直すぐ見つめ、サフィニアは頷いた。

「あれは、レンドンに仕組まれたものだったと断言できます。……忘れません、彼らは迷いなくサイネリアを狙っていましたから」

　凶きょう刃じんから息むす子こを守ろうとしたソニアが最初に倒れ──立ち向かったサフィニアもまた傷を負った。襲撃者たちから姉を守らねばと思ったのだろう、自らの危機を顧かえりみずサイネリア王子が盾になり……。

「たまたま周囲を警けい邏らしていた騎士が駆けつけてくれて、私だけが助かりました」

　そしてサフィニアは騎士に保護され城に戻もどり、父王に事のあらましを訴うったえた。

　だが、王はなんでもない顔で言ってのけたそうだ。

　──事故で錯さく乱らんしているのか？

「え、事故って……自分の子どもが、襲おそわれたのに、ですか？」

「はい。どれだけ訴えても無む駄だでした。それどころか、父はしつこいと私を疎うとんじた。助けてくれた騎士も結局口を噤つぐみ、父の言葉に従いました」

　そしてすぐに、側室親子は事故死だったと発表された。

　早すぎる発表を聞いて、サフィニアは気付いたのだという。父もまた、自分たちを害する側の人間だったのだと。

「襲撃はあらかじめ計画されていたもので……父も、絡んでいたのです」

「陛へい下かが……？　どうして……！」

「私たちが邪魔だったのでしょう。母は、大国におもねることに反発していた国内の有力貴族のすすめで召めし上げられた人です。父は、愛情があって母を所しょ望もうしたわけではなく、国内でくすぶる自分への不平不満を制せい御ぎょするために必要だから、母を側室にしたのです」

　ところが、王妃より先に側室が懐かい妊にんし、よりにもよって男児を産んだ。王妃にとっても、ストリアを手中に収めようとしていたレンドンにとっても、生まれた王子は目の上のたんこぶだった。争い事の嫌いな王にとってもサイネリアは、望まぬ存在だったと語るサフィニアは、最後に付け加えた。

「そして、生き残った私は不要になった。問いただしに行った私を、誰の目も耳もないこの部屋に連れてきて、大人しくしていれば生きていることだけは許してやると」

「なんですか、その言い方は！　陛下は、なぜそのようなひどいことを……！」

「国のためだと答えるでしょうね。父は、そういう方なのです。切り捨てることにためらいがない。そうすることが国を守ることに繫がるという考えの持ち主なのです」

　だから──と、サフィニアは冷ややかな笑みを浮うかべた。ここにはいない、王の姿を思い浮かべているのだろうか。

「自分の子を産んだ女だろうが、血を分けた子どもだろうが、必要なら切り捨てられる」

　マローネは、喉のどに言葉が張りついたような感覚を覚えた。実際喉がカラカラに渇かわいていて、嫌な予感に体が緊きん張ちょうしている。

「五年前の真相は、ストリアの王が国内を平定するために側室親子の命を身代わりに差し出した──それだけのことです」

「お待ち下さい！　いくらなんでも、自分の子どもを……！」

「国のためです」

　断言される。我が子の犠ぎ牲せいをよしとする親がいるなんて信じたくないマローネだったが、サフィニアが語る真実は、あまりにも惨むごかった。

「五年前、父は私たちを……いいえ、正確には王位継けい承しょう者しゃであるサイネリアを差し出し、その地位を空白に戻すことで貸しを作り、レンドンからの干渉を軽減させ、内政に口を出すなと強気に出ることができた」

　実際、この事件を切きっ掛かけにストリアは他国との交流を徐々に制限してきた。現在はあのレンドンすらも最小限の交流になっており、出入国は厳重管理されている。

　だが、それが秘密裏の取り引きの結果だとなると……。

「人が亡くなっているのに……！」

　国同士の関係が難しいのは承知しているが、人の命で貸し借りなどという考えは理解したくもないとマローネは腹を立てる。

　するとサフィニアになだめられた。

「マローネ、あなたが怒おこることはないのですよ」

　誰よりも怒っていいはずのサフィニアが、どこか寂さびしそうに笑う。それが、さらにマローネの感情を揺ゆさぶった。

「怒ります！　陛下は息子を見殺しにして、なにも思わないような方なのですか!?」

　国のため。その言葉を掲かかげれば、なにをしても許されるのか。

　人の命を、それも我が子の命を交こう換かん条件にするなんて正気の沙さ汰たとは思えない。

　憤いきどおるマローネとは反対に、どこまでも静かなサフィニアは、こくりと頷いた。

「ええ、そうです。父は、王子の存在が災わざわいの種になるならば、切り捨てればいいと考える。……王女であっても、同じことです。騒さわぎ立てることなく大人しくしていれば、存在することだけは許されますが、少しでも王の意に添そわぬ行動をとれば、また五年前のような事故が起こるでしょう」

「……そんな、まさか、陛下がサフィニア様のお命を狙うと……!?」

　サフィニアは首を横に振ふる。

「いいえ。次は、あなたかもしれません」

「わたし、ですか？」

「ヨハンかもしれない。屋敷で暮らす、使用人の誰かかもしれません。……私が下へ手たを打てば、私の大切だと思う人が、不幸な事故に遭あうと、父に忠告されました」

　実の子を用済みと断じ、追い打ちのように脅おどしをかけてきたという王。サフィニアから語られる、人の親とも思えない所業にマローネは怒りしか感じない。あんまりだと思った。

「それを、お屋敷の皆みなさんはご存じなのですか？」

「いいえ。こんなこと……誰にも言えませんでした。命を狙われるかもしれないと常に怯おびえながら生活させるのは酷こくです」

　王に脅された事実を伝え、出て行ってくれればいい。だが、きっと彼らは怯えつつもサフィニアを案じて屋敷に残るだろう。それが分かっていたから、真実を告げることができなかったのだ。

「せめて、ヨハン殿には……」

　彼ならば、サフィニアの重荷を分かち合ってくれるのでは？

　そう思ったマローネだが、サフィニアはゆっくりと首を左右に振った。

「言えませんよ、ヨハンには特に。……また、私のせいで誰かが命を落とすかもしれないなんて……これ以上、彼を追おい詰つめることはできません」

　また？　追い詰める？

　その不ふ穏おんな単語は、マローネの頭に妙みょうに引っかかった。普ふ段だんのふたりからは、あまりにも遠い響ひびきだったからかもしれない。

「マローネ、あなたに教えたのは、あなたが私の護衛騎士見習いだからです。こういう事情がありますから、あなたは身の危険を感じたらすぐに私の下を去ってもかまいません。決して咎とがめない、ということを伝えておきたかったのです」

　だから、安心して……そんな風に言葉を続けそうなサフィニアに、マローネは頭かぶりを振る。

「わたしは、あなたを置いてどこへも行きません……！　絶対に!!」

　もしも自分がどこかへ行くなら、それはあなたと共にだとマローネが訴えれば、サフィニアは困こん惑わくし──それから目め尻じりを下げて、くすぐったそうに笑った。

「ありがとう。……私にそんな風に言ってくれるのは、あなたくらいですよ」

　とても優やさしい笑え顔がおなのに、見ているマローネの胸が痛くなる。

「いいえ！　ヨハン殿だって、きっと同じことを言うはずです！　だって……、だってヨハン殿は、サフィニア様の腕うで輪わをずっと身につけているじゃないですか！」

「──腕輪……」

「あの腕輪は、サフィニア様が大好きな人に贈おくるために作っていた腕輪でしょう？　ヨハン殿とは気持ちが通じ合っているから、決して外さないんですよね？　……特別な人が重い事情を抱かかえているのなら、頼られないのは悲しいです！」

「…………」

　サフィニアの笑みに、困惑が混じった。流れた沈黙に、マローネは首をひねる。

「えーっと、その……サフィニア様たちは、いわゆる……恋こい仲なか、ですよね？」

「……ああ、なるほど。そういう勘かん違ちがいですか」

　サフィニアは逡しゅん巡じゅんの後、意を決したように口を開く。

「マローネ、勘違いしているようですが、ヨハンには昔から思い続けている相手がいます。でもそれは私ではないと断言できます」

「そんな！　では、サフィニア様の片思い……!?」

　衝しょう撃げきを受けるマローネに、サフィニアは首を縦に振った。

「そうですね。今はまだ私の片思いでしょう。ただし、私が思う相手も別の人ですが」

「なんと……!?」

　自分が頭の中に描えがいていた相関図とはだいぶ異なる関係性に、マローネは混乱した。たしかにヨハンも否定していたが、サフィニアにも別の思い人がいるなんて──。

「どのような方なのですか!?」

「気になるのですか、おちびさん？」

　そう言って小首を傾げるサフィニアに、マローネは「もちろんです！」と勢いよく答える。すると、相手のことを話せるのが嬉しいのか、サフィニアがはにかんだ。

　王の話題から気をそらすことができて安あん堵どしたマローネだったが、同時にサフィニアから自然とこんな表情を引き出す相手に羨うらやましさを覚えた。

（誰なんですか！　サフィニア様に思われる、ストリア……いいえ、大陸一番の幸せ者は！　当然、わたしより強くて、ヨハン殿より気が利きいて、わたしたちよりもサフィニア様のことを大好きな男でしょうね!?）

　ヨハンだから受け入れられたのに、突とつ然ぜん降って湧わいた第三者の存在に、マローネの心はかき乱される。

「そうですね……とても明るい人です。いつもニコニコ笑っていて、見ているとこちらの気持ちも明るくなる……そんな、魅み力りょく溢あふれる人ですよ」

「ぐぬぬっ……具体的には、どのようなお仕事をされている方なのですか？」

　サフィニアは、夢見る乙女おとめのように頰ほおを染め、恥ずかしそうに囁ささやいた。

「……騎士です」

「なっ……なんとっ!?」

「あなたが、よく知っている人です」

　自分の知り合いと聞いて、マローネの頭の中には、騎士団の友人知人の顔が浮かび上がっては消えた。

（エスティ……は、ないですね。彼は、どちらかというと、いつもプンプンしてますから！　あとは…………ハッ！　もしや……！）

　それは、さながら天てん啓けいのような閃ひらめきだった。マローネの脳のう裏りに、いつも明るく笑顔な騎士というサフィニアの言葉にぴったりな人物が浮かんだのだ。

　彼ならばサフィニアとも関わりがあるので可能性は高いと踏ふむ。

「もしやそれは……──ジェフリー副団長ですか!?」

「……は？　今、なんと？」

　恋する乙女のような恥じらいは一いっ瞬しゅんで消え去り、再会当初のような冷ややかな眼まな差ざしを向けられてしまって、マローネは「あれ？」と首を傾げる。

「ち、違いましたか？」

「かすりもしません」

　サフィニアは、本気で気分を害しているようだった。

「なんというか、その……大変失礼いたしました」

「ええ、本当に。……ジェフリーとは、似ても似つかない、実直な騎士なのですから。比べるのもおこがましいです」

　腹立たしげな声に、マローネは引っかかりを覚えた。

　今の口ぶりだと、嫌きらっているように聞こえたからだ。

　サフィニアも、自分の言い方に棘とげがあったと気付いたのだろう、ため息をつくと「実は……」と理由を教えてくれた。

「五年前、私を助けてくれた騎士がいたと話したでしょう？」

「は、はい」

「……その騎士が、ジェフリーだったのです」

「え、ええっ!?」

「当時はまだ、副団長ではありませんでしたが、父上のいいなりになることで、今の地位についた。そもそも、あの男は、母上の……」

「ソニア様の？」

「──ジェフリーは、私の母の元婚こん約やく者しゃだったのです。母に側室の話が持ち上がった時、婚約はすぐに白紙に戻され……両家には、それに見合う謝礼があったそうですよ。……マローネ、あなたが知るジェフリーという男は、きっと尊敬できる副団長なのでしょう。ですが、彼も真実を知りながら、口を噤んだひとりなのです」

　副団長としての顔だけがジェフリーの全てではないとサフィニアは暗に語る。公正で面倒見のいい副団長像が、今知った情報でぐらつき始める。

　サフィニアもまた、複雑そうな顔をしていた。

「……ごめんなさい、マローネ。突然こんな話を聞かされても、困ってしまいますよね。忘れて下さい」

「いいえ」

　マローネは頭を振った。

「サフィニア様が、わたしを信しん頼らいして話してくれた真実です。決して、忘れません」

　大好きな相手が背負う荷ならば、分かち合いたいし、頼って欲しいと思うものだ。それは、マローネも例外ではない。

「忘れろと、線を引かれる方が悲しいです、サフィニア様」

「……そうでした。あなたは、どこまでも真っ直ぐな方でしたね。だから、私は──」

　不意に、サフィニアの手がマローネの顔に伸のびてきた。両りょう頰ほおを挟はさまれて、顔をのぞき込まれる。

「──ありがとう、マローネ」
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　サフィニアの瞳に、自分の姿が確認できる。それくらい近い距きょ離りで告げられた感謝の言葉には、常に見え隠れしていた寂しさが感じられなかった。

　自分は、少しだけでも、今だけでも──サフィニアの心を軽くできたのだ。それが嬉しくて、泣きたくなる。誤ご魔ま化かすように何度も目をパチパチしていると、サフィニアが小さく笑った。

　近かった顔の距離が、さらに縮まる。目尻にサフィニアの唇くちびるが近づいてきて、マローネは思わず目を閉じた。

　ふにゅっとした柔らかい感かん触しょくが一瞬押しつけられ、離はなれていく。考えるまでもない、今のはサフィニアの唇の感触だ。途と端たん、カーッと顔が熱くなる。

　パッと目を開けると同時に、マローネは叫んだ。

「いいい一体なにを!?」

「ああ、よかった。止まりましたね」

「え？」

　対して、サフィニアは冷静だった。マローネの頰を挟んだまま、じっと見下ろして笑う。

「泣きそうだったので、心配したのですよ」

「え？　ええ？」

「涙なみだが止まる、おまじないです」

　サフィニアに当たり前のように言われると、ここまで過か剰じょうに反応する自分がおかしいのかという気持ちになってしまい、マローネは「そう、です、か」と釈しゃく然ぜんとしないながらも引き下がる。

　すると、サフィニアは「ふふ」と含ふくみ笑わらいを浮かべた。

「ど、どうなさいましたか、サフィニア様？」

「素す直なおだなと思っただけですよ。……こうも素直だと、誰かに騙だまされそうで心配です」

「サフィニア様、もしや、わたしを小さな子どもだと思っていませんか？」

　同性だろうと、同年代相手にすることではない。不満に思ったマローネの問いに、サフィニアは心外だと呟つぶやいた。

「以前ならまだしも、今のあなたを子ども扱いできるはずないでしょう。……子どもには、こんなことしません。あなたにだから、したくなるんです」

「え？」

「分からなくても、いいのです。……私の悪ふざけと思い、許して下さい」

「わたしは、分かりたいです。……今のあなたのことを、少しずつでもいいから知っていきたいと思っています」

　マローネが言い終えるなり、サフィニアが驚おどろき、一気に頰を朱しゅに染めた。頰に触れていた手が離れ、緑の瞳が落ち着きなく、あちこちに視線を迷わせる。

　一体、どうしたのだろう？

　マローネが心配して名前を呼ぼうとすると、サフィニアが掠れた声で言った。

「……あなたは、私の欲ほしい言葉ばかりくれる。だから……」

「……？」

「だから……時々、らしくないことをしてしまうんです」

「らしくない？」

「ええ。今のおまじないだって、《隠れ姫》がすることではないでしょう？　……あなたといると、自分の立場を忘れそうになる……」

　これではいけないと戒いましめるように呟くサフィニア。その姿がなんだか寂しそうで、マローネは衝しょう動どう的てきにサフィニアの手を摑つかんだ。

「マローネ、なにを……」

「わたしは、サフィニア様の新たな一面を知る機会を得られて、嬉しく思います！」

《隠れ姫》らしさにこだわらなくてもいい。せめて、自分の前では気を張らずにいて欲しいと、マローネは手を握にぎりしめて力強く告げる。

「そんなことを言って、困るのはあなたですよ？」

「いいえ、困りません！　この先もずっとサフィニア様のおそばにおりますから、どうぞあるがままのお姿で接していただければ！」

「……あなたが、ずっとそばにいてくれたなら……きっと、幸せでしょうね」

　呟きと共にサフィニアの手に力がこもり、ぎゅっと握り返され、マローネは口を閉じた。

　そんな未来が欲しくてあなたに会いに来たのだ。そんな己おのれの望みを言葉で伝えるかわりに、主の手を握り続け──束つかの間ま、一言も口を開かない静せい寂じゃくの時間が流れる。

　やがてサフィニアが、くいっとマローネの手を引いた。

「さて、そろそろ戻りましょう。あまり長く屋敷をあけては、メアリたちが心配します」

　マローネは頷いて、手を離すかどうか迷った。しかしサフィニアに離す気配がない。

「サフィニア様、あの──」

「……もう少しだけ。屋敷に戻るまででいいので、このまま繫いでいてくれますか？」

　寂しそうな笑顔で控ひかえめに告げられるお願いに、マローネはすぐさま首を縦に振る。

「ありがとうございます、マローネ」

　ほんの少しだけ、声に嬉しさが混じるのが分かって、マローネもまた嬉しくなった。

　こんな風に頼たのまれたら、どんな無理難題でも叶かなえたくなってしまう。

（サフィニア様には、笑っていて欲しい……）

　マローネは、繫いだ手に力を込めて強く思った。

　自分が語った未来に、夢見るような表情で答えてくれたサフィニアが、一ひと欠片かけらでもいい、自分自身の明るい未来を思い描いてくれたらと。




　また、地下通路を通り屋敷へ戻る。

　言葉がない空間では繫いだ手をどうしても意識してしまい、マローネは内心うろたえた。

　主であるサフィニアが望み、まして人目があるわけでもない。堂々としていればいいのに、どうしてだろうか……マローネは顔の傷を手当てしてもらった時と同じ不可思議なドキドキに悩なやんでいた。

　昔、サフィニアはよくマローネの手を引いてくれた。だから、懐なつかしさを感じることはあっても正体不明の動どう悸きに襲われる理由はないはずなのに……。

（手、大きいなぁ……）

　それに、少し固い。マローネの手も潰つぶれた肉刺まめのあとなどがあるから、固い手ではあるのだが……たおやかな美女であるサフィニアの手が固いなんて、おかしな話だ。意外に大きな手と長い指、柔らかさとは反対の感触に、なんだか落ち着かない気持ちになる。

「マローネ」

「は、はい!?」

　急に呼ばれて、うわずった声が出た。

　しかし、サフィニアは別段咎めずに、目元を和なごませる。

「また、地下に付き合ってくれますか？　……地下には何本もの道が通じているのです。いずれ、他の経路を教えてあげたいので」

「そのような重大な秘密を、わたしに教えてしまってよろしいのですか？」

「いいのですよ」

　サフィニアが、はにかんだ。

「──あなたは、特別です」

　続けられた言葉とほんのり赤くなった頰に、なんだかマローネも照れくさくなる。

「光栄です、サフィニア様！」

　それは信頼の証あかしだ。マローネが喜ぶと、サフィニアも「うん」とひとつ頷く。

「よかった。……でしたら、またこうして手を繫ぎましょうね」

「……え？」

　びっくりして思わず声が出たマローネだが、それを拒否と受け取ってしまったらしいサフィニアの手に、微かすかに力がこもる。

「……嫌でしたか？」

　たちまち、サフィニアの顔には不安がいっぱいに広がった。

「嫌だなんてそんな！　ただちょっと、ドキドキして驚いただけです！」

　慌てて言わなくてもいいことまで口に出して言い訳すると、サフィニアはきょとんとした。それから、また少し面おもはゆそうな表情を浮かべ繫いだ手に力がこもる──部屋に戻るまで、ふたりの手は、ずっとそのままだった。







　地下通路を知ってから数日は、穏おだやかだった。

　ヨハンが近頃朝帰りばかりだとメアリに叱しかられていたこと以外は、だが。

　彼は祖母に怒られてもなお懲こりずに夜抜ぬけ出す。マローネは「勝手に夜回り」の際に何度か遭そう遇ぐうし、夜の見回りをサフィニアに言いつけないことを条件に見み逃のがしたこともある。大人の付き合いだと言っていたが、どこへ行くのかまでは教えてもらえなかった。

　サフィニアとの恋仲はマローネの勘違いだったと判明したが、それでもヨハンは主に仕える者だ。それなのに、連日朝帰りはどうかと思う。だが、主たるサフィニアはヨハンの朝帰りを把握しつつも黙もく認にんしていた。

　──中庭の大木の下で、今日は昼を過ぎてもヨハンの姿が見当たらないことをマローネが心配していると、こう言われてしまった。

「ヨハンが、ふらりといなくなるのは、よくあることです。……昔の友人との付き合いがあるそうなので」

「それって、騎士だった頃の、ですか？」

　マローネの何気ない問いに、サフィニアは心底驚いたようだった。

「……彼が騎士だったこと、よく知っていましたね」

「ヨハン殿が、以前話してくれたので……」

「ヨハンが、ですか？　……珍めずらしい。彼は、あまり昔の話をしたがらないのに」

「そうなのですか？」

「……いえ、私限定で、なのかもしれません。お互たがい、いい思い出がないので。──とにかく、ヨハンの外出には目をつぶってあげて下さい。それくらいは、自由にさせてあげたいのです」

　サフィニアはヨハンに特別な感情はないと言った。

（でも、気にかけてはいますよね）

　自由にさせたいと言うサフィニアの表情には、苦いものが混じっている。

（……今のわたしにはまだ言えない、なにかがふたりの間にあったのでしょうか）

　サフィニアの方がヨハンに遠えん慮りょしている、その原因が分からない。

　だが、互いに恋愛感情はないとしても、ヨハンがサフィニアへ向ける気遣いや優しさは本物だ。腕輪を大切にしていることからも、サフィニアという存在はヨハンにとって特別なのだろう。

　どちらかと言えば、サフィニアの方が、一線を引いているらしい。

「サフィニア様は……ヨハン殿のことがお嫌いなのですか？」

「まさか」

　恐おそる恐る尋ねると、すぐに否定された。だが、続けられた言葉にマローネは絶句した。

「嫌っているのは、向こうです。……いいえ、すでに失望されていると言った方がいいかもしれませんね」

「──っ」

　断じてそんなことはない。普段のヨハンを見ていれば明らかなのに、サフィニアは心からそう思っているようだった。

　──サフィニアとヨハンは、完全にすれ違っている。

「あの、お言葉ですが、ヨハン殿は……──っ!?」

　自分が見てきたふたりの姿は、決してサフィニアの言うような乾いたものではなかった。そう伝えようとしたマローネだが、ふと視界の端はしにチラリと動く影かげを見つけた。

「サフィニア様……」

「どうしましたか？」

　表情を引き締めたマローネを見て、ただならぬものを感じたのか、サフィニアが常よりも不安そうな声を出した。

　主を庇かばうため前に出たマローネは、振り返らず告げる。

「──曲くせ者ものです。どうかこのまま、わたしの後ろに」

　すると、気付かれたことに開き直ったか、茂しげみの中から男が三人出てきた。いずれも目元以外を布で隠し、抜き身の剣けんを手にしている。中でも、一歩下がっている男は相当の手て練だれだろう。だが他は素人しろうとに違いない。構えが隙すきだらけだ。

「おい、あの金きん髪ぱつがそうか？」

　粗そ野やな口調でひとりが声を発する。

「そうだ。金髪の女が、《隠れ姫》だ」

「へえ〜美人じゃねぇか」

「オレとしちゃ、もっと色っぽい格好の方が嬉しかったけどなぁ。ああ、体に傷があるんだったか？　かわいそうに。男が萎なえるほどの傷かどうか、オレらで見てやろうか？」

　饒じょう舌ぜつなのは、自分たちの優位を確信しているからだろうが、実にくだらない。

　マローネは眉み間けんにしわを寄せ、聞くに堪たえない会話を打ち切った。

「それ以上、サフィニア様のお耳を汚けがすことは許しません。即そっ刻こく黙りなさい」

　男たちは、顔を見合わせると、ゲラゲラと笑い出す。

「おいおい、お嬢じょうちゃん。黙らないとどうなるって言うんだよ」

「──痛い目をみることになります」

　同時に、マローネは地面を蹴けった。

　マローネを侮あなどっていた男が、驚いたように目を見開く。油断しきっていたその腹部を手にした剣で打った。げえっと潰れたようなうめき声を上げ、ひとりが崩くずれ落おちる。

　加減はしたが、立ち上がれない程度には叩たたいた。しばらくは動けまい。

　マローネはそのまま、くるりと体を反転させ、泡あわを食っていた隣となりの男の横よこ面つらを剣で殴なぐり飛ばす。この男は耳障りな発言をしたため、少々手て荒あらくなった。ふらついたかと思うとバタリと倒れてしまったが、気絶しただけなので放っておく。

　ふたりは拍ひょう子し抜ぬけするほど簡単に片付いた。この程度の腕うでならば、屋敷に侵しん入にゅうなど不可能だ。サフィニアの屋敷は城の敷しき地ち内にあり、侵入は容易ではないはず。

　最後の男は、足手まといをふたり抱えてもなお余裕がある。相当な腕の持ち主なのか……懸け念ねんを抱いたまま、マローネが手練れと目もくした相手に視線を転じれば、すでに男は動いていた。

「いい腕だな、小娘」

「……っ……！」

　音もなく距離を詰められ、背後をとられていた。

「だが、命を奪うばわなかったのは甘い。その甘さが、命取りだ。……剣を捨てろ」

　三つ編みを摑まれたせいで、マローネの動きが制限されてしまう。髪かみを強く引っ張られマローネは僅わずかに顔をしかめた。喉元に向けられた刃やいばは、なんとか自分の剣で防いでいるものの、このままでは身動きがとれない。マローネの窮きゅう地ちに、サフィニアが声を上げた。

「──おやめなさい。……用があるのは、このサフィニアでしょう。他の者に危害を加えることは許しません」

「あなたは、心の弱い引きこもりの姫だと聞いていたが……噂と違い、ずいぶんと気き丈じょうなようだ」

　男の注意が、少しの間だけマローネからそれた。

　マローネは、ほんの一瞬だけ緩んだ拘こう束そくから抜け出すため、喉元の刃を払はらいのけ、体に力を込めて前のめりになった──そのまま、摑まれていた髪を剣で断ち切る。

「マローネ……！」

「小娘！」
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　サフィニアが驚きょう愕がくの声を上げ、男は髪の束を投げ捨て苛いら立だったように吠ほえたが、遅おそい。

　自由を取り戻したマローネは、男の脇わき腹ばらへ一いち撃げきを叩き込んだ。

　動きを鈍にぶらせた男が崩れると同時に、マローネは首の側面を打つ。それが決め手になり、男はそのまま意識を失った。

「マローネ！」

　マローネがそばに駆け寄るより早く、サフィニアの方が近づいてきていた。

　その顔はひどく青ざめていてマローネの胸中に後こう悔かいの念が広がる。

「申し訳ありません、サフィニア様に怖こわい思いを……」

「私などより、あなたです……！　あなたの、髪が……」

　本当に悲しそうに、サフィニアはマローネを見下ろしていた。ざんばらになった赤しゃく銅どう色いろの毛先に伸ばされたサフィニアの手は、震ふるえている。

「……綺麗な髪だったのに、私のせいで……！」

　王妃に顔を叩かれた時と同じだ。サフィニアはまたマローネの心配をし、自身を責める。

「わたしの髪など、また伸びます」

　言って、マローネはサフィニアの手を握った。震える手は、指先まで冷たい。

「──あなたをお守りする。これ以上に大切なものなどありません、サフィニア様」

　顔の傷はマローネにとって誇ほこりだ。この髪は、あわや後おくれをとるところだった自分への戒めであり、引き換かえにサフィニアを守れたならば惜おしむものではない。

　だから、悲しい顔はしないで欲しいと伝えると、サフィニアは目を大きくして迷うように口を開いた。

「……ならば、私はあなたに、ありがとうと言うべきでしょうか？」

　ああ、その言葉ならば嬉しい。マローネが笑顔を浮かべると、サフィニアはまたしても虚きょを衝つかれたように目を見開く。

　そして、握られた手にもう片方の手を重ね合わせると、マローネの手を包み込み淡あわい笑みを浮かべた。

「ありがとう、マローネ。──……本当に、ありがとうございます」

「もったいないお言葉です！」

　だが、浮かれてはいられない。転がっている奴やつらには、聞いておきたいことがある。

　意識があるのは、最初に倒した男だけだ。這はいつくばって逃にげようとしているところに近づくと、男は最初とは打って変わり真っ青になった。

「い、命だけは！」

　王女の命を狙っておいて、失敗したら命いのち乞ごいなんて、やはり素人だ。

　これではたいした情報は引き出せないか……と思いつつも、マローネは地に頭をこすりつけ震えている男に詰きつ問もんした。

「誰に頼まれた？」

「おれたちは金につられただけだ！　酒場で声をかけられて……金もやる、準備もこっちでやるからって言われて！　ちょっと脅おどかすだけでいいって！　本気で殺すつもりは！」

「三人とも同じか？」

「アイツは違います！　後で引き合わされました！　アイツの言う通りにすれば簡単だからって……！」

　なるほど、だからお粗そ末まつだったのかとマローネは納なっ得とくした。ふたりは捨すて駒ごまで、本当の目的を知っていたのは、手練れの男だけだったのだろう。

「……酒場で声をかけてきた相手の特徴は？」

「男です！　場末の酒場じゃ浮いてる、やけに身なりのいい奴で──」

　男はペラペラと依い頼らい主ぬしのことを喋しゃべりだす。

「顔は覚えているのですか？」

　サフィニアが問うと、男は飛び上がらんばかりに驚き、また頭を下げた。

「顔はよく見てません！　ずっと外がい套とうのフードを目ま深ぶかにかぶってたから！　でも、声は聞きました！　それに、格好は上等だったから、金持ちに違いない──あ、でも……」

「でも、なんです？」

　気になるところで区切った男に、サフィニアが冷たい声で続きを促す。

「う、腕輪！　腕輪をしてました！」

　腕輪なんて、誰でもしているだろうに、とマローネは首を傾げる。

「服も靴くつも、外套だって高そうなもんだったのに、腕輪だけはしょぼかった……」

「しょぼかった？」

　金持ちが、しょぼい腕輪？

　不思議に思ってマローネが繰くり返すと、男はパッと顔を上げて勢い込んだ。気を引けたことで、見逃してもらえると思ったのかもしれない。

「そ、そうだ！　ガキのおもちゃみたいな──ふごっ！」

　不意に男の言葉が途と切ぎれたかと思うと、白目をむいて、前のめりに倒れてしまった。

　マローネが顔を上げるとそこには……。

「ご無事ですか、サフィニア様！」

　息を切らせたヨハンが立っていた。




　襲撃犯たちが、騎士に連行されていく。

　──あの後、すぐに騎士団が駆けつけてきてくれた。

　異常に気付いたヨハンが、メアリに騎士団への連れん絡らくを頼んだという。そして自身は中庭に走り、怪あやしい男を後ろから殴りつけたのだ。動どう揺ようしていて、まさかマローネが情報を聞き出している最中だとは思わなかったのだと、後からヨハンがすまなそうに謝ってきた。

　今彼は、ジェフリーと難しい顔で話している。

　一方でマローネは、急ぎサフィニアに屋敷の中へ戻ってもらい、男から聞き出した情報を騎士たちに伝えた。駆けつけた騎士の中には、同期であるエスティもいたのだが、彼はマローネの証言を聞いてからずっと、考え込んでいる。

「……なあ、マローネ。連中は素人だと言ったな？」

「はい。ひとりを除いては」

　マローネのざんばら髪をチラリと見たエスティは「そうだろうな」と顔をしかめ頷く。

「だが、それでも王宮内で誰にも見み咎とがめられず、この屋敷の中にまで入り込んだなんて……いくらなんでも無理だろう」

　マローネも同感だった。こくりと頷いて、話を続ける。

「内部に手引きした者がいた。そういうことですよね？」

「ああ。この失敗で懲りて、終わればいいが……」

　捨て置かれた《隠れ姫》の屋敷に、巡じゅん回かいの目は届かない。

「油断するな、マローネ。今回は髪ですんだが、次は分からない。……《隠れ姫》の騎士になるんだと散々息巻いていたんだ、醜しゅう態たいをさらすなよ」

「無論です」

「それでいい。それでこそ僕が……ごほんっ！　この僕が、認めた相手だ」

　皮肉が混ぜ込まれたエスティらしい激げき励れいを聞いたところで、騎士たちがざわめいた。

　マローネたちもなんだと視線を動かすと──。

　屋敷に戻ったはずのサフィニアが、しずしずとした足取りで姿を見せたのだ。

　人前に出てこない王女が、自分の屋敷の中庭とはいえ騎士たちのいる場所に現れたことによるざわめきだった。

「《隠れ姫》……!?」

　エスティも、驚いたように呟いた。

「こら！　不敬ですよ！」

　マローネがすねを蹴飛ばそうとすると、彼は素す早ばやく避よけた。だが、視線はサフィニアを捉とらえたまま。他の騎士たちも、サフィニアに注目している。

　さすが副団長だけあり、冷静だったジェフリーが最初にその場に片かた膝ひざをついた。他の者も慌ててならう。

　しかし、みんなどこかポーッとしていた。実物のサフィニアに見とれているのだ。

（たしかにサフィニア様はお美しい方です！　見とれるのも分かりますが……！）

　女から見ても、うっとりする美び貌ぼう。感かん嘆たんする皆の気持ちは痛いほど分かるが、そんなにじろじろと見ないでもらいたい。

（うぅ、なんだか面おも白しろくない！）

　男たちの視線を集めて居い心ごこ地ちが悪そうだったなら、それを理由に屋敷に連れ戻すこともできるが、サフィニアは大変堂々としていた。

「久しいですね、ジェフリー」

　迷いも怯えもなくジェフリーの前に立つと、声をかける。ふたりの間にあった経緯いきさつを思い出したマローネは、会いたくなかったのではと心配したが──現れたサフィニアは、綺麗な微笑ほほえみで感情を隠していた。それは完かん璧ぺきな王女の姿だった。

「はっ、覚えにあずかり光栄です、サフィニア様。不敬な輩やから共どもは、すでに我らが捕とらえましたので、どうぞご安心下さい」

　ジェフリーは少しの間、じっとサフィニアの顔を見ていた。まぶしいものでも見るかのように目を細めている彼の胸中はうかがい知れずとも、マローネにはジェフリーがなにかを懐かしんでいるように思えた。少なくとも、悪意は感じない。

　だが、今のサフィニアのように、自分の気持ちを隠しているとも限らない。サフィニアは思うところのあるジェフリーに、そつなく対応しているのだから。

「ありがとうございます、ジェフリー。皆にも、感謝いたします。……お邪魔してしまいましたね、どうぞ仕事を続けて下さい」

　他の者たちにもサフィニアは言葉をかける。一介の騎士を労いたわってくれる王女に、誰も彼もが感嘆のため息をついた。

「……噂と違うな」

　エスティも、サフィニアの態度に驚いている。

　立ち居振る舞いに隙がない、優ゆう雅がで麗うるわしい王女──これが本来のサフィニア王女だと、この場にいた者には分かっただろう。屋敷を去ろうとするものの、視線はちらちらとサフィニアに向けられている。

　これはよくないと思ったのか、ジェフリーが部下たちを一いっ喝かつしようとした寸前で、襲撃犯たちを連行したはずの騎士が、慌てて駆け込んできた。

　耳打ちを受けたジェフリーの顔が険しくなる。

「……申し訳ありません、サフィニア様。失態です。……襲撃犯のひとりを、まんまと取り逃がしてしまいました」

　重苦しい口調で告げ、ジェフリーは頭こうべを垂れたのだった。




　襲撃犯のひとりが逃とう亡ぼうしたという知らせを受けた後、ジェフリーたちは慌ただしく引き上げた。改めて屋敷周辺に警護を付けた方がいいだろうと判断し、態勢を整えるため一いっ旦たん騎士団に戻ったのだ。

　しかし、いくら待っても警護役はおろか情報も届かない。

「わたし、騎士団に行ってきます」

　暗くなってからでは、危険が増す。まだ陽もあるうちならば、とマローネが情報収集役を買って出たが、ヨハンに止められた。

「そういうのは、オレの役目。マローネちゃんは、サフィニア様に付いてるべきだよ。護衛騎士なんだから、そばを離れたらダメだろ？」

「──っ!!」

　言われて、マローネはハッとした。

「だから、オレに任せて、君はサフィニア様をそばで守っててくれ。サフィニア様も、それでかまわないですよね？」

「……それが、妥だ当とうでしょう。おちびさんは、見習いとはいえ、対外的には私の護衛騎士と見なされていますから」

　サフィニアが狙われた今、護衛騎士がそばを離れるのは得策ではないし、外聞も悪い。マローネは、主が軽かろんじられる原因を作るところだったと気付く。

「……分かりました。わたしがサフィニア様を全力でお守りしますので、ヨハン殿、騎士団へお願いします！」

　安心したのか、ヨハンが肩かたの力を抜いた。

「ああ。行ってくる。オレは足が速いから、すぐ戻るよ」

　明るい口調で言いながら片手を上げるヨハンを見送って、マローネは考える。

　誰がサフィニアの命を狙ったか……──まず考えられるのは、サフィニアを脅したという王だが、今日までサフィニアは慎つつましやかに暮らしてきた。今さら狙う理由もないはずだ。ならば不仲と噂される王妃だろうか──だが実際にマローネが見た王妃は、誰かに襲撃させるよりも、サフィニアを呼びつけ、直接ネチネチ、チクチクとやっては憂うさ晴ばらしを楽しむ人物に見えたが。

（もしくは、王妃様の取り巻きの誰かが先走ったとか……）

　しかし、だ。王妃のご機き嫌げん取りのために、一国の王女を害する度胸がある貴族などいるだろうか。なんの見返りもないのに。

（ダメです……絞しぼれない）

　正しくは、コイツだと絞りきれる要素が少ないのだ。

　手がかりは場末の酒場に現れた「しょぼい腕輪をつけた金持ち風の男」だけ。

　おそらく逃げた犯人というのは、あっさり倒れた素人ふたりではなく、手練れの男だろう。ならば、残ったふたりから、どれだけ情報を引き出せるかだ。詰問の続きを、騎士団で聞き出してくれていればいいのだが──。

　ふとマローネが顔を上げると、サフィニアがじっと見つめていた。

（安心して下さいね、サフィニア様。必ず守り抜きますから……！）

　そんな思いを込めて笑いかけたものの、サフィニアの表情は晴れない。

　少し、落ち着いた方がいい。

　そう思ったマローネは、サフィニアに椅い子すに座るよう促した。

「お茶をお持ちしましょうか？」

　サフィニアの好きな茶葉は教えてもらっている。濃こいめのお茶を好むことも。

　だが、サフィニアは首を横に振る。

「それよりも、あなたの髪をなんとかしないと。そのままでは困るでしょう？」

　静かな指し摘てきに、マローネは「あっ」となった。

　不ふ揃ぞろいな髪は、たしかに王女の護衛騎士としてみっともない。

「大変失礼しました！　後で整えます……！」

「いいえ、ダメです。今整えましょう」

「……はい？」

「ヨハンが戻るまで、私も落ち着かないのです。なにかしていたくて……あなたさえよければ、髪を整えさせてくれませんか？」

　穏やかな提案にマローネは戸惑う。

「あの、これはサフィニア様がお気になさることでは」

　まだ、気にしているのだろうかとマローネが口を開くと、ハッキリと否定された。

「違います。何度も謝るのは、私を守ってくれたあなたに失礼ですからね。これは……私なりに、かわいい護衛騎士見習いを労ねぎらいたいと思っただけ。……いけませんか？」

　いいえ、全然。いけないことなんてない……でも──。

（ドキドキするから……なんて、言えません！）

　なんだかサフィニアに触られると、心臓がうるさくなって困るのだ。

　マローネが答えに迷っていると、サフィニアは小首を傾げる。

「どうしました、マローネ？」

「あ、あの、とてもありがたいのですが、やはり自分で……」

「自分でなんて、やりにくいでしょう。……ねえ、おちびさん。私の不安を紛まぎらわすためだと思って、どうか許してくれませんか？」

　マローネが必死に口にした断りは、サフィニアの優しげな眼差しと声の前に敗れた。

「で、では……よろしくお願いします」

　根負けしたマローネの返事に、サフィニアは頷いた。それから、付け加える。

「安心して下さい。今の私はそれなりに器用ですから、おかしな髪型にはしません」

　それは、王妃に引っかかれた傷を手当てしてもらった時で充じゅう分ぶんに知っている。

（ただ、あなたに触れられるのが恥ずかしいのです！）

　──などと口に出せるはずもなく、マローネは誤魔化すように笑った。




　不揃いだった髪を揃えてもらい、ざんばら髪はかなり見られるようになった。

「うん。いいですね、かわいい。元通り……とまでは言えませんが」

　毛先に触れるサフィニアと鏡台越しに目が合って、マローネは頰を赤くした。

　すると、鏡に映るサフィニアもなぜか頰を赤くする。

「……そんな顔をされると、困るのですが……」

　言われたマローネは、ひどい顔を見せたのだと慌てる。だが、サフィニアは不快なわけではないようで、マローネの髪をとかすと身を屈かがめた。ちょうど座っているマローネの耳元に唇が寄せられて──。

「……かわいすぎて、困ります」

「ひぇっ!?」

　思わずマローネは椅子から飛び上がって、サフィニアを振り返る。

　すると、サフィニアはクスクスと笑っていた。

「顔が真っ赤」

　つん、と指先で頰をつつかれたマローネはハッとした。

「サフィニア様、わたしで遊ぶのはやめて下さい……！」

　半分泣きが入った声で訴えれば、サフィニアはきょとんと目を瞬しばたたく。

「遊んだつもりはありませんが？」

「だ、だって、また、か、かわいい……とか……」

　からかっていなければなんなのかと考えるマローネの両頰を、サフィニアが挟んだ。

「心外です、おちびさん。私は本気で言っているのに」

　上を向かされれば、後ろからのぞき込んでくるサフィニアと見つめ合う形になる。自分の顔が赤くなったことを意識せざるを得ない。

「どうやら、自覚がないようなので、ここでハッキリさせておきましょう。あなたは、とてもかわいらしい。私は、心からそう思いますよ、マローネ」

「うぅっ」

　──おかしい。サフィニアは大切な王女……女性なのに、かわいいと言われただけでどうしてこんなに気き恥はずかしくて、胸が高鳴るのか分からない。

「サフィニア様こそ！　と、とてもお綺麗です！　キラキラしてて、まばゆいばかりの輝き！　わたしの心臓が爆ばく発はつしそうなくらい美しいです！」

　混乱したマローネは、自分でも訳が分からないまま主への賞賛を口走る。

　すると、サフィニアは苦く笑しょうして解放してくれた。

「おちびさんが茹ゆであがってしまいそうなので、これくらいでやめておきましょう」

　やはり遊ばれたのか──ドッと疲ひ労ろう感かんが押し寄せてきたマローネは、項垂うなだれつつもただ頷うなずく。これ以上藪やぶをつついて蛇へびを出したくない。自分の心臓が破は裂れつする。

　油断しきっていたマローネに、ふとサフィニアが囁いた。

「そういうところが、とてもかわいらしい」

「〜〜っ！」

　サフィニアは今日あったことを忘れさせるような笑顔を浮かべる。

（ずるい……）

　サフィニアのこんな顔を、もっと見ていたいと思うのに、目が合うと恥ずかしいなんて──矛む盾じゅんした感情を抱え、マローネはサフィニアを見上げた。

　笑顔の主は、やっぱり綺麗だった。







　ヨハンが屋敷に戻ってきたのは、そんなやり取りから一時間も経過してからだった。

「ちょっと、まずいことになったかもしれない」

　いつになく険しい顔のヨハンは、騎士団からいつまでも連絡が来なかった理由を語ったのだが……──逃とう走そうした襲撃犯はひとり。だが、逃走の際に騎士から剣を奪い、仲間ふたりを殺してから逃げたというのだ。

　その際、騎士数名も負傷。犯人を逃がした上に手がかりを失ったという二重の失態に、騎士団は急ぎ追っ手と屋敷の警備に人員を割さくべく隊の編成を始めたのだが……突然、中止命令が下ったのだという。

　情報が錯さく綜そうし混乱していたため、騎士団からの伝達が遅おくれたそうだ。ヨハンが行った時にはすでに、襲撃事件については箝かん口こう令れいが敷しかれていたという。

「ジェフリーさんもがんばってくれたみたいだけど……無理だったようです」

　現場にいた騎士たちも抗こう議ぎしたそうだよ、とヨハンは付け加えた。

　だが、上の命令は覆くつがえらなかったのだ。

「……きな臭くさくないですか？　王城内にある《隠れ姫》の屋敷に誰にも見つからないで賊ぞくを手引きするなんて、よほど内部に詳くわしい人間ですよ。そんな指示、誰にでもできるはずがない。たとえば、サフィニア様をやたら目の敵かたきにしているあの方とか……」

「ヨハン、滅めっ多たなことを口にしてはいけません」

　ヨハンの推測を、サフィニアがピシャリと制する。

「すみません。でも……騎士団は調査を打ち切るしかないようです。一応、夜間の巡回経路にここを組み込んでくれたみたいですけど、警備はつかないみたいです」

「なるほど。……マローネ、言っておきますが寝ねずの番はやめなさい」

「え!?」

　勢い込んでいたマローネは、なぜバレたと慌てた。

「夜の見回りは隔かく日じつのようなので、これまでは黙っていましたが、毎晩は許しません」

「で、でも、サフィニア様の安全を……」

　こっそり続けていた習慣だが、今こそ必要な時だとマローネは必死に訴えた。しかし、サフィニアは険しい顔で首を横に振り、譲ゆずる気配がない。

　すると、ヨハンが割って入ってきた。

「そこで、オレから提案があるんです──いっそ、オレたちで犯人を捕つかまえませんか？」
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　夜も更ふけた頃──交こう替たいで見回りをすることに決まり、今はマローネが屋敷の外を見回っている時間だった。

　そんな時、コンコンと部屋の扉をノックする音が聞こえて、サフィニアは読んでいた本から顔を上げた。こんな時間に自分のところに来るのは、ひとりしかいない。

「開いています」

　一声発すると、ヨハンが顔を出した。

「サフィニア様、明日の着き替がえを持ってきました」

　着替えと聞いて、サフィニアは無意識に眉間にしわを寄せてしまう。

「顔、怖いんですけど」

「……どういうつもりですか？」

　おどけたようなヨハンにも、剣けん吞のんな視線を向けてしまう。

「犯人を捕まえようだなんて……なぜ、あんなことを言ったのです」

「だって、このままじゃサフィニア様の身が危険じゃないですか」

「でも、私が外に出るなんて……」

　サフィニアは、自身を疎んじる存在への刺し激げきになるのではと恐れたのだが……。

「だから、こうして変装用の服を持ってきたんですよ」

「変装って、これは……──」

　ヨハンが着替えだと持ってきたのは、市し井せいの若者が着ているような服だ。

「オレが昔着ていた服です。さすがに今の服じゃ大きすぎる。……男の格好で外出も、たまにはいいんじゃないですか？」

「……ヨハン、遊びではないのですよ？」

「オレも本気です。騎士団が調査を打ち切れば、犯人は野放しだ。そうすると、マローネちゃんが犯人を捜さがすって息巻きそうでしょ？　もちろん、オレも黙ってられない。だったら一度侵入を許した屋敷にサフィニア様を残すより、一緒に行った方が安心です」

　これでも精せい一いっ杯ぱい考えたんですから、とヨハンは苦く笑った。

「……それを、マローネにも？」

「見回りを交替する時に伝えるつもりです。さすが見習いとはいえあなたの護衛騎士、サフィニア様を外に出すことを渋しぶっていましたからね」

　たしかに、ヨハンから提案を受けた直後、マローネはいい返事をしなかった。だが、サフィニアから承しょう諾だくを得たといえば断れないだろう。ヨハンの魂こん胆たんが読めて、サフィニアは飄ひょう々ひょうとしている男を睨にらんだ。

「……ヨハン」

「ひとり屋敷に残るか、そろって情報収集するか……どっちがいいですか？　──って、聞くまでもなさそうですね」

　無言で渡わたされた着替えを手にしたサフィニアに、ヨハンは笑った。

「本当に気に入ってますよね、マローネちゃんのこと」

「……は？　別に、普通です」

　素っ気なくサフィニアが言い捨てると、ヨハンは左右に首を振り、自分の片腕をまくって見せた。そこには、出来の悪い薄うす紅べにの腕輪がある。

「あの子も腕輪を持ってるでしょう。……特別な人にあげるもの、でしたっけ？」

　サフィニアは、ギクリとした。そんなこと、ヨハンに話した覚えはない。

　特別大好きな相手に贈るために作った腕輪の秘密を知るのは、共に作った双子の片割れだけだったはず。

「あ〜ぁ、ショックだなぁ。……噓うそつかれてたんだな〜、オレ」

「……なんのことです？」

　ヨハンが、わざとだろう、大きなため息をつく。

「──お友達ごっこなんて言っておいて、手作りの腕輪をあげるほどの相手だったんじゃないですか」

　そう言ったヨハンは笑っていたが、目の奥は違う。サフィニアは、これは自分を観察しているのだと感じた。

「昔のことなど忘れたと、以前も伝えたはずですよ」

「……あなたが忘れても、相手は何年経たっても覚えているもんです。いつまでも、ね」

「──……っ」

　サフィニアは、とっさに二の句が継つげなかった。

「おっと、マローネちゃんを待たせたらかわいそうなんで、そろそろ行きますね」

　そのまま、ヨハンはサフィニアの返答を待つことなく部屋を出て行った。元より、期待などしていないのだろう。ヨハンの胸中を察して以降、サフィニアは彼の背中に声をかけることができなくなった。

『──どうして、あなたが生きてるんだ？』

　生き残ったことを責める声が耳の奥でよみがえる。

『声を上げるべきです！　このままでいいはずないでしょう!?』

　襲撃を知った時の憤る声も、はっきりと覚えている。

　それでもサフィニアは《隠れ姫》と人々に揶や揄ゆされる生き方を選び、どうしてだと問いただす幼おさな馴な染じみに背を向けた。その時、ヨハンもまた背を向けたのだろう。

　同じ時間を共有してきた幼馴染みなのに……いや、だからこそだ。離れていく彼を、止めることはできない。

　──それが、彼に対して自分ができる唯ゆい一いつの罪つみ滅ほろぼしだと、サフィニアは信じていた。
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　賑にぎわう城下町を、マローネは着なれない少女らしい格好で歩く。顔が真っ赤なのは、左手を、隣となりを歩く細身の青年にしっかりと握にぎられているからだ。

　鳥とり打うち帽ぼうをかぶった彼は周囲を見回すと、視線を落とす。

「人が増えてきましたね、マローネ。……俺たちまではぐれたら大変です。俺の手を、離はなさないで下さい」

　声をかけられて、思わずビクッとしてしまった。

　それが相手に伝わらないはずもなく、恐おそる恐る視線を上げると、苦く笑しょうする顔が見えた。目が合って安心したのか、緑色の双そう眸ぼうが和なごむ。

「そう固くならないで下さい」

「は、はひっ！」

「声が裏返っています。手を繫つなぐのは初めてではないのに、どうして照れますか」

「て、照れてなんていません！　わたしは、いつも通りです、サフィ──」

　唇くちびるに、ちょんと青年の人差し指が乗せられた。

「その名前、今は呼んではいけないと言ったでしょう？」
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　コクコクと、マローネは必死に首を縦に振ふる。すると、人差し指はすぐに離れてくれた。

　このままでは、ドキドキしすぎてどうにかなるところだった。ホッと息を吐はいたマローネは、改めて自分の手を引いて歩く青年を見る。

（やっぱり……我が主あるじながら、美しすぎます！）

　マローネの歩ほ幅はばに合わせてくれる、見み目め麗うるわしい青年──それは、サフィニアだった。

（男装までこなすなんて、さすがサフィニア様！）

　一いち人にん称しょうを「俺」に変えたり、声を少し低くしたり、サフィニアは変装に余念がない。誰だれもマローネの隣にいる人を女性、ましてや王女だなどと思わないだろう。

（でも、サフィニア様自ら犯人捜さがしなんて……ヨハン殿どのは意外と大だい胆たんなことを考えます）

　昨日のヨハンのとんでもない提案には、驚おどろいた。だが、一度侵しん入にゅうされた屋や敷しきで不安な日々を過ごすよりも、外の空気を吸う方がサフィニアの気も紛まぎれるのではないかと考え、マローネはヨハンの提案を受け入れたのだ。

　──男装は予想外だったが。

　変装させるとは聞いていたものの、こうくるとは思わなかった。曰いわく、市し井せいの女性服がないからだと聞かされた。メアリのものは年配向けなので逆に浮ういてしまうということで、ヨハンのおさがりと相成ったそうだ。

　せめてあと半日あれば調達できたものの、いかんせん昨日の今日で城下に来たのだ、行動が早すぎた。

　ついでに言えば──ヨハンが城下ではぐれるのも、あっという間だった。

「ヨハン殿……見つかりませんね」

「背が高いので、近くにいればすぐに目につくはずですが……ここにはもう、いないのかもしれません」

　立案者であるヨハンの姿は、どれだけ目をこらしても見当たらない。人の波に押されたマローネをサフィニアが助けてくれた──まではよかったのだが、その間にヨハンがどこかへ行ってしまったのだ。

　だが、このままヨハンを捜さがしていたずらに今日を終えるわけにはいかない。

　もしもの時に備え、待ち合わせ場所も決めてあるので、ひとまず、ふたりで情報収集を開始することにした。

　周りに不ふ審しんな動きはないか気にしつつ、マローネはサフィニアの様子を確かく認にんする。

　まだ疲ひ労ろうはないようだ……安心しつつも、普ふ段だんのドレス姿とかけ離れた主を見て不思議な気持ちも覚える。

　──こうして外を歩いていると、なんだか本当に青年のようだ。

「？　どうしました、おちびさん？」

　柔にゅう和わに細められた瞳ひとみを向けられ、マローネは慌あわてて首を振る。

「な、なんでもありません……！」

　どんな姿をしていようとサフィニアはサフィニアなのに、どぎまぎするなんて情けない──自分は騎き士しなのだからしっかりしなければと、マローネは唇を引き結び気合いを入れ直した。ただ、それでも視線はついつい男装のサフィニアに引き寄せられてしまう。

「なんでもない？　それにしては、視線を感じるのですが？　もしかして、俺の顔になにかついていますか？」

「いいえ！　いつも通りお美しいです！」

「褒ほめ言葉だと分かってはいますが……今は、さすがにやめてくれますか」

　苦笑されてしまった。

　たしかに、男装中に美しいはいけなかったかもしれない。……美青年に見えるという意味では間ま違ちがっていない気がするが、マローネは主の意を汲くんで引き下がる。

　すると、ふたりの前に女性が現れた。

「ねえ、お兄さん。よかったら、寄っていかない？」

　酒場の客引きだ。色香溢あふれる大人の女という風情ふぜいの彼女は、サフィニアの腕うでを引く。

「申し訳ありませんが、わたしたち先を急ぎますから」

　すかさずマローネはサフィニアと手を繫いだまま、女に謝罪した。

　女は、ここで初めてマローネの存在に気付いたようで目を丸くすると、すぐに「あら、ごめんなさいね」と謝罪し、サフィニアから手を離してくれた。

　だが、その後で、なぜかサフィニアを軽く睨にらむ。

「ねえ、彼氏。声をかけたアタシが言うことじゃないけど……ダメじゃない。彼女をこんなところに連れてきたら。この辺は、うちみたいな店とか安酒場とか、質たちの悪い酔よっ払ぱらいも多いのに。西通りの方が治安も客層もいいから、デートするなら向こうに行くのをおすすめするけど？」

「違ちがいます、わたしたち、人を捜してるんです！」

　変なことを言わないでくれと慌てたのはマローネだけだった。サフィニアは落ち着いた様子で「肝きもに銘めいじておきます」と真面目に返事をしている。

「でも、彼女の言う通り、今は人捜し中なんです。あなたの店には来ていませんか？　金持ちそうな身なりだけど、店の中でも外がい套とうを脱ぬがない男」

「さあ？　うちは金持ち向けのお店じゃないしねぇ」

「どんな情報でもいいんです。たとえば、ここ最近よく姿を見る、だとか、やたら変な連中と話している男とか」

　客にはならないと踏ふんで話をはぐらかす女に、サフィニアが食い下がった。具体例を挙げると、知っていることを話した方が早く解放されると判断したのか「そうねぇ」と思案顔で口を開く。

　なんでも、質の悪い二人組が最近、新顔とつるんでいたという。彼らはさらに奥まった通りにある店によく出しゅつ没ぼつするから、人捜しならそっちでした方がいいとのことだった。

　体ていよく追おい払はらわれたわけだが、些さ細さいな情報でもありがたく、ふたりはさっそく移動した。




　──教えられた通りは、さほど広くはなかった。

　左右には箱を押し込んだように違う看板を掲かかげた店がひしめき合っている。

　道を歩く人々はすでにできあがっている者たちばかりで、赤ら顔で肩かたを組んでいたり今にも大声でケンカを始めそうな状態だったりと様々だ。

「……たしかに、ここは女性が来るような場所ではありませんね」

　サフィニアが呆あっ気けにとられたように呟つぶやく。

　手を繫いでいるふたりは目立つのか、時折はやし立てるような口笛が飛んでくる。

「手、離しますね」

　不必要に目立つのはまずいと考えマローネが言うと、サフィニアの手に力がこもった。どうしたのだと見上げれば、サフィニアは険しい表情を浮かべ、首を横に振った。

「あなたは馬鹿ですか。この状じょう況きょうで、女性の手を放すわけがないでしょう」

「え？　でも目立ちますし……」

「だからこそ、手は繫いだままです。いいですね？　──俺を安心させて下さい、ね？」

　そう言って微笑ほほえみかけてくるサフィニアは、まるで本当に男の人のようで、マローネは自分の頰ほおが熱を持ったことに気付く。普段は女め神がみのごとく美しいサフィニアが、こんなにもカッコイイなんて！

（ここまで徹てっ底ていして男のふりをしなくてもいいと思うのですが、サフィニア様！）

　本当に、彼女はどうしてこんな自然に男性としての振ふる舞まいができるのだろう。

　身近にいたヨハンを参考にしたのだろうか。それならば、サフィニアの観察眼はすばらしいと思ったところで、マローネはあることに気付いた。

「……尾び行こうされています」

　こそっと告げれば、サフィニアはマローネに合わせ足を止めずに、頷うなずいた。

「……マローネ、酒場に行くのは断念しましょう。ここで騒さわぎを起こすのはまずい」

　いるのは酔っ払いばかりだ。中にはすでに足取りがおぼつかない者もいる。もしも、相手が無差別を装よそおうつもりなら、きっと彼らも犠ぎ牲せいになる。

「路地に入って、合流場所へ向かいましょう。……道順は頭に入っていますね？」

　こくりとマローネは頷く。

　すると突とつ然ぜん、ある店から、客が取っ組み合ったまま転がり出てきた。道行く人の注意は一いっ瞬しゅんでそちらに向く。「ケンカだ」とにわかに騒がしくなり、人が集まり……その人だかりに乗じて、マローネたちは路地に入り込んだ。

　──全速力で狭せまい路地を走はしり抜ぬける。

　護身用の短たん剣けんを取り出しながら、マローネはサフィニアと共にただ走った。

　ヨハンが「もしもの時」は、ここに集まろうと言った場所は空き地だ。道を一本出ればすぐに大きな通りに面しているその場所までの距きょ離りは、あと少し。ところが。

（あれ……ついてこない？）

　足音はいつの間にか消えている。

（尾行と思ったのは、わたしの勘かん違ちがい？）

　もうすぐ、待ち合わせ場所に着く。

　だが──。

　追ってこない足音に、嫌いやな予感を覚えたマローネは前を行くサフィニアの手を引いた。

「少しお待ち──」

「もう遅おそい」

　空き地に駆かけ込んだ瞬しゅん間かん、低い声が上がりキラリと光るものがサフィニア目め掛がけて振り下ろされた。

「危ない！」

　マローネが手を引っ張ったため、サフィニアは難を逃れた。よろけた彼女は無事だったが、僅わずかに肩に刃やいばがかする。

「チッ。悪運が強いな《隠かくれ姫ひめ》」

　この声は、襲しゅう撃げき犯はん──仲間を殺して逃にげおおせたというあの男だ。

　マローネはサフィニアを庇かばい男の前に立つ。この男は、男装しているサフィニアを迷うことなく《隠れ姫》と呼んだ。知っているのだ。サフィニアが城下に出たことも、男装していることも……ここに来ることも。

「なぜ、この方を狙ねらうのです」

　短剣を構えるマローネに、男は顔を覆おおう布ぬの越ごしにくぐもった笑い声を上げた。

「ここで死ぬ人間が、些さ末まつなことを気にするな」

「……そんなつもりは、毛頭ありません」

「ほお？　逃げ道はないのに？　お前が俺の相手をしている間に、後ろから来た仲間が《隠れ姫》を殺すぞ？」

　間違いだと思った尾行。あれは、仕し掛かけられた罠わなだったのだ。

「自分たちが追い込まれた側だと分かったか？」

「つまり、私たちの行動を平素から知る人物が、この計画の首しゅ謀ぼう者しゃということですね」

　くぐもった笑い声を上げる男に、サフィニアが冷静に問いかけた。否定も肯こう定ていもされなかったが、当たらずとも遠からずだったようで、男の笑い声がピタリとやむ。

「……選ばせてやる。今ここで殺されるか……追いついてきた奴やつに、殺されるかだ。奴は《隠れ姫》に恨うらみがあるようだから、楽には死ねないぞ」

「私に、恨み……？」

　サフィニアの微かすかに震ふるえた声を聞きながら、マローネは男の足を払った。

「っ……!?」

　男は布で顔を隠している上、注意がサフィニアに向いていたため、足あし下もとがおろそかになっていた。転ばなかったのはさすがだが、体勢が僅かに崩くずれた。

　この機を逃のがしてなるものかと、マローネは追い打ちをかける。狙うは一ヶ所。人体の急所のひとつであり、決して鍛きたえることができないと言われている──男性限定の急所、そこを思い切り蹴けり上げた。

「〜〜っっ!!」

　悲鳴も上げず、男はその場に倒たおれた。地面に落ちた剣を没ぼっ収しゅうすると、マローネはすぐにサフィニアを振り返る。

「サフィニア様！」

「よくやってくれました、マローネ」

　誇ほこらしそうに、サフィニアが笑う。けれど、マローネは心配だった。

「お怪け我がを……！」

「かすり傷です」

　そうは言うが、実際に確認しなければ安心できない。

　だが、この男の言葉が正しければ、まだ追っ手が来る。

　マローネの考えを見通すように、サフィニアが大だい丈じょう夫ぶだと念押ししてくる。

「本当に平気ですよ、マローネ。仲間が追いついてくる前に、ここから逃げましょう」

　カツン。話の最中、靴くつ音おとがひときわ大きく響ひびいた。

　サフィニアが、らしくない舌打ちをして音の方へ視線を向ける。マローネはサフィニアを庇いつつじりじりと空き地の奥へと後退し、身構えた。

　──路地から現れたのは……。

「よかった！　ここに来たら会えると思ってたんだ！」

　にこやかに笑う青年──迷子になっていたヨハンだった。

　しかし喜べる状況ではないと一目で察したのか、ヨハンの表情が険しくなる。

「なにがあった？」

「わたしの失態です」

「ああ、そうだな。……マローネちゃんがついていて、なにをやっているんだよ」

　苛いら立だたしげに頭をかいたヨハンは続けて「いや、はぐれたオレも、悪かった」と呟く。

「ふたりとも、反省は後にしましょう。今はここを離れるべきです。……ヨハン、そこの襲撃犯には仲間がいるそうです。ここに来るまでに怪あやしい者を見ませんでしたか？」

　サフィニアの問いかけに、ヨハンはすぐに首を横に振る。

「いや、オレの前には誰もいませんでした。……とにかく、もう情報収集どころじゃない。仲間がまだいるならまずい。マローネちゃん、大通りに出る道は分かるよね？　そこに馬車を待たせてあるから、サフィニア様を連れて先に帰ってくれ」

「ヨハン、あなたはどうするのですか？」

　そこでヨハンは申し訳なさそうな顔になった。

「コイツを野放しってわけにはいきません。……ジェフリーさんに引ひき渡わたしてきます。サフィニア様のことは、君に任せたよマローネちゃん」

　サフィニアの安全を優先させようとしているヨハンに、マローネもただ頷いた。

　叱しっ責せきや反省よりも、まずこの場からサフィニアを遠ざけることが最優先だと分かっていたから。




　馬車の中。振しん動どうが傷に障さわるのか、サフィニアが顔をしかめている。

「サフィニア様、傷を見せていただいても？　止血いたします」

「……大丈夫ですよ、ただのかすり傷です。屋敷に戻もどったら、念のためにメアリに診みてもらいますから。……マローネには話していませんでしたね。メアリは結けっ婚こんするまで、医学の道に携たずさわっていたのですよ」

　手当てのやり方も、メアリに教わったのだと笑うサフィニアに「それなら安心ですね！」と馬鹿正直に納なっ得とくしそうになったが、それでは護衛騎士を名乗る資格はない。

「わたしも騎士学校で、応急処置の方法はひととおり学んでおります。どうか、状態だけも確認させていただけませんか？」

　自分の失態が原因なのだからと、マローネは食い下がった。

「マローネ。あなたが手を引っ張ってくれたから、この程度で助かったのですよ」

　後ろへ気を取られていたあまり、前方への注意を怠おこたったことを悔くいているマローネに、サフィニアは優しい言葉をかけてくれる。

「ね？　だから、そんなに思おもい詰つめた顔をしないで下さい。ほら、危ないから座って」

　気がつけばマローネはムキになって立ち上がっていた。対面に座るサフィニアにたしなめるように言われた瞬間──馬車が揺ゆれる。

「わ！」

「危ない……！」

　前のめりに倒れたマローネは、そのままサフィニアの上にのしかかるような格好になってしまった。

「申し訳ありません！　ただちに退どきます！」

　怪我をしている主に、なんということを！

　青ざめたマローネは体を起こそうとしたが、その際、手が触ふれてしまう。

「……え？」

　──初めは、その感かん触しょくが信じられなかった。

　自分が両手をついている場所は、あろうことかサフィニアの胸だ。

　謝罪してただちに退くべきところだが、手を離すどころか動けないのは──ささやかだろうがあるはずの膨ふくらみが、ないからだ。

　一方のサフィニアも、マローネの手がどこに触れているか気付いた瞬間──青ざめ、見たこともないほど取り乱した。

「触さわるな……！」

　今まで聞いたこともない口調、そして強い力でマローネを押しのけるほどに。

「サフィニア様が……」

　自分の手、そしてサフィニアを見比べ、触れた時の感触を思い出し……マローネもまた顔を青くした。

「サフィニア様が、ほんとにおおおおっ男になってしまわれた!?」

「──は？　ちょ、ちょっと……落ち着いてもらえますか？」

「男装だったはずなのに、一体なにをどうしたら胸が消えるのですか!?　これはもはや、真っ平らの域ですよ!?　はっ、いやもしかしたら限りなくその……ささやかなお胸だったり……いえ！　自分を省かえりみずなんというご無礼を!!　あれ……でも、ささやかオブささやかな、わたしですら多少の弾だん力りょくはあったりなかったり……つまり、ありよりのなし？　でもこの感触はなしよりのなし……いやいや、まさか！　わたしよりなしなんて！　ふふふ……きっと気のせい……そう、全部まぼろし!!」

「だから、落ち着きなさい！　元からこうです！」

　やけになったようなサフィニアの一声に、マローネは目を見開いた。

「こうって……元から、ぺったんなのですか!?」

　いくらなんでも平たすぎ──もしや、五年前の事件、その後の王おう妃ひの意地悪のせいで心労が重なり、発育に影えい響きょうが出てしまったのだろうかと、マローネは主の言葉の意味を自分なりに解かい釈しゃくした。

　その上で、サフィニアがささやかな胸を気にしているなら、自分の言動は万ばん死しに値あたいすると感じたマローネは、顔色が悪いサフィニアに「大丈夫です！」と叫さけんだ。

「胸など、いくらでも育ちます。山羊やぎの乳を飲むとか、胸が大きくなる体操とか、わたしも騎士団で色々と聞き及んでおります！　一いっ緒しょにがんばりましょう、サフィニア様！」

　体型に見合う慎つつましやかな胸のマローネは、主と共にできることが増えたと喜ぶ──マローネ自身が今の事態を受け止めきれていないからこそ飛び出した、斜ななめ上の結論。

　普段のサフィニアならば呆あきれるなり笑うなりといった反応を返してくれるだろう。

　だが、今は違った。

「……最初から、胸なんてありません。──男に、胸なんてあるはずないでしょう」

「……！」

　マローネは叫び出しそうになるのを寸前で堪こらえる。呟くサフィニアの声は、先ほど動どう揺ようしていた時から一転、とても悲しそうだったからだ。

（落ち着きなさい、わたし……！）

　マローネの脳内はまだ大混乱状態ながらも、怪我を心配していたことを思い出す。

「……申し訳ありません、取り乱しました。お怪我をなさっているのに」

「たいした傷ではありません……」

　一応答えてはくれるものの、サフィニアの声こわ音ねは暗く、マローネはなんとも言えない表情のまま押し黙だまる。馬車の中に重苦しい沈ちん黙もくが広がったが──マローネはこれではいけないと明るい声を上げた。

「お、驚きました！　でも、ご安心下さい！　決して他言はいたしません！」

　サフィニアには人知れず抱かかえているものが多い。書庫での会話を思い出し、マローネはきっとこれも理由があるのだと考え笑え顔がおを向けた。

　しかし──。

「……マローネ」

　サフィニアは怒おこっているような、怯おびえているような、色々な感情を混ぜ込んだような目で、マローネを見ていた。まだ、不安なのだろうかとマローネは言葉を探す。

「お、男でも女でもサフィニア様に違いはありません！　わたしはサフィニア様の騎士ですから」

　たとえ性別を偽いつわっていたとしても、今こん日にちまでのことを思い返せば、小さなことだと思えた。サフィニアに対する敬愛の念は変わらないと、マローネは心から思っている。

　けれど、サフィニアはそんなマローネの言葉に傷ついた顔をした。緑の瞳にじわりと広がったのは喜びではなく──失望だ。

「……違う」

「サフィニア様……？」

「……違うんです、マローネ」

　首が横に振られる。

「そもそも、前提が間違ってる……！」

「どうしたんですかサフィニア様、落ち着いて……」

「その名前は、違うんだ……！」

　慌てると、ぐっと肩を摑つかまれた。マローネが顔をしかめるほど強い力だ。

「──俺は、サフィニアじゃない……！」

　サフィニアだったはずの人は、そうして、全てを揺るがすような言葉を吐き出した。




　では、あなたは一体誰なのですか？

　マローネが疑問を声に出す前に、馬車は止まった──。

　それから、サフィニアはマローネを一いち瞥べつすることもなく、屋敷に入った。

　慌てて部屋まで追いかけるが、様子がおかしいことを心配したメアリに、やんわりとだが「今はそっとしておいて」と制されたため、追えなかった。

　しばらく待っても、サフィニアは部屋から出て来ない。

（サフィニア様じゃない……!?）

　再会してからずっと、マローネと向き合ってくれていたのは間違いなく、幼い頃友達だったサフィニアだ。だから、別人だという可能性はないのに、本人からサフィニアであることを否定されるなんて……。

　やっぱり、おかしい。もしも、会わなかった数年の間に別人に入れ替わっていたとすれば、どうしても説明できないことがある。納得できない部分があるのだ。

「……聞かないと」

　今のサフィニアの口から、きちんと聞きたい。言葉の意味を、本人から聞かない限りはなにも始まらないのだから。

　マローネはサフィニアの部屋に走った。
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　五年前、父王は生き残った彼に向かってこう言った。

　──よりにもよって、お前が生き残るとは。

　五年前、幼おさな馴な染じみは死にそうな顔で言った。

　──なんで、あなたが生きてるんだ？

　自分さえ死んでいれば、誰も不幸にならなかった。

　そう思った彼は、隠れることにした。

　誰の目にも触れないように、誰の気にもとまらないように。

　そばに残った一握りの大事な人たち──自分の本当の姿を知る屋敷の者たちも、姿を偽る腰こし抜ぬけには、いつか愛あい想そを尽つかして離れていく日が来るだろうと思いながら……全てを諦あきらめて生きてきた。

　だから、これも想定内だろうと、自分に言い聞かせる。

　これまでずっと逃げ出す機会を与あたえてきた。とうとうその時が来ただけだ。なにより、偽りを演じてきた自分には、彼女を引き留める資格はない。

　せめて、笑って送り出そう。

　彼女は、こんな男の笑顔など嫌がるかもしれないが……最後まで《隠れ姫》のまま別れよう。

　──コンコンコン……ノックの音が聞こえた。

「どうぞ、開いていますよ」

　高い声は喉のどに悪いから、極力話すことは控ひかえたし、大声は出さないよう、いつも小さくポツポツと話していた。今の自分の声も小さなものだ。

　けれど、扉とびらの向こう側の相手にはしっかりと聞こえたようで、扉がそっと開かれる。

「あなたの方から来てくれるとは思いませんでした、マローネ」

　いつも通りに笑えたはずなのに、現れた小こ柄がらな少女騎士は困った表情を浮かべる。

　知られてしまった以上、もうあの明るい笑顔は見られないのだろう。

「……あの、お話ししたいことがあるのですが、よろしいですかサフィニア様？」

　まだ──そう呼ぶのか。

　苦しいのに嬉うれしい。相反する感情がせめぎ合う胸中を隠すように、彼は笑った。

「ええ、かまいません」
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（よ、よかった……！）

　部屋の中には入れてもらえた。もしもダメなら、忍しのび込むしかないと覚かく悟ごしていたマローネは、ひとまず安心した。

　サフィニアはすでにいつもの首元まで隠すドレスに着き替がえていた。

　そして、マローネを迎むかえ入れると、ゆったりと首を傾かしげた。

「それで、いつにしますか？」

「はい？」

　質問の意図が不明でマローネは間ま抜ぬけな声を上げるが、サフィニアは意に介かいさず続ける。

「ですから、いつにするのです？　ここを出る日ですよ」

「なぜですか!?　もう、期限はないと仰おっしゃったではないですか！」

　サフィニアは鷹おう揚ように頷いた。

「ええ。ですが、嫌になってここを出て行くのも自由だと伝えたでしょう？　挨あい拶さつをしにきたのなら、もう結構ですから、早く準備したらどうですか？」

「いいえ！　わたしは、このままおそばにいたいです！」

「あなたは……──サフィニアを殺した男のそばにいたいんですか？」

　──サフィニア様を、殺した？

「なぜ、そんな言い方をなさるのです……」

「事実ですから。……サフィニアは、五年前に死んだ。サイネリアの服を着ていたせいで、身代わりになって殺された」

　唇を歪ゆがめ自じ嘲ちょうしたサフィニアは、もう分かるだろうと答え合わせをするように続けた。

「──俺は、姉を身代わりにして生き延びた双ふた子ごの弟王子サイネリアです。俺たちは、双子なだけあって、とてもよく似ていた。それこそ、母以外、見分けがつかないほどに。以前話したでしょう？　王妃の嫌がらせは、側室の子である俺たちにも向けられていたと。特に王子に対しては……」

　自分の立場を台無しにした存在として、側室であるソニアと同等に目の敵かたきにしていたという。だから双子は「取り替え遊び」と称しょうし、頻ひん繁ぱんに入れ替わっていた。大人の悪意から自分たちの心を守るために。

「そして、行楽の日も衣服を交こう換かんしていたんです」

　その遊びのせいで、本物のサフィニアは間違いで殺されてしまったと、王女のふりをしていた王子は淡たん々たんと告げた。

「分かりましたか、マローネ。……噓うそだったのですよ、全部。会ったこともないあなたを、いいように使おうと思って、欺あざむいてきたのです」

「会ったことが……ない？」

「──そうです。バレなければ、主従ごっこを続けてもよかったのに……残念ですね」

　冷たい声と笑い方。突つき放はなすような物の言い方──屋敷に来た当初のサフィニアに戻ってしまった印象だ。しかし、彼がそうするのには、理由がある。

「そうやって、嫌な役を演じれば、わたしが泣いて逃げるとでも思っているのですか」

　この人は、いつもそうだと、マローネは思う。本当の自分を押し殺してしまうのだ。

　だが、そんな哀かなしい演技には、もう騙だまされない。

「わたしのことを、覚えていてくれたのに」

「話を合わせただけです。王女の身代わりをしてきた俺に、その程度のことができないとでも？」

　違う。頰の傷を手当てしてくれた時、サフィニアから話をしてくれたのだ。当事者であったふたりしか知らない、小さな思い出話を。

「〝かわいい名前ね〟」

「──っ」

　昔、友達が口にした褒め言葉をマローネが口にするとサフィニアが息を吞のんだ。

「あなたが言ったんですよ？　初めて会った日にかけてくれた、本人しか知らない言葉を。……子どもの頃ころ、いじめられていたわたしを助けてくれたサーちゃんは……最初に会ったサーちゃんは、あなたでしょう？　──サイネリア様」

「──それは……」

　マローネの友達は、気まぐれを自じ称しょうしていた。都度、好きなものが変わる。

　花がきれいだとはしゃいだり、次に会ったら分厚い植物図ず鑑かんを抱え、花の効能を解説しだしたり……だが、違う人間だったのなら、感性が異なって当然だ。サーちゃんという人間は、サフィニア王女とサイネリア王子、ふたりによって形作られていた存在なのだ。

　そして、その違いは手先にも現れていた。

　不器用なサーちゃんは、髪かみを飾かざるリボンがほどけて途と方ほうにくれる時があった。マローネが結び直すと嬉しそうだった。

　器用なサーちゃんはその逆だ。マローネが危なっかしいと言って、手を繫いでくれた。うっかり手に花の棘とげが刺ささった時は、自分はハンカチを持っていないからとすまなそうにしながらも、マローネのハンカチで傷口をきゅっと縛しばってくれた。

　きっと、この人は知らないのだろう。友達のふたつの顔に気付いたマローネが、子どもらしい柔じゅう軟なんさで、どちらも大好きなサーちゃんだと思い接していたことを。

「手を引いてくれたサーちゃんも、一緒にお喋しゃべりしたサーちゃんも……わたしが強くなるための力をくれた、大切な友達なんです。そして、今のあなたは、騎士としてわたしに成長する機会を与えてくれた、かけがえのない方です……！」

　口に出して言わなかったのだから当然だ。だから今、全部伝える。子どもの頃に、伝えることなく終わってしまった全てを。

「会いたかったですよ、サーちゃん。この腕うで輪わは、ずっとわたしに勇気をくれるお守りでした。……ありがとう」

　最後の日……腕輪を手に別れを告げに来た恩人に、マローネは向かい合う。

「あの頃、子ども心にサーちゃんはふたりいるのかな？　なんて脳天気に思っていたのですが、その、実際に大人になった姿までは想像できてなくて。先ほどは大変取り乱してしまって申し訳ございません。ですが、わたしにとってふたりは大切な友達です。……だから──もう一度、会いに来たよ。今度は絶対、離れないように強くなって」

「……マローネ、まさか、最初から気付いて……？」

「いえ、あの、確証があったとか、そういうことではありません。ただ、今日のサーちゃんは器用なサーちゃんだな……くらいの感覚でした。ですから、わたしにとってサーちゃんはずっと、ふたりでひとつの存在なのです」

　ここにくるまで空回りして失敗し、散々傷つけた。それで、ようやく向き合えた相手を一心に見つめ、マローネは積年抱え続けた思いを告げる。

「あなたの全部を守りたいから、これからもそばにいたいんです……──サイネリア様、マローネ・ツェンラッドを、あなたの騎士にして下さい」

「……なんですか、それは……。勘違いしそうになります──俺は、ただの偽にせ物ものなのに」

　呆ほうけたような呟きは、すでに女の声ではない。柔やわらかいが、たしかに男の声と分かる。

「勘違い？　勘違いすることなど、なにもありません──サイネリア様、あなたはわたしにとって、まがうかたなき本物です」

　彼は、ゆるゆると目を見開いた。

「……マローネ」

「はい」

「……俺を……──もう一度、俺の名前を呼んで下さい」

「サイネリア様」

「────っ」

　これからは、何度だって呼ぶ。だから──。

「剣を、お受け取り下さい……サイネリア様──」

　マローネは片かた膝ひざをつくと頭こうべを垂れる。サイネリアからは息を吞のむ気配がした。

「……《隠れ姫》を演じ続ける男に剣を？　……俺は父に不要と断じられた存在です。この先も、立場が変わることはありません。それなのに、剣を捧ささげては──」

「いいえ。わたしの心は、最初から決まっております」

　もう、逃げ道はいらない。

「あなたに剣を捧げることをお許し下さい、サイネリア様」

　マローネの大切な人は、ここにいる。守りたいと思うものは、ここにしかない。

　返された言葉は──。

「……許します」

　しっかりとしたサイネリアの声で、許しが下りた。

「マローネ・ツェンラッド……あなたの真心、たしかに受け取りました──」

　声が近づく。マローネが顔を上げるとサイネリアもまた膝をついていた。

「……ありがとう、マローネ」

　淡あわい笑えみを浮かべたサイネリアが、マローネの手を取った。

「俺と向き合ってくれて、ありがとう」

　その手を握り、マローネは笑顔で応えた。




　──マローネたちがふたりで部屋を出ると、メアリたちが待ち構えていた。ただならぬ様子のサイネリアをずっと心配していたのだろう、主の穏おだやかな表情を目にすると、安心したように笑った。《隠れ姫》がサイネリアだと知っても変わらないマローネに対しても、喜びを露あらわにしてくれる。だが、その中にヨハンの姿はない。日が暮れて時間が経たつのに、彼はまだ戻ってこなかった。

　捜しに行くべきだが、マローネまでサイネリアのそばを離れるのは得策ではない。かわりにジョンとセイルが捜しに行ってくれたのだが、ふたりと入れ違いになる形で、ヨハンが帰ってきた。

　どこにも怪我はなく、いつもの笑顔だ。

　安あん堵どしたマローネだが、隣にジェフリーがいることに気付いて背筋を正した。

「これは、ジェフリー副団長……！」

「副団長が夜遅くになんです？　まさか、あなたが夜の警護を担当してくれるとでも？」

　サイネリアが不審そうにジェフリーとヨハンを見比べる。

「申し訳ありません、サフィニア様。至急、お耳に入れたいことがございまして……」

「あ、メアリばーちゃん。なんか食べるもんないかな？　ジェフリーさんはオレに付き合って今まで飲まず食わずなんだ」

　生き真ま面じ目めな顔のジェフリーとは対照的に、ヨハンは飄ひょう々ひょうと祖母に声をかける。

　──サイネリアからも目配せを受け、自分がいると話しにくい内容なのだろうと察したメアリは、ひとつ頷いて厨ちゅう房ぼうに向かう。

　その後ろ姿が消えるまで確認し、それでもなおヨハンは声を潜ひそめた。

「……例の、襲撃犯の仲間の件です」

　ふわり──甘い匂においが香った。

　花畑の中にいるような、甘い匂い……ヨハンが城下からすぐジェフリーに連れん絡らくしたのであれば、今までずっと騎士団にいたはずだ。

　騎士団内でこんな上品な香りが移ることはない。

　この匂いは、もっと違う場所で嗅かいだものだ。あの時も、関連性のないふたりから同じ香りがしたことを不思議に思っていたが。

「ヨハン殿……、あなたまさか……！」

　想像通りであれば、城に行った時、あの人がなぜか屋敷内の事情に詳くわしかったことに納得がいく。同時に、思い違いであって欲しいという思いも強く、マローネが続きを口にするのをためらっている間に、ジェフリーに腕をひねられた。

「マローネ・ツェンラッド。王女暗あん殺さつ未み遂すい事件の首謀者として、出頭してもらう」

「……え!?」

「ジェフリー、なにを根こん拠きょにそのような妄もう言げんを吐くのです」

「いいえ、サフィニア様。残念ですが、有力な証言者もいるのです」

　不快を露わにするサイネリアに、ジェフリーは冷静に首を振り、自分の傍かたわらの男を見る。サイネリアもそれに気付いて、唇をわななかせた。

「……ヨハン？」

「サフィニア様を人ひと気けのない場所に誘さそい込んで、始末する気だったんだろうけど……オレが来たことに気付いて一ひと芝しば居い打ったのかい？　ありもしない仲間の存在まででっち上げて……すっかり騙されたよ、君は演技派だな、マローネちゃん」

　ヨハンは笑みを打ち消し、マローネを睨む。

「違います、わたしはそんなことしていません！」

　誤解だと訴うったえるが、ヨハンの目は険しいままで、拘こう束そくするジェフリーの力も緩ゆるまない。

「マローネの言う通りです。彼女が誠実な騎士なのは、上司であるあなたも知っているでしょう？」

　口を挟はさむサイネリアを、ジェフリーが制した。

「サフィニア様、庇いたくなるお気持ちも分かりますが、この者が首謀者と考えれば全てのつじつまが合うのです。……静かだったあなたの暮らしは、ツェンラッドが来てからおかしくなったのでは？」

　たしかに、マローネが来てからサイネリアは二回、命を狙われている。そして、どちらも現場にマローネが居合わせた。まず第一発見者を怪しむべきとはいうが……。

「疑わしい者をサフィニア様のおそばに置いておくことはできません。──連行させていただきますね」

「わたしは、護衛騎士ですよ!?　ヨハン殿も、副団長も、思い違いをしています！　そんな不ふ忠ちゅうな真ま似ね──」

　途と中ちゅうで、首の辺りに衝しょう撃げきがあった。マローネの視界が大きくブレる。

「マローネ！」

　サイネリアが慌てたように自分を呼ぶ声がする。返事をしなければと思ったのを最後に、マローネの意識は途と切ぎれた。
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　自身の手刀により気絶したマローネを、ジェフリーは難なく肩に担かつぎ上げる。

「御ご前ぜんを騒がせてしまい、申し訳ありませんでした。罪人は確保いたしましたので、失礼いたします」

「待ちなさい、ジェフリー。この屋敷での勝手は許しません。私の騎士を解放しなさい」

　サイネリアが厳しい表情と声で制止したが、ジェフリーは従う素そ振ぶりを見せない。

「ジェフリー、マローネを放しなさい……！」

「落ち着いて下さい、サフィニア様」

　咎とがめるサイネリアを抑おさえたのはヨハンだ。一瞬だけジェフリーと目配せし合うと、ヨハンはサイネリアの前に立ち、囁ささやいた。

「あんまり大声を出すと、ばーちゃんが心配して見に来ちゃいますよ。……こんな現場を見たら、年寄りは卒そっ倒とうすると思うんだけど？」

　もっともな言い分で足止めされている間に、ジェフリーは屋敷を出て行ってしまう。

「ヨハン……──どういうつもりです」

　サイネリアは、幼馴染みを睨んだ。

「マローネに二心ふたごころがないことくらい、普段の彼女を見ていれば分かるでしょう……！　なぜ、えん罪に加担するんです……！」

「はは、怖こわい顔」

　笑う場面ではないのに、ヨハンは愉ゆ快かいそうに声を上げている。

　サイネリアは、これまで一度もヨハンの行動を制限したことはなかった。

　姉が身代わりに殺され、以降その姉に成り代わり生きている自分が、物を言う資格はないと思っていたからだ。

　急にジェフリーと親しくなった時も、あの女と同じ香こう水すいの残り香がした時も……ヨハンから、想おもい合っていたサフィニアを奪った自分が見限られるのは当然だと受け入れた。

　だが、これだけは、ダメだ。

「──笑い話をしているつもりはない」

　男の声でヨハンを咎めれば、ピタリと笑い声が止まった。

「俺が憎にくいのなら、俺だけを狙え。無関係なマローネまで巻き込むな」

　笑みを消したヨハンは、真っ正面からサフィニアを睨み返してきた。

「なんとでも言えばいいさ。どうせ今のあなたに、マローネちゃんにかかった容疑を晴らす力はないだろう？　あの子を無事に取り戻したいなら、オレの要求を吞むしかない」

「要求？　……首でも寄こせというのか？」

「……本当、なんにも分かってないな、あなたは」

　ヨハンが笑おうとして失敗したような、歪いびつな表情を浮かべ吐き捨てた。

「ある人に、会ってもらう」

「それは、お前がジェフリーを隠かくれ蓑みのに、足あし繁しげく通っていた相手のことか」

　問えば、ヨハンは微かに目をみはる。

「……気付いていたんですか。いつから？」

「お前がジェフリーと親しくなって……ふらりといなくなることが増えてからだ」

「ほぼ、最初からじゃないですか。知ってて放置してたわけか。……どうしてです？」

「お前が去りたいのならば、止める資格はないだろう。それが、俺にできる唯ゆい一いつの……」

「罪つみ滅ほろぼしだとでも？　だとしたら……やっぱり、あなたはなにも分かってない」

　ヨハンは、片手で自分の髪をぐしゃぐしゃとかき混ぜながら、吐き捨てた。

「でも、もういい。分からなくてもいいんだ。……オレは、オレの誓ちかいを果たす」

「誓い……？」

「あなたの騎士を助けたいなら、取り引きしましょうよ」

　引っかかりを覚えたサイネリアだったが、ヨハンが答えることはなく、笑い交じりに続けて言い放った。

「嫌だなんて、言えませんよね。なにせ、別れの時にわざわざ自分の目と同じ色の腕輪を贈おくるくらいの相手だ。そんな彼女を見捨てるなんて、あなたには絶対にできっこない。そうでしょう？　サイネリア様」

「──っ！」

　彼の推測は正しい。マローネの無事を確認できない今、サイネリアはヨハンの提案に頷くことしかできなかった。
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（……甘い匂におい……）

　まず、マローネは匂いを感じた。

「いつまで寝ねているの？　わたくしの前で、無礼だこと」

　同時に、すぐ近くで声が聞こえる。甘い匂いと、嫌いやみったらしい口調。自然と次に凶きょう器きのような長い爪つめを思い出し──マローネは、パッと目を開けた。

「あら、やっと起きたのね」

「王おう妃ひ様……！」

　思おもい浮うかべた人物が、楽しげに自分を見下ろしている現状に、マローネは困こん惑わくした。

　後ろ手に縛しばられ床ゆかに転がされた不自由な体勢ながら、ここはどこで、なぜ王妃がいるのかと視線を動かす。

　高い天てん井じょうの円形の空間──まるで、大広間だ。この部屋自体は明るいが、壁かべに開いている穴……──通路だろうか？　その向こうは、暗い。

　いや、この部屋が特別なのだ。壁や天井が、淡あわい光を放っているせいだ。

「素す敵てきでしょう、ここ。地下だとは思えない場所ではなくて？　ストリアの光る鉱石は隠かくれた名品として囁ささやかれているけれど、ここまで贅ぜい沢たくに建築に取り入れるのは、高貴な者のみに許された特権ね。暗くら闇やみすら支配するのは、王族以外許されないもの。……ねえ、話を聞いていて？」

　王妃は、マローネの反応が鈍にぶいことが気に入らないようだった。ムッと眉まゆをひそめると、後ろを振ふり返かえる。

「まだ寝ぼけているようね。あの時みたいに、顔を叩たたいてあげれば目が覚めるかしら。ジェフリー、お前、やってみる？」

「お戯たわむれが過ぎます、王妃様」

「まあ、つまらない男」

　親切にかこつけた残ざん酷こくな提案。そして王妃に水を向けられた相手の声を聞き、マローネはようやく、状じょう況きょうが摑つかめた。

　自分はジェフリーに気絶させられ、今は縛られてここに転がっているのだ。

　王妃の話によれば、地下であるらしいが……。

（まさか、地下通路？　サイネリア様もたくさん道があると以前仰おっしゃっていましたが……こんな場所まであるなんて……）

　地下通路は有事の際の避ひ難なん路ろ──だが、ここはまるで城の一室のようだ。天井は星を散らしたようにきらきらしているし、壁はむき出しの岩がん壁ぺきなどではなく、滑なめらかに整えられ、あちこちに凝こった模様が彫ほり込んであるのだから。

「……なぜ、わたしをこのような場所へ」

「あら、ようやく口を利きいたわ。……わたくしの言葉を無視するなんて、ジェフリーに無礼打ちさせてもいいのだけれど、そなたは取り引きに使う道具だから許してあげましょう。人目のない地下でよかったわね。ここが地上だったら、わたくしは嫌でもそなたを罰ばっしなければいけなかったもの」

　王妃がサイネリアを呼び出しては手を上げていたことを、マローネは忘れていない。内心では、他者を傷つけることをなんとも思っていないはずだ。そんな王妃が、自身の気持ちを抑おさえてまで取り引きする相手とは一体誰だれだとマローネが考えていると、一本の通路、その奥に、小さな灯あかりが見えた。

「到とう着ちゃくしたようです」

　ジェフリーの呼びかけに、王妃は鷹おう揚ように頷うなずく。

「この騎き士しが、どこまであの娘むすめに対して使えるのか試ためしてみなさい」

「御ぎょ意い」

　短く返事をしたジェフリーは、転がっていたマローネを引っ張り起こした。

　そこに、ふたり分の足音が近づいてくる。

「お待たせいたしました、王妃様」

「──マローネ……！」

　広間に現れたのはヨハンと、顔を強こわばらせたサイネリアだった。

　するとヨハンは、当たり前のように王妃の下へ駆かけ寄よる。

　ジェフリーはマローネを縛っている縄をヨハンに渡わたすと、ここは任せるという態度で後ろに下がった。後を引き受けたヨハンは、マローネの肩かたを摑むと強ごう引いんに膝ひざをつかせ、首元に剣けんの切っ先を当てる。

「これで、オレの本気を信じていただけましたか、王妃様？」

　笑う彼に、王妃が頷く。

「ええ。お前がサフィニアを見限って、わたくしに尽つくしたいという気持ちが、よく分かったわ、ヨハン。……さあ、仕上げの時間よ。わたくしを失望させないでちょうだい。そうすれば、サフィニアのせいで騎士を諦あきらめざるを得なかったお前を、わたくしが取り立ててあげるから」

「ありがたき幸せ──というわけだ、サフィニア様。早いとこ、始めようか」

　主あるじを裏切ったというのに悪びれないヨハンの言動に、王妃が満足そうに笑う。

「ヨハン、臆おく病びょうなサフィニアを急せかしてはダメよ。後で、脅おどされたなんて人聞きの悪いことを言われたら、お前だって困るでしょう？」

「《隠かくれ姫ひめ》に、そんな気力があるとお思いで？　仮にわめいたとしても、誰が耳を貸しますか」

「まあ、ひどいことを言うのね。仮にも主人だった娘でしょうに。……ごめんなさいね、サフィニア。ヨハンに悪気はないのよ？　ただ、早くお前から解放されて、正当な評価をされたいだけなの」

　王妃の声は優やさしい。けれど、その顔には歪ゆがんだ笑えみが浮かび、選ぶ言葉は全て遠回しな侮ぶ辱じょくだ。

　押し黙だまるサイネリアに、王妃は満足そうに目を細める。傷ついた姿を、喜んでいるのだ。

「サフィニアったら、すっかり黙ってしまって。ねえ、悲しいの？　それとも、悔くやしいのかしら？　……でも、仕方がないわよね、お前はその程度の存在なのだから」

　ふふ、と王妃から堪こらえきれない笑い声がもれた。

「うふふふ、ああ、おかしい！　──人々に軽かろんじられ、仕えていた者からも見限られる姿、なんて惨みじめなのかしら！　もはや、王女である意味がないと思わない？」

「……ヨハンが、真に王妃様に仕えることを望むのであれば、私は去る者を止めたりいたしません」

「ずいぶん物分かりがいいのね。それならこんな回りくどい方法をとらなくてもよかったかもしれないわ。でも、ヨハンを奪うばうだけでは足りないのよ、サフィニア。──だってわたくし、お前が邪じゃ魔まで邪魔で仕方がないんだもの」

　王妃から目で合図を受けたヨハンが、マローネを前に突つき出だす。

「そこで提案だ、サフィニア様。この護衛騎士の命が惜おしいのなら、表おもて舞ぶ台たいからご退場いただこうか」

　馬鹿げている。頭上で交かわされた会話に、マローネはそんな感想を抱いだいた。

「サフィニア様は、すでに表舞台から遠ざけられているのですよ？　今さらそんなことのために、わたしにありもしない罪を着せて、サフィニア様から引ひき離はなしたのですか」

　押し殺した声を発したマローネに、感情を排はいした声でヨハンが答える。

「君には今、発言権がない。黙っててもらおうか、マローネちゃん」

　ヨハンの持つ剣。その切っ先に力がこもり、首に僅わずかな血が滲にじんだ。目にしたサイネリアの肩が、動どう揺ようしたように一いっ瞬しゅんはねた。目め敏ざとい王妃が追い打ちのように続ける。

「サフィニア、なにも難しいことではないの。お前はただ、頷けばいいのよ？　そうすれば、もう命を狙ねらわれる心配もなくなるわ。ねえ、いいことばかりではなくて？」

　自分たちが襲しゅう撃げきを画策したとほのめかす王妃の言葉に、マローネは今すぐ真相を問いただしたい心境だった。だが、身動きがとれない状況に唇くちびるを嚙かむ。サイネリアも、屋や敷しきに忍しのび込んできた襲撃犯は王妃の計画だと確信したのか、硬かたい声を発した。

「……マローネに、自分たちの罪を押しつけて、隠いん蔽ぺいを図はかる気ですか？」

「助けてあげると言っているのよ。お前では、この騎士にかかった疑いを晴らすことは不可能でしょう。わたくしがなんとかしてあげるから、お前はわたくしとともに陛へい下かの下へ赴おもむき、こうお伝えすればいいの。──自分のような無価値な者は、王族に名を連ねている資格がないので、遠き地で静かに祈いのりを捧ささげる日々を送ります、と。……ねえサフィニア、お前は隠れてはいるけれど、年々あの女に似てくるの。その顔が王宮にいると思うだけで嫌なのよ」

　事件について肯こう定ていも否定もせず、王妃は一方的な条件を吞のめと迫せまる。修道院に入り、二度と俗ぞく世せいに戻もどってくるなと──。

「お前の言葉が足りない部分はわたくしが補ってあげる。そうすれば、皆みなに侮あなどられるだけの役立たず……王家の汚お点てん《隠れ姫》はきれいに消えてなくなるわ」

　王妃は、サフィニア王女という存在を消してしまう気でいる。そして、ヨハンとジェフリーはその企くわだてに加担した。冗じょう談だんだろうと、マローネは自分を捕とらえる男に叫さけぶ。

「ヨハン殿どの！　あなたは本当にこれでいいのですか……!?」

「……遊び半分で、こんなことするわけないだろ──君が口を開くとうるさいから、黙っててくれるか」

　マローネは強く床に押しつけられた。剣は首に当てられたまま、背中を踏ふみつけられる。

「やめて下さい……！　彼女は関係ないでしょう！」

　サイネリアが制止の声を上げれば、それだけで王妃は楽しそうに唇を歪めた。

「では、条件を吞むのね？」

「…………」

「サ、サフィニア様！　意に添そわないことは拒きょ絶ぜつして下さい！　わたしのことは──っ」

　人前で本当の名前は呼べないが、それでもありったけの感情を込めてマローネは叫ぶ。

　だが、途と中ちゅうで背中の重みが増して、声が潰つぶれた。

「学習しないな、君。次は、踏むだけじゃすまないよ」

　もう見ていられないと思ったのか、サイネリアは「お待ち下さい」と声を上げる。

「分かりました。……仰る通りにいたします」

「そう？　それなら──ヨハン」

　王妃の一声で、背中の重みが消えマローネは引っ張り起こされたが、それで終わりではなかった。なにかを待つように王妃はサイネリアを見つめたまま、小首を傾かしげる。

「それでサフィニア、いつまでそのままでいるの？　──それが、頼たのみ事ごとをする者の態度かしら？」

　王妃の顔に、まだ足りないとばかりに意地悪な笑みが広がった。

「お前は、わたくしに助力を願う立場なのだから、跪ひざまずいて乞こいなさい。本当に頭の悪い娘ね。……いつものように、打たなければ作法も分からないのかしら？」

　凶器のような長い爪がサイネリアの方へ伸のびる。頰ほおを打つだけではなく、以前マローネにしたように頰をえぐる可能性もある。

　事実、王妃の顔は喜き悦えつに歪んでいて、どんなことでもする危なさを感じさせた。

　気付けばマローネは拘こう束そくを振り切り、縛られたままの格好で王妃に突とっ進しんする。

「きゃあ!?」

　女性らしい悲鳴が上がり、ふたりは床に転がった。

「なにをするの！」

「主を傷つける者は、誰であろうと許しません！　たとえ、それが王妃様であっても！」

　座り込んでポカンと口を開けた王妃だったが、次の瞬しゅん間かんには顔を怒いかりで赤くした。

「わたくしを誰だと思っているの、この無礼者！　ヨハン！　これを二度と動けなくなるようにしなさい！」

「マローネちゃん……君って本当に──」

　剣を持ったヨハンが、体勢を立て直そうとするマローネに近づいてきて笑った。

「期待を裏切らないなぁ」

　微び苦く笑しょうとともにためらいなく剣が振り下ろされる。

「マローネ!!」

　覚悟した瞬間、サイネリアが叫んだ。

　振り下ろされた剣は、マローネの体──ではなく縄を切る。そのまま、ヨハンはマローネをサイネリアの方へ突き飛ばすと、剣を向ける先を王妃へと変える。

「ヨ、ヨハン？」

　王妃は訳が分からないと狼ろう狽ばいし、ヨハンを見上げている。

　マローネもサイネリアも、同じだった。視線を集めたヨハンが、声を発する。

「もしかして、混乱していますか王妃様？　だとしたら、申し訳ありません。でも、仕方ないんですよ。あんたを引きずり出すためには、まずオレを信用してもらうしかなかったんで」

「ジェフリー!!」

　ヨハンの言い訳にもならない言葉を聞くなり、王妃は叫ぶ。

　物音ひとつ立てず、ひっそりとしていた大おお柄がらな騎士は王妃の危機を前に──微び動どうだにしなかった。まるで聞こえていないかのように、じっと目を閉じている。

「ジェフリー！　なにをしているの！　早く、捕らえなさい！　ヨハンは裏切り者よ！」

「王妃様、オレが誰に紹しょう介かいされてあんたに近づいたのか、忘れましたか？」

　皮肉っぽく笑うヨハンの言葉に、王妃は怒りからか、わなわなと身を震ふるわせた。

「と、取り立ててやった恩も忘れて、よくもこんな薄うす汚ぎたない男をわたくしに近づけたわね！」

「薄汚いはひどいな。オレは使える男だと褒ほめてくれたじゃないですか。……サフィニア王女へ差し向ける刺し客かくの手配だって、全部オレが引き受けたのに──だから、その労に報むくいて下さいよ王妃様」

　しょぼい腕うで輪わの男──唯ゆい一いつの手がかりが、今繫つながる。たしかに思い入れのない人間が見れば、彼の腕輪は稚ち拙せつなものとしか映らないだろう。

　だが今、ヨハンは汚よごれ役やくまでして取り入った王妃に剣を向けている。王妃も状況が悪いと知り青ざめた。誰の目にも届かない地下、という味方のいない状況を作り上げたのは彼女自身だ。助けが来ないと悟さとったのだろうが、王妃を救う声は意外なところから上がった。

「やめなさい、ヨハン！」

　──サイネリアだ。

「その方に、剣を向けてはなりません」

　真しん剣けんな面おも持もちで止めようとするサイネリアの姿を見てヨハンは僅かに動揺したのか、切っ先が揺ゆらいだ。

　マローネは、すかさずヨハンに飛びかかる。

「ちょっ……！　邪魔だって！」

「邪魔してるんですよ！」

　もつれて転がった拍ひょう子しに、ヨハンは剣を取り落とした。

　慌あわてて剣を拾おうと起き上がるヨハンの足を、マローネが引っ張る。ヨハンが疎うとましげに顔を歪めていると、サイネリアがさっと剣を拾い上げた。

「ここまでです、ヨハン。王妃様を害することは許しません」

　自分が散々いじめていた《隠れ姫》に助けられるとは思いもしなかっただろう王妃は、こぼれ落ちんばかりに目を見開きサイネリアを凝ぎょう視しした。

「……サフィニア……なぜ、わたくしを……」

「互たがいの感情はどうあれ、あなたはストリアの王妃です。自国の王妃が害されるところを、指をくわえて見ているわけにはまいりません──害するのが友ならば、なおのことです」

　ヨハンは、眉み間けんにしわを寄せた。

「頼むから、最後くらいオレの好きにさせて下さいよ──サイネリア様」

「サイネリア、ですって？」

　王妃が息を吞む。死んだ王子の名前が、突とつ然ぜん出てきたのだから当然の反応だろう。

　一方で、自分の秘密を暴ばく露ろされたサイネリアは落ち着いていた。

　この場に来るまでに覚かく悟ごを決めていたのか、ヨハンから視線をそらさない。

「……お前の好きにさせたとして、どうなる？　ここで王妃様を殺し、俺を殺し……五年前の遺い恨こんを晴らすのか？　俺たちふたりをまとめて始末するために、今までなにもせずにいたのか？　──五年前、助かったのは王子だったと知っていて口を噤つぐんだのは、このためかジェフリー？」

　ヨハンもジェフリーも答えない。ただ、王妃だけが過か剰じょうに反応した。

「ジェフリー、謀はかったの!?　お前はあの時、助かったのはサフィニアだと……たしかに王女だと言ったじゃない！」

「恐おそれながら王妃様、私は聞かれたことに答えただけです。私が間かん一いっ髪ぱつでお救いできた唯一の方は、王女の装よそおいでしたので、見たままの情報をお伝えした次し第だいです」

　矛ほこ先さきを向けられたジェフリーは、沈ちん黙もくを破り悪びれもせず答えた。王妃はその答えを聞くなり、今度はサイネリアに対して怒りを向ける。

「王女の装いですって……!?　サイネリアは、姉を身代わりにして生き残ったというの!?　なんて恐ろしい！　この恥はじ知しらず!!」

　それは、サイネリアの気持ちなどまったく考えていないからこそ出た罵ば倒とうだった。誰より早く、ヨハンが怒ど鳴なり返す。

「あんたが言えた義理か！　くだらない嫉しっ妬と心しんで、まだ子どもだったサイネリア様たちにまで嫌がらせをしていたくせに！　五年前だって、あんたが……！」

「わたくしは、なにもしてないわ！」

「ふざけるなよ……！　サイネリア様も、どうして黙っているんですか！　あの日、この女の嫌がらせで、いつもの馬車が使えなくて、それで仕方なく、こいつが用意した馬車に乗ったんでしょう!?　それで、サフィ様たちはレンドンの賊ぞくに襲おそわれたんだ。どう考えてもこいつが裏で糸を引いていたに決まってる！」

　ヨハンは、五年前の詳しょう細さいを知らない。裏で国王が手を回していたことを知らないのだ。

　そして、手を組んでいるはずのジェフリーも、肝かん心じん要かなめの部分は語っていない。それは、真実の隠蔽に協力した後ろめたさからなのか……。

　今、マローネに分かることはひとつだけ……サイネリアの気き遣づかいが、裏目に出たということだ。これ以上追おい詰つめたくないと思って隠していたのに、それが逆にヨハンを駆り立てたのだと気付いたサイネリアも、さっと青ざめた。

「ヨハン……お前は、五年前のことを調べていたのか？」

「調べないはずないでしょう。あの一件のせいで、サフィニア様は死んで……サイネリア様、あなただって傷ついた。今でもまだ、本来の姿に戻れないくらいに」

　頷いたヨハンは、痛ましげにサイネリアを見ていた。

　恨うらんでいる人間の顔でも、失望した者がするような表情でもない。

「王妃がいる限り、あなたが王子に戻れないのなら……王妃に表舞台から退場してもらえばいい。真実を公表すれば、この女を引きずり下ろせる！」

　だからヨハンは、こうなるように王妃を誘ゆう導どうした。邪魔の入らない場所で、王妃を追い詰めることで「自分が側室親子を殺した」と認めさせたかったのだ。

　裏で糸を引いていた存在が別にいることを知らないヨハンは、そうして手に入れた情報を世間に公表し民衆に糾きゅう弾だんさせ……そして、王子が生きていたと明かせば、今と立場が逆転するのではないかと考えたのだろう。

　サイネリアは自分の想像と真逆であったヨハンの本音を聞き、言葉を失う。王妃もヨハンに気け圧おされていたが、やがて青ざめた顔で首を左右に振った。

「違ちがうわ……わたくしじゃない！　わたくしは、ただ嫌がらせに古びた馬車に乗せただけ！　ソニアたちが、惨めな思いをすればいいと思っただけで、まさか死ぬなんて……！」

「この期ごに及およんで、しらを切るのかよ……！　ジェフリーさんから聞いてるんだよ、あんたが用意した馬車には最低限の護衛すらついてなかったって！　それを取り巻き共と笑って話しているのを聞いて、ジェフリーさんはひとりで馬車を追いかけたんだ！」

　ジェフリーが駆けつけたのは偶ぐう然ぜんではなかった。

　単独で後を追うほどサイネリアたちを案じていたのに、なぜ事件の後サイネリアの味方をしなかったのだと、マローネは思わずジェフリーを見た。だが、彼は目を閉じて微動だにしない。あえて、無関心を装っている。

　そんな男の反応は待つだけ無む駄だだと判断したのか、一度はジェフリーを見たサイネリアは、すぐさまヨハンの説得にかかった。

「ヨハン、俺も調べたが、王妃様の言っていることは、事実だと思う。あの日、この方から受けた嫌がらせは、馬車の件だけで……！」

「庇かばう必要ないでしょ。この女のせいで、あなたもサフィニア様も、ソニア様だって、どれだけ辛つらい思いをしたか、忘れたんですか!?」

　ヨハンは聞く耳を持たない。そして、王妃はひたすら自分は関係ないと繰くり返す。聞きき咎とがめたヨハンの顔が険しくなった。

「だったら、少し痛い目をみてもらおうか」

　言うとヨハンは、懐ふところから携けい帯たい用のナイフを取り出した。普ふ段だんの彼ならばまだしも、今のヨハンは冷静さを欠いている──マローネはたまらず叫んだ。

「いけません、ヨハン殿！　これ以上サイネリア様を悲しませないで下さい！」

　このままでは、サイネリアが止めた意味がなくなってしまう。サイネリアが本当に守りたいのは、王妃ではなくヨハンだろうに。

　一歩、ヨハンが踏み出した。それを見てマローネも動く。その時、平へい坦たんな声がした。

「やっぱり、こうなっちゃうのねぇ」

　ハッとしたヨハンが身を翻ひるがえすと、一いっ拍ぱく遅おくれでかちゃんと軽い音を立てて床に携帯ナイフが転がる。その後を追うようにポタポタと赤い滴しずくが落ちた。

「……っ、ジェフリーさん、まさかあんた、王妃側だったんですか？」

　手の甲こうを切られ、血を流したヨハンが顔を歪めて吐はき捨すてた。睨にらむ相手は、今まで傍ぼう観かんに徹てっしていたジェフリーだ。剣を構えたまま、彼は鼻を鳴らす。

「そんなものになった覚えはないわよ〜。でも、結果的に騙だますことになっちゃって、ごめんなさいね？　これも、お仕事だから」

　ジェフリーは先ほど王妃を守らなかった。それなのに、今動くのは仕事だからと堂々とのたまう。その理由を、ジェフリーはあっさりと明かした。

「アタシの仕事は、不ふ穏おん分子の監かん視し。ヨハンくん、あなたみたいな、王族を害そうなんて企たくらむ輩やからのことよ。王妃様も、ちょっとおいたが過ぎる時があるから、よーく見ておくように命令されてるの。だから、対象をまとめて監視するために引き合わせたんだけど……大成功ね。残念だけど、あなたはここで終わりよ、ヨハンくん」

「端はなから、オレを嵌はめるつもりだったってわけか。……ソニア様の無念を晴らしたいってのも、方便だったんですか？」

「──さあね。悪いけど、もう、あなたとお喋しゃべりする気はないの」

　殺す気だ。ヨハンは負傷している上、丸まる腰ごし。ジェフリーの攻こう撃げきを防ぐことはできない。

　一瞬の判断で、マローネは叫んだ。

「サイネリア様、剣を！」

「──っ！」

　マローネの声にハッとしたサイネリアが、ヨハンから取り上げた剣を投げる。それを受け取り、マローネはジェフリーからヨハンを引き離した。

「マローネちゃん、どけ！　あいつは本気だ……！」

　ここでヨハンが死ねば、サイネリアはまた傷つく。

　ヨハンは、サイネリアとサフィニア──マローネが大切なふたりにとって、大事な人だ。

「死ぬ覚悟なんて、しないで下さい」

「は……？」

「あなたの腕輪は、不器用なサフィニア様が、特別大好きな人を思って必死に作ったものです！　それを……サフィニア様の特別を、こんな形で終わらせていいと思っているんですか！　あなたは、それで満足なのですか！」

「……それは……」

「違うでしょう!?　サイネリア様とサフィニア様を思うのなら、どこまでも生いき抜ぬく覚悟をして下さい！」

　ヨハンを庇うマローネを、表情を消したジェフリーが見つめる。

「あら？　もしかしてマローネちゃん、アタシと剣を交える気かしら？」

「今すぐ引いて下さるなら、こちらも剣を下ろしますが」

「嫌だって言ったら？」

「──だとすれば……あなたはわたしの敵です、副団長」

「今ここでヨハンくんが死ねば、事態は丸く収まるのよ？　彼が王女暗殺未み遂すい事件の首しゅ謀ぼう者しゃだと明らかになって、あなたの疑いも晴れる。この先は、大好きな主様のそばでニコニコしていられるじゃない？」

　自分も片棒を担かついだくせにとマローネはジェフリーを睨む。

「なにをやっているの、ジェフリー！　三人を始末すれば、わたくしを謀たばかったことは不問にしてあげます！　だから、早く！」

　王妃の金切り声に、ジェフリーは答えない。かわりに、マローネに「どうするの？」と尋たずねてきた。

「アタシと戦って、大事な主様も守れずに死ぬか。ヨハンくんに悪者になってもらって、事を丸く収めるか。どっちにする？」

　主であるサイネリアの気持ちを考えれば、マローネは絶対に後者を選ばない。聞かずとも分かるだろうに、あえて問いかけてくるのは、どういうつもりだろう。

「──いい加減にして下さい！」

　たまらずマローネは叫ぶ。

「わたしは許しませんよ……！　これ以上、サイネリア様から大切なものを奪うというのなら、誰であろうと許しません！」

　だから、ヨハンが死ぬのは許さない。相手が副団長だろうと、引くつもりはない。

　マローネの言葉に、弾はじかれたように息を吞んだのはヨハンか、サイネリアか──あるいは、ふたりともか。

　けれどマローネに確かく認にんできる時間はなかった。叫んだと同時にジェフリーが剣を構えたからだ。剣と剣がぶつかり、高い音が響ひびく。

「マローネちゃんのことは、結構気に入っていたのに、残念だわ。最さい期ごは、アタシの剣で真っ二つなんて」

「ご冗談を、副団長。──真っ二つになるのは、あなたの方です」

「このままヨハンくんのせいにしておけば、助かったのに」

　ふっと小馬鹿にしたように笑うジェフリー。余よ裕ゆうのある態度に、マローネはぐっと奥おく歯ばを嚙みしめる。ジェフリーの目に、マローネの選せん択たくは愚おろかしく映っているようだが、ヨハンを見殺しにすることが正解だなんて、どうしたって思えない。なぜならそれは──。

「助かるとは言いません……！　それは騎士が、主の信を裏切る、の間ま違ちがいでしょう！」

「……え？」

　驚おどろいたようなジェフリーの声と表情に、マローネはカッと頭に血を上らせた。

「サイネリア様が悲しむ未来なんて……いりません！」

　大事なものをさらに失った状態で、サイネリアが平然としていられるなんて──ひどい侮辱だ。

「サイネリア様！　わたしにご命令を！」

　勝てと命じてくれれば、それはマローネの言葉がサイネリアの心情を反映したものだと肯定される。独りよがりの妄もう想そうではなく、サイネリア自身が望んだことだと証明される。

「──勝ちなさい」

　その声はよく通った。




「俺のために勝ちなさい、マローネ・ツェンラッド!!」




　無意識に、マローネの唇が持ち上がる。主が望みを口にした。それはとてつもない後あと押おしになる。

「仰おおせのままに、我が主！」

　一瞬動揺したジェフリーの剣を、マローネは力任せに弾くと、そのままジェフリーの喉のど元もとに切っ先を突きつけた。

「勝負ありですね、副団長」

　ジェフリーは両手を挙げた。そしてマローネの背後からはヨハンの震えた声が聞こえる。

「……なんで……」

「死ぬな、ヨハン──お前は死なないでくれ」

「……サイネリア様……」

　ヨハンが、なにかを伝えようとサイネリアの名を呼ぶが、言葉は続かなかった。

「ああ、面おも白しろい茶番だ」

　突とつ如じょ、新たな声が場に響いたのだ。

　マローネに降参を示していたジェフリーが声の方へ視線を向ける。

「──陛下」

　ジェフリーに続いて、王妃が焦あせった声を上げた。

「な、なぜ陛下がこのような場所へ……！」

「そなたが言うか、妃きさきよ」

　たしかに、王妃自身が地下通路を選んだのだから言えた義理ではない。だが、マローネは王の淡たん々たんとした話し方に、薄うすら寒さむさを覚える。

「しかし……」

　王は未いまだ床にへたり込んでいる王妃と、マローネに剣を向けられたままのジェフリーを順に見て、口ひげを撫なでた。

「無様な姿だな……妃、ジェフリー」

　王妃は怯おびえたように短い悲鳴を上げた。

「陛下、違います！　これは……これは、そう、この者たちが悪いのです！　わたくしは、ここに呼び出され、嵌められたのですわ！　そう、そこにいるのは、サフィニアの名を騙かたるサイネリアだというのです！　わたくしたちは、まんまとサイネリアに騙されていたのですわ！　これは、国を欺あざむく行こう為いです！　反逆罪に相当しますわ！」

「ふむ」

　王は王妃の苦くるし紛まぎれの言い訳に薄い反応を返すと、この場にいる全員の顔を順々に見た。

　マローネは、いつまでもジェフリーに剣を突きつけているわけにはいかず、剣を下ろすと礼をとる。ジェフリーもそれ以上おかしな真ま似ねをする気はないのか、同じだ。ヨハンも手に布を巻き付け血を隠して膝をついた。立っているのはサイネリアだけになり、親子の視線が交わった。

「久しいな、サイネリア」

「……お久しぶりです、父上」

　王は、《隠れ姫》の正体を知っていたのだ。書庫で聞いた話を思い出したマローネは、ここでようやく全てが繫がった。

　──王が不要と言ったのは、死ぬべきはずの王子だったから。生きていられると困る存在が生き延びてしまったから、表舞台から追いやった。サイネリアが己おのれを守るためには偽いつわりの姫──サフィニアとなるしかないという悲ひ壮そうな決意をさせた張本人は、なんでもない顔をして真の名前を呼んだ。

　それがひどく腹立たしいマローネだったが、堪えてふたりの会話を見守る。

「腕うでの立つ騎士を見つけたようだな。ジェフリーから一本取るとは」

「……一体、いつからご覧になっていたのですか」

「愚ぐ問もんだな、息むす子こよ。──始めから終わりまで、全てだ」

　その答えに、サイネリアが顔を強ばらせた。視線がジェフリーへと向けられる。

　お前が王を呼んでいたのかと問いたげな視線に、意図を察した王が低く笑う。

「勘かんがいいな、サイネリア。ジェフリーは、余の目であり耳であり……手足だ。五年前、お前がこれに抱かかえられ、帰城した時からな」

「最初から、あなたの掌てのひらの上だったということですか……！」

「王が全てを把は握あくしているのは当然だろう。この国を乱す者は許されない。特に、危険な輩は個別に監視するよりも、まとめた方が都合がよい」

　サイネリアは眉をひそめた。ヨハンはジェフリーを見て、そういうことかと苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべる。マローネも、全てを予期していたような王の言動に空恐しい気持ちになったが……王妃の動揺はこの場の誰よりも大きかった。

「わたくしまで監視していたなんて……ご冗談でしょう？　それにジェフリーは、わたくしが引き立てた騎士でしてよ？　陛下のお話ではまるでそれすらも……」

「妃よ、そなたはいささか悪戯いたずらが過ぎた。分かるだろう？　余は、そなたが人殺しの王妃と白い目を向けられる姿を見たくない」

「──っ」

「そなたの悋りん気きが切きっ掛かけで王族が殺されたなどという醜しゅう聞ぶん、表には出せぬ。だから、そなたが愚かしい行動をとらぬよう監視を付け──そして、サイネリアには表舞台から遠ざかってもらった。幸い息子は妃ほど浅せん慮りょではなかったから、理解が早かったがな」

「陛下まで、あの事故はわたくしのせいだと仰るの!?」

　聞き捨てならないとばかりに、王妃が叫ぶ。しかし、そんな必死な姿を見ても、王は表情を変えず淡々と続けた。

「真実などどうでもいいのだ、妃。ただ、国を乱す者は許さない」

「国を乱す気など、わたくしには毛頭……！」

「事実五年前、乱れたのだ。そなたは、ソニアたちが気に入らぬという態度を隠しもしなかった。故ゆえに、そなたの祖国は気を回したのだろうな……王子を消そうと計画した」

　王の一言で、今にも泣きそうだった王妃の表情が変わる。冷水を浴びせられたように、顔から一気に血の気が引いた。

「レンドンが？　そんな、わたくしには、なにも……」

「ああ、そなたには教えておらぬからな。余とレンドンとの取り引きだ。世よ継つぎの王子を差し出すかわりに、内政に口を出すなと。おかげで、あの一件の後は妃も平へい穏おんに過ごせただろう？」

「……っ……！」

　王妃が息を吞んだ。そして、意味を察したヨハンは青い顔でサイネリアを見る。

「国のために、やるべきことをやっただけだ。予定外の者が死んだため、いささか手間がかかったがな」

　──人の死が、手間。母子の死は、王の中であまりに軽く扱あつかわれている。

「父上、あなたはいつもそれだ……」

　サイネリアが怒りを抑えた声で呟つぶやいた。

「人の命も、思いも、平然と利用したあげく、都合が悪いことは隠蔽する」

「記録に残らぬものはいずれ忘れ去られ、残ったものこそ事実になる。なんの問題もあるまい？　それで、国が成り立つのならば」

「──大問題です」

　サイネリアの反論に、王はぐずる子どもを相手にしたかのようなため息をついた。

「……お前は、しばらく見ぬうちに聞き分けが悪くなったな。五年前は、素す直なおに言うことを聞いたというのに」

「あの時は、必要だったからそうしたまで。俺のせいで、これ以上誰かが危険な目に遭あうなんて、考えたくなかったからだ……！」

「そうだな。では、あの時と今で、一体なにが違う？」

　王は心底不思議そうだった。理由を探すように王の視線が動き──明らかに文句ありげな表情を浮かべているマローネのところで止まった。

「言いたいことがありそうだな、騎士よ」

「…………」

「許す。述べよ」

　品定めするような視線を受けたマローネは、自分が試されているような気がした。

　一いっ介かいの騎士であれば、ここは大人しく頭こうべを垂れているべき場面だ。

　だが、マローネは仕えている主が長年苦く悩のうしてきたというのに、それを軽く扱う王に心底怒りを感じていた。

「恐れながら申し上げます」

　人の痛みを慮おもんぱかる様子が欠片かけらもない王を直視すると、マローネは息を吸い込んだ。

「──陛下には、人の心がないのですか!!」

　国のためと口にする王だが、なにか大切なものが欠けていた。

　上に立つ者として国のことを考えるのは当たり前だろうが、マローネの前にいる人はあまりにも考えが偏かたよっている。

「……王に対して、ずいぶんと不ふ遜そんな物言いだな。だが──くくっ、ふははははっ！」

　突然、王は大声で笑い出した。これには、マローネだけではなく、全員が驚いた。だが、王は周囲の動揺を歯し牙がにもかけずひとしきり笑うと、サイネリアに呼びかける。

「サイネリアよ、面白いものをそばに置いたな。……これが、お前を変えた元げん凶きょうか？」

「元凶ではなく、俺が変わる切っ掛けをくれた恩人です」

「恩人、とな？」

　王の目が細められた。サイネリアは怯ひるむことなく頷く。

「俺は今を守ることに固こ執しつし、結局、五年前に囚とらわれ動けないままでした。マローネは、俺の止まっていた時間を動かしてくれたのです。──このままで、いいはずがないと」

「尊い犠ぎ牲せいの下、国は守られた。なんの不満がある？　レンドンの介かい入にゅうを黙もく認にんし続ければ、小国である我が国はたちまち食い尽くされていたぞ、それが分からぬほど愚ぐ鈍どんではあるまい？」

「父上は、レンドンから我が国を守ったと仰いますが、今ではレンドンだけではなく、他国との交流をも狭せばめているではないですか。……ストリアを、完全に閉じた国にしてしまわれるおつもりですか？」

　近年の厳重な出入国管理などを指してサイネリアが尋ねると、王は当然だと頷く。

「それが？　《隠れ姫》がしていたことと、なにが違う」

　あっさりとした返答だが、だからこそ王が本気でそう思っていることが分かる。

《隠れ姫》を引き合いに出すが、そもそもサイネリアが身を守るために引きこもっていたことと国を同列に語ることがおかしい。

「なにもかもが違いすぎます！　本気ですか父上！」

「無論。それとも、余に意見するかサイネリア。生き残った王子として、表舞台へ立とうとでも？」

　王の問いかけに、サイネリアは静かな面持ちで首を横に振った。

「──いいえ」

　サイネリアがはっきりと否定すると、王は意外そうに片眉を上げる。

「ほう？　王子に戻れば、次の王になれるとしても、か？」

　戯れのような、けれど試しているだろう問いかけに、サイネリアは頷いた。

「国が乱れることは私も望みません。そして、この国にはすでに後あと継つぎの王子がおります。故に……答えは決まっております」

　父王に対しサイネリアは、ドレスの両端を持ち上げると優ゆう雅がな貴婦人の礼を見せた。

「《隠れ姫》のままでも、私が国のためにできることはありましょう」

　示された答えに、王は笑った。

「偽りの王女として、表舞台に立つと？　──面白い。ならば、その姿でどこまでできるか見せてみよ《隠れ姫》」

「御み心こころのままに」

「楽しみにしているぞ、我が子よ」

　王は初めて今のサイネリアに興味を持ったようで、ますます笑みを深く刻む。

「──終しまいだ。戻るぞ、ジェフリー」

　すっと踵きびすを返した王を、王妃が制止した。

「お待ち下さい、陛下！　この無礼者たちを、野放しにするおつもりですか!?」

　自分の祖国がなにをしたかを知ったとしても、いや、だからこそかもしれない。

　取とり繕つくろうことをやめた王妃は王へ訴うったえる。自尊心を傷つけたヨハンや目の上のたんこぶであるサイネリアをどうにかしたいのだろうが……。

「妃は一体、なんの話をしている」

「え……？」

　予想外の答えだったのか呆ほうけた顔をする王妃に、足を止めた王は続ける。

「ただ、久しぶりに我が娘と会い、会話を楽しんだ。それだけだ。妃はご苦労だったな、余が娘と人目を気にせず会えるよう苦心し、このような場を設けてくれたのだから。さあ、そなたは少し休むとよい」

「そんな、だってあれは、サイネリアで……」

「いいや。そこにいるのは、余の娘だ。……今は、な」

　──言葉には、含ふくむものがあった。今はということは、未来は変わるかもしれないということで……《隠れ姫》と王の思おも惑わくが一いっ致ちする政局になれば《生き残った王子》が現れる可能性があるのだ。

　気付いた王妃は、「あの者たちは陛下の害になります！」と王を慌てて追いかけていった。

　国王夫妻を追うために、ジェフリーも動く。

「……ジェフリー副団長」

　マローネが呼びかけると、彼はちらりと振り返った。

「なぜ、五年前、サイネリア様が事故ではなく事件だと訴えた時、一いっ緒しょに声を上げなかったのですか？」

「あの時のアタシは一介の騎士、長いものには巻かれないと」

「……ヨハン殿が言っていた、ソニア様の馬車を追ったお話も噓うそなのですか？」

「マローネちゃんは、アタシを買いかぶりすぎね。アタシは、権力には全力で媚こびるって決めてるの。そうやって、副団長の地位も手に入れたわけだし？」

「今の言葉、サイネリア様の目を見て、言えますか」

「……っ……」

　ジェフリーから軽けい薄はくな笑みがかき消えた。

「私も、ぜひ聞いておきたい。……ジェフリー、あなたはあの日、わざわざ馬車を追ってきたと。あれは、ヨハンを懐かい柔じゅうするための噓ですか？」

「いいえ！　──誓ちかって、真実です」

「では……なぜ、隠蔽に協力を？」

　静かな口調で語りかけるサイネリアは、本当の性別が分かっていても、深窓の姫君にしか見えなかった。そしておそらく、母親であるソニアの面おも影かげを色いろ濃こく宿している。直視できないのか視線をそらしたジェフリーが口を開く。

「──……勝手ながら、殿でん下かにはただ、静かに暮らして欲しいと思っていました。ソニア様のように諍いさかいに巻き込まれたりすることなく、ただ、静かに──」

　それがソニアの忘れ形見サイネリアの、身の安全に繫がるならば、王が命じるままに動く──話し終えたジェフリーはサイネリアに一礼すると、今度こそ足を止めず王たちの後を追い、通路の奥へ消えていった。

「……終わったな」

　ぽつりと呟いたのはヨハンだ。

「いいえ、まだです」

　マローネが否定すると、ヨハンが止血の布を巻き直しつつ首を傾げる。まだひとつ残っているだろうと、マローネは一歩引いているサイネリアとヨハンの顔を交こう互ごに見た。

「おふたりとも、言葉にしないと、伝わらないこともあるのですよ！」

　ようやく意図を察した幼おさな馴な染じみたちは、気まずそうに俯うつむいたが──やがて、サイネリアが口を開いた。

「ヨハン、すまなかった。俺は、お前と向き合うことが怖こわかったんだ。結果、お前をここまで追い詰めた」

「……それを言うなら、オレでしょう？」

　五年前、側室親子が事故に遭ったという知らせを聞いて、ヨハンは全てを投げ出して屋敷に戻ってきた。そして──生き残ったのは王女であるという公表内容と違う真実を目まの当あたりにして、とっさに口に出してしまったのだ……。

『どうしてあなたが生きてるんだ？』

　というひと言を。そして、王が関わっているとも知らず、なぜ間違いを正さないと責めた。

「だが、ヨハン、お前はずっと俺を王子に戻そうと動いていたんだろう？　俺はお前の真意も知らず、隠れることで大事なものを全て守った気になっていた……が、それではダメだと今になってようやく気付けた……勇気を持てた。だから、どうか頼む──この現状を変えるために、力を貸してくれ。王子としてではなく、《隠れ姫》としての頼みだ」

　くしゃりとヨハンの表情が歪んだ。

「あなたは、戻れなくていいんですか？」

「俺は──この姿で覚悟を示す。……お前も、ついてきてくれ」

「……っ、そんなの、決まってますよ……！」

　サイネリアが初めて口にしたであろう本心に、ヨハンは嗚お咽えつを堪えながら何度も頷いた。

「サフィ様が命をかけて守ったあなたの頼み事に、嫌だなんて言うわけないでしょ。この腕輪をもらった時に誓ってるんですから……あなたたちを守るって」

　これからも、私たちを守ってね──亡なきサフィニアから、信しん頼らいと愛情が込められた言葉と共に腕輪を渡された日のことをヨハンは涙なみだ声ごえで語る。

「サフィ様の分も、必ずあなたを守り、お助けします……サイネリア様──」

　ようやく向き合えたふたりに、マローネは安あん堵どした。

　サーちゃんの大好きな人は、もう大だい丈じょう夫ぶだ。そして、もうひとりのサーちゃんは、この先も自分が守る。だから……。

「サイネリア様、ヨハン殿、帰りましょうか！　皆さん心配しているでしょうから！」

　マローネが声を上げると、サイネリアは笑え顔がおで応え、ヨハンは慌てて涙を拭ぬぐった。

「マローネちゃん、君にも、本当に……」

「謝罪は無用です。主を思う気持ちは、よく分かりますから。でも、一言だけ……！」

「え、なに？」

「あなたには、絶対に、負けません！　サイネリア様の騎士は、このわたしですから！」

　一瞬呆けた後、ヨハンは泣き笑いになって「かなわない」と呟く。その横で、サイネリアが吹ふき出し、胸を張っているマローネの手を取った。

「おちびさん、その話はまた後で。帰ってからにしましょう──俺たちの屋敷に、ね」

　その手を握にぎり返したマローネは大きく頷くと──新しい一歩を踏み出した。







[image: 終章]

　地下の出来事は一いっ切さい公おおやけにならず、二ヶ月が経過した。その後、ジェフリーからなにかを言ってくることもなく、マローネにかけられた嫌けん疑ぎもいつの間にかなかったことになっていた。ジェフリーが他言しなかったのだろうとは、ヨハンの弁だ。

　そんな彼は、今もサイネリアの下へ留まっている。

　──ヨハンは肩かたの力が抜ぬけたようで、サイネリアと他愛のない話をするようになった。まるで兄弟きょうだいのようなその雰ふん囲い気きは、ふたりのすれ違ちがいが解消されたという証明だろう。近ちか頃ごろのヨハンは、再度騎き士しを目指すようなことを言い始め、時折マローネに剣けんの相手を頼たのんでくる。お互たがいに変な遠えん慮りょがなくなった今、そうなれば本当の意味で対等な好敵手ライバルだとマローネは今からわくわくしている。

　そして、マローネの主あるじであるサイネリアだが……サフィニアとして人前に出る機会を徐じょ々じょに増やしていた。一方で、王おう妃ひは最近臥ふせりがちだというが。




「……本当に、どこか悪いのでしょうか？」

　屋や敷しきの中庭にある大木の下に、小さな椅い子すとテーブルが用意されている。ここはサイネリアの定位置だ。

　椅子に座っているサイネリアのそばに立ち、マローネは王妃の動向を心配していた。なにせ、地下通路の一件の後すぐに臥せり、今では引きこもりのような状態なのだ。

　しかし、話を聞いたサイネリアは淡たん々たんとした口調で言った。

「機を見ているだけでしょう、心配するだけ無む駄だです。あの方も根っからの王族ですから、今後どう動くべきか、見定めているのでしょう」

　むしろ、王妃が大人しくしている今が好機だから《隠れ姫》として肩代わりできる仕事は片かたっ端ぱしから引き受け、足場を固めようというのが、サイネリアの考えだった。

　王妃が臥せったために忙いそがしくなった現状を好機だというのだから、すごい人だ。

　ほどなくして誰だれもが、《隠れ姫》が噂うわさとはまったく違う人物だと気付くだろう。

（これから先は、この方の下にきっと色んな人が集まってくるんでしょうね）

　サイネリアは開けた国を目指しているのだから、今までのように他者を拒きょ絶ぜつしたりはしない。

　その上、どんな装いをしていてもキラキラと輝かがやいていて魅み力りょく溢あふれる方なのだ……誰もが主を好きになるだろう──それはとても喜ばしいことなのに、なんだかマローネは複雑だった。以前にも感じたことがある、この叫さけび出したいような衝しょう動どうは、たぶん……。

「どうしました、おちびさん。おかしな顔をして？」

「えっ!?　大変失礼いたしました！」

「咎とがめていません。ただ、せっかくふたりでいるのに、なにを考えているのかと思って」

　流し目と意味深な言葉に、マローネはうろたえた。

　サイネリアは、こうやってよく「ふたりきり」を強調する。そのたびに意識してしまい、オロオロしているマローネを見て笑うのだ。

「マローネ？　私には、言えないことを考えていたのですか？」

「い、言えないことなどは……！」

　マローネの手首が、ぐいっと摑つかまれる。そのままサイネリアの方へ引き寄せられた。

　とっさにテーブルに手をついたが、ほとんどサイネリアの膝ひざの上に乗り上げる形になっている。
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「ご、ご無礼を！」

「誰が、下りることを許可しましたか？」

　至近距きょ離りで、サイネリアの緑の瞳ひとみが細められた。

「言えないことではないのなら、さっさと吐はきなさい、マローネ・ツェンラッド」

「い、いえ、あの……」

　身じろぎすると、サイネリアの手に力がこもった。

「逃にげないで下さい」

「〜〜っ」

　切なげな表情と声こわ音ねに、マローネは誤ご魔ま化かすことを諦あきらめた。降参だ。最初から、この主に勝てるはずがなかった。

「……これからは色んな人が集まってきて、みんながあなたを好きになるんだろうなって思ったら……喜ばなければいけないはずなのに……わたし、なんだか……嫌いやだなって思ってしまって……──申し訳ありません！」

　きっと呆あきれられたと思ったマローネは、叱しっ責せきを覚かく悟ごし目を閉じた。

「……マローネのそれは……無自覚、なんですよね？」

　だが、聞こえたのは確かめるような問い。

　目を開ければ、サイネリアがなぜか笑えみを浮うかべていた。

「あ、あの、……サイネリア様？　なんの話でしょうか？」

「やっぱり、自覚なしか……」

　そう呟つぶやいたサイネリアは、改めて言い聞かせるようにマローネに語りかけてくる。

「……そうですね、あなたの言う通りです。《隠れ姫》サフィニアは、これから先、皆みなの王女になるでしょう。あなただけの友達ではいられません。ですが……──教えたでしょう、おちびさん。ふたりの時は、なんて呼ぶんでしたっけ？」

　地下で起きた一件が片付いた後、改めて約束したことがある。

　屋敷の中では本当の名前で呼んでもかまわないが、人目のある場所では、サフィニアと呼ぶこと。

　だが、ふたりだけの時は……。

「サイ様……です」

「正解、よくできました」

　満足そうに頷うなずいたサイネリアが、マローネの手首を解放する。

　──ふたりだけの時は、愛あい称しょうで呼んで欲しいとお願いされたのだ。

　主の願いはどんな小さなものでも叶かなえたいマローネは即そっ決けつしたが、こうやって改めて口に出すと緊きん張ちょうする。それも、このような場面で、だ。

「……サイ様、あの……わたしに失望しましたか？」

「まさか。ありえない。どちらかというと、一歩前進感があって、嬉うれしいです」

　意味がよく分からない。顔に出てしまったマローネに、サイネリアの笑えみはますます深くなった。

　教えてあげましょうと、耳元で囁ささやかれた言葉は……。

「《隠れ姫》として表に出る私は、皆の王女ですが……こうして、ふたりでいる時の俺は、あなただけのサイだから──心配することなんて、なにもない」

「──っ」

　飛とび退のこうとしたマローネの行動は、サイネリアに見み透すかされていた。

「おっと、逃がしません。返事を聞いていませんから」

　両手がマローネの腰こしに回されて、膝の上から動けない。

「返事ですか!?」

　一体、なにを言えというのか。羞しゅう恥ち心しんが許容範はん囲いを大おお幅はばに超こえて、もはや涙なみだ目めのマローネに、サイネリアはコツンと額を当ててきた。

「マローネ、あなたの全部、俺にくれませんか」

　そんなことでよかったのかと、マローネは安心した。

　今さらの問いだったから。

「元より、わたしの全ては、サイ様のものですよ？」

　騎士マローネ・ツェンラッドの心と剣は、とうの昔にあなたのものだと伝えると、サイネリアは吹ふき出だした。

「……今は、それだけで我が慢まんしておきましょう」

　くっついていたサイネリアの体温が遠くなって、少しだけ寂さびしいと思ったマローネだったが、次の瞬しゅん間かん──額に唇くちびるが押し当てられた。

「いずれ全てをいただきます、マローネ・ツェンラッド……俺のかわいいおちびさん」

　マローネは数秒固まり……今度は頰ほおにキスされたところで我に返り、青空に響ひびくような悲鳴を上げた。

　そんなマローネを抱だきしめたサイネリアが、明るい笑い声を上げる。

　──ヨハンが様子を見に来るまであと少し、ふたりの距離はかつてないほど近くなっていた。








終
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　はじめまして、真ま山やま空そらと申します。

　この本をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　本作は、もともとカクヨムに投とう稿こうしていた小説です。第二回ビーズログ小説大賞に応おう募ぼしたことが切きっ掛かけで、一冊の本になるという幸運に恵めぐまれました。

　もちろん、そっくりそのままでは至らない点が多すぎたので、担当様のアドバイスを受け改かい稿こうを重ねた結果、初めましての方にもカクヨム版既き読どくの方にも楽しんでいただけるような作品に仕上がったと思います。

　それもこれも、迷めい走そうと暴走を繰くり返かえしてばかりの私を見捨てず、その都度軌き道どう修正してくれた担当様のおかげです。本当にありがとうございます。危あやうく、とんでもない方向に爆ばく走そうするところでした。

　そして、素す敵てきなイラストを描いてくださった紫むらさき真ま依い先生。主役ふたりはもちろん、脇わきを固める面々も魅み力りょく的てきに描えがいて下さり、ありがとうございます。特にマローネがかわいくて、かわいくて。一目見た瞬しゅん間かん「かわいい」と呟つぶやき、しばらくそれ以外の言葉が出てこず、ニヤニヤが止まりませんでした。

　本が完成するまでには、他にも多くの方に助けていただきました。校正様をはじめ、本作に携たずさわって下さった皆みな様さまに、心より感謝いたします。本当にありがとうございます。




　最後に、ここまで読んで下さった皆様。

　同好の士しがひとりでも増えればいいと思って書き上げた本作ですので、読んだあなたが新たな扉とびらを開いて下さったら嬉うれしいです。もちろん、一度は閉じたはずの扉が開いてしまうのも大だい歓かん迎げいです。本作を楽しんでいただけたら、幸いです。




　それでは、またどこかでお会いできることを願って。


真山　空










電子書籍特典　書き下ろし短編

『マローネ・ツェンラッドの果敢なる再挑戦』









「うーん……やっぱり重さがたりない」

　諸々の出来事が落ち着いたある日のこと、マローネは屋敷の一室にて水の入った木桶を抱え独りごちた。

「難しい顔してるね。なにかあったかい、マローネちゃん」

「あ、ヨハン殿……──っ！」

　偶然、部屋の前を通りかかったのだろう長身の青年が、室内に入ってくる。

　マローネはそんな彼の姿を見て、ハッとした。

「これは……もしや最適な重さでは……!?」

「は？　重さ？」

「ヨハン殿、お願いがあります！　ぜひ、抱っこさせて下さい！」

「──……」

　木桶を床に置いたマローネは、一気にヨハンとの距離をつめ訴えた。すると、ヨハンは首を傾げつつも、笑みを浮かべる。

「ははは。ごめんね、ちょっと今、聞き取れなかったんだけど？」

「これは失礼しました！　実は、ヨハン殿をこう、横抱きさせていただきたく！」

「待て待て待て！　オレの聞き違いじゃないのかよ……！」

　笑顔を引きつらせたヨハンは、咳払いをすると表情を改めた。

「いいかい、マローネちゃん。こんなデカイ男を、君みたいなチビッコが抱き上げるなんて、無理だよ。諦めな」

「ご心配なく！　力には自信がありますし、縦の差など横にしてしまえばどうとでもなります！　……いいえ、むしろ、どうとでもなると証明しなければならないのです！　ヨハン殿、お願いします！　わたしに、しばしのお付き合いを！　この通りです!!」

　正論に対し、それでも諦めきれないと食い下がるマローネ。その真剣さに、ヨハンも無下にできなくなったのか困り顔で頭をかいた。

「そもそも……なんだって、急にそんなことを？」

「……実はですね……」

　事の発端は、以前……それこそ、この屋敷に護衛騎士にしてくれと押しかけてきた試用期間にまで遡る──。

　サイネリア……当時はまだ、サフィニアだと思っていた主から一切の仕事を取り上げられてしまい、直接会いに行った時のことだ。気分が悪そうだった主を寝台まで運ぶと申し出たマローネは、サイネリアからすげなく断られていた。

「あの時、身長差を気にしておられました。……このまま私の腕力に不安感を抱かせたままでは、今後もご気分が悪くなった際に断られるのではと思いまして……。主に頼っていただけないようでは、騎士失格！　安心して身を任せていただけるように、練習をと思ったのですが、木桶程度では重さが心許なく……」

「……ああ察したよ。そこに、運悪く通りかかったのがオレなんだ」

「運良く、です！　ヨハン殿が声をかけて下さったので、ひらめいたのです！　背の高いヨハン殿を横抱きにできれば、サイネリア様の不安も和らぐこと間違いなしだと！」

　マローネが力強く言うと、ヨハンはやれやれと苦笑する。

「さすがマローネちゃん。こっちが引くほどの情熱だ。──そんな君の手助けをしてあげたい気持ちは山々なんだけどさ……無理だと思うよ？　たとえ君が、オレを軽々横抱きできたとしても、サイネリア様は絶対に頷かない」

　賭けてもいいとまで言われ、マローネの顔はさーっと青ざめる。

「そ、それはつまり、わたしには他にも至らぬ点があると……!?」

「至らないっていうか、君相手には多分格好つけたいと思うし……」

　慌てたマローネはヨハンの言葉に被せるように言い募った。

「教えて下さいヨハン殿！　わたしに欠けているものを!!」

「うおっ!?　服を引っ張らないでくれ！　落ち着いて！　……まいったなぁ。あー、近い近い。ほら、どうどう」

　縋りつく勢いのマローネだったが、ヨハンから暴れ馬を相手にするような調子でなだめられ、我を取り戻す。

「し、失礼。取り乱しました」

「いやいや。落ち着いたなら、ちょっと離れようか？　こんな場面、サイネリア様に見られたら大変だし……」




「──へえ？」




　冷ややかな声が響いた。

　次の瞬間、ヨハンが部屋の出入り口に視線を向け、小さな悲鳴を上げる。

「面白い話をしていますね、ヨハン？　誰に見られたら、なんでしたっけ？」

　そこには、笑みを浮かべているのに、目は全く笑っていないサイネリアが立っていた。

「いやいや誤解です！　オレはマローネちゃんの相談を受けていただけですよ！」

　叫ぶなり、ヨハンはマローネから距離をとり、早口でサイネリアに訴える。すると、サイネリアの表情が変化した。

「……相談？　マローネ、なにか悩みがあるのですか？」

「オレが聞いたところによると、相当深刻でして……」

　心配そうな視線を向けられたマローネが答えに詰まると、ヨハンが真剣な表情で代わりに答えてしまう。

「実はマローネちゃん、横抱きに憧れているそうです！」

「ヨハン殿ぉぉっ!!」

　バラさないでくれとマローネが叫ぶが、時すでに遅し。サイネリアの耳にはバッチリと届いていたようで「横抱き？」と不思議そうに呟いている。

「マローネちゃん、やってみたいそうなんですよ」

「……そうですか。それで、ヨハンに頼んだと？」

　なぜか、サイネリアが眉間にしわを寄せた。ひどく不満そうに、マローネを見る。

「……なぜ、私に言わないのですか」

「ええ!?　そ、そんな、滅相もない！」

「もしや、私にはできないと思っていませんか、マローネ？　……だとしたら……心外ですね。あなたひとりくらい、軽いものです。──おいで？」

　伸びてきた腕に、ひょいとすくい上げられマローネの足が地面から離れた。

「わあっ!?」

　思わず悲鳴を上げたマローネがしがみついたのは、サイネリアだったのだが──彼は非礼を咎めるどころか、打って変わって機嫌良さそうに目尻を下げた。

「そう。そのまま首に腕をまわして……──どうですか？　これが横抱きですよ」

「～～っ!!」

「よかったね、マローネちゃん！　じゃあ、オレはこれで！　ごゆっくり！」

　ヨハンが逃げるように立ち去り、残ったのは緊張で固まったマローネとドレス姿でやたらと格好いい横抱きを披露したサイネリアの、ふたりだけになる。

「マローネ」

　名前を呼ばれて恐る恐る視線を上げれば、近くに緑色の瞳があった。

「俺の腕の中、存分に堪能して下さい。ね？」

　至近距離で落とされる囁きに、マローネの顔に一気に熱が集まる。

（違います、違うんです、逆なんですよ、サイネリア様！）

　胸中で叫ぶマローネだったが、この状態では言えるはずもなく……結局サイネリアが満足するまで離してもらえなかった。



















偽いつわり姫ひめの仮かり護ご衛えい!?




ワンコ系けい少しょう女じょ騎き士しはワケあり主あるじに（密ひそかに）溺でき愛あいされています

【電でん子し特とく典てん付つき】








真ま山やま 空そら





ビーズログ文庫





2020年12月15日　発行





ver.001





©Sora Mayama 2020





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『偽り姫の仮護衛!?　ワンコ系少女騎士はワケあり主に（密かに）溺愛されています』

2020年12月15日　初版発行





発行者　青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










デザイン／みぞぐちまいこ（cob design）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/i-004.jpg
N
X

%

N
/]

HoJ4Z)p

AMITEEOE—ER,

[BAUE] e HREBENT

R EREFIIEC L.
5lal654L791%

Voo RFDEFAXI)T

Ny

BADIED - HEBELIZ
Tolebit, BREEL
HRTHBEENIIE .






item/image/i-005.jpg
ANV
|| ¥ 74 =T LDIEED
BvitE, vo—40*

AT EEER, ||
H74=T %
BOBIZ( TV 5,






item/image/i-249.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/i-059.jpg





item/image/allcover-001.jpg
s ElZ

- Sons Myama

HEOKMIERLTOD, FRES—LH
EEHVDOL Y KT AMTT .
BADFEEIRELF 1y EHDRH, &
BIH)RB MM THIED LR TEHHY)
EURAIE. WK LA TUEE I 5%
wed,

HWEBNIF T NEY T« ZFBICRBELZE
IRLBHLERBERO—Ro WSHEHE
LRV S, BERFORERISICRILT
l—'] LIk [N ELTBSTEHRICTFBL
5508 BiSNTUES. ZNTHRROWLMHES
ESBITHENIZDD, HUTDHEENHIE,
BUBFERVEY, FATRELEHTIN
rhE SEDENBIFLTETED —!?

Ex
]
>4
pm |
%
z
L]
T
@
)
7
&
Y
E
=
&
»
3
5
=
=
nt
<
"]
S
5

HE Emt

ustration : 5 ik
Design: HECHENT (oo cesig)






item/image/i-179.jpg





item/image/i-097.jpg





item/image/m-005.jpg





item/image/setsu.jpg
0
& oOo
o(J °~ 8Q





item/image/m-004.jpg
.+m_u%___ﬁ_m+¢/”

e





item/image/m-007.jpg
G e ¢&Rﬁ_m__. +WIN






item/image/m-006.jpg





item/image/m-001.jpg
4

‘s »._ﬁ._"_m__. +W’M
v





item/image/m-003.jpg





item/image/m-002.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		序章



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		第五章



		終章



		あとがき



		電子書籍特典　書き下ろし短編『マローネ・ツェンラッドの果敢なる再挑戦』



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/m-008.jpg
N o 3y S





item/image/i-029.jpg





item/image/i-143.jpg





item/image/titlepage.jpg
50 WPt 7
DY ARMEETIEOTHYEIC(E)BEEINTVET






item/image/toc-001.jpg
=z

TR TR
»
K

"3 98
e Jf&f&f%f&f&f%f&ﬁ%r&f Lﬂ& %‘vur &f&ﬁ&f%f&f%fﬁ%ﬁ%f Lﬂ& Y
B e e e R T T T T AT T AT T R AT A e T T R A S T AT S T S AT TSR AT TS A TS AT TS AT TSRS TS TS e T

3 &
> - EE P

Rea

2

. Y
J)Jé"x

-
kS

JLIGI IR

*
23

Y

*

211 *

176

|

& eeeeer 049

l?
2
%
EH
) B

S eeeee 122

Jtsuwarihime no
kazigoeil 7

—& .- 016

#‘\ﬁﬁi&%’#

N
PSSR SN § SN 2 SN 2 SN 2 SN S SRR S SV £ S 2 SV 2 VR 2 SV £ SV 2 SV £ ST 2 SRR £ SV S SR § SN

 J& &mu

ERES coeee

*

* -
* *

*
w

LI ICI IR,

XYY

-
-

K«.&kﬁ%kh#wﬂwx Mhﬁ.# vﬂ{&wn%k N A oA A, Lﬁ)waﬁzx&ﬁmwkﬂ)';wﬁ#kﬂ %.,M.n,“uwﬁ%.& 1
NN < NCYCYYCYYCCC
&J = 101 = = - = o o o ﬂﬁ .v? &J v = v = wQA = = - 101 ﬂﬁ /.\Mvm!

G

)
>

<

)

& K

Rar

R T R T R T R T R T R T R T R T R T T R T T R T R T TR TR TR TR TR e TR e
a

2
SIS 2 SR § SRR





item/image/i-077.jpg





item/image/i-155.jpg





